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上野原遺跡
智光寺遺跡
切附 遺跡

笛吹川農業水利事業に伴う発掘調査報告書

1987. 3 

山 梨 県 教 育 委 員 会

関東農政局笛吹川農業水利事業所



序

本報告書は、 1984 • 85 年度に実施した笛吹川農業水利事業国営管水路の幹線及び副

幹線敷設工事に伴う事前発掘調査の結果をまとめたもので、 対象遺跡は上野原遺跡、 智

光寺遺跡、 切附遺跡の3遺跡であります。

これらの遺跡は山梨県東八代郡境川村・中道町に所在し、 いずれも甲府盆地南東辺に

横たわる曽根丘陵に位置しております。 曽根丘陵は八ヶ岳山麓地域と並んで県内でも有

数の遺跡の密集する地域として知られ、 特に縄文時代、 弥生時代、 古墳時代の遺跡が濃

厚に分布しております。

1984 年に調托された中道町の上野原遺跡は、 縄文時代前期から中期に至る集落跡で、

住居址16軒、 土拡95 墓などを含む多数の遺構が発見され、 各時期の土器や石器などが出

土いたしました。 この遺跡は、 197 1 年にも甲府ー精進湖有料道路建設に伴って発掘調

査された経緯があり、 前後2度にわたる調在によって集落の規模と時代的位置づけを明

らかにすることができました。

一方、 境川村に位置する智光寺遺跡ではこれまで確認されていなかった古墳 の存在が

明らかとなり、 隣接する切附遺跡からも古墳時代の須恵器や鉄器が出土しており、 この

付近に後期古墳群が展開していたことを推定する資料が得られました。 本報告害が、 多

くの方々の研究にご利用いただければ幸甚です。

末筆ながら、 種々ご協力を賜わった関係機関各位、 並びに直接調在に従事していただ

いた方々に厚く御礼申し上げます。

1987 年 3 月

山梨県埋蔵文化財センタ ー

所長 磯 貝 正 義



J: 野原遺跡



例 言

1. 本報告書は、 昭和59年度の笛吹川農業水利事業国営幹線管水路敷設工事に伴って発掘調査

された山梨県東八代郡中道町上野原遺跡の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は、 山梨県教育委員会が農林水産省関東農政局の委託と文化庁の国庫補助金を受

けて実施した。

3 . 発掘調査及び出土品の整理は、 山梨県埋蔵文化財センク ー で行った。 発掘は同機関文化財

主事中山誠二、 出土品整理は長沢宏昌、 および中山が担当した。

4. 本報告書は中山が編集を行い、 執筆は1V章第 1節を河西学（現在山梨文化財研究所第4室

長）、 その他については中山が行った。

5. 写真撮影は、 遺構・ 遺物ともに中山が行った。 土器展開写真は小川忠博氏による。

6 .  遺構及び遺物のトレ ー スは、 新津重子、 日向千恵が行った。

7. 本報告書にかかわる出土品及び記録図面、 写真等は一 括して山梨県埋蔵文化財センク ー に

保管してある。

8 . 出士品整理参加者

長田久美子、 桜井里子、 佐野生子、 五味信子、 宮川治子、 中楯由美、 石原はつ子、 加藤綾

子、 田中正江、 田中弘子、 長田純子、 梶本宏、 小池和仁、 遠藤映子、 石田文次郎、 山本治

代、 渡辺薫、 高野俊彦、 羽中田恵子、 丸山孝子、 広瀬千江美、 坂本穂波

9 . 発掘調査にあたって文化庁文部技官岡本東三氏にご指導を賜わった。



凡 例

1. 本書の遺構・ 遺物の挿図縮尺は原則として次の通りである。

調査区域位置図 1/5000 、 調査区域図 1/1500 、 遺構配置図 1/500 、住居址 1/60 、炉址 1/30 、

土拡 1/40 、 土拡微細図 1/20 、 竪穴状遺構 1/60 、 集石 1/20 、 単独埋甕土拡 1/20 、 溝

1/60 又は 1/90 、 縄文土器実測図 1/6 、 拓本 1/3、 土偶 1/2 、 土製円盤 1/3 、石鏃 2/3

打製・磨製石斧 1/3 、 石匙 1/2 、 磨石・ 凹石 1/3 、 石皿 ・ 多孔石 1/6

2. 遺構挿図内の水糸レベルは海抜高を示す。

3. 表の記述について

(1) 遺構の計測値は長軸方向と短軸方向の最長部分の距離である。

(2) 遺構· 遺物の法量で（ ）内の数値は推定値を表わす。
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第I章 調査状況

第1節 調査に至る経過

昭和59年10月 1 日 文化庁に発掘通知を提出する。

昭和59年10月 8 日 発掘調査を開始する。

昭和59年12月27日 発掘調査を終了する。

昭和60年2月 7 日 甲府市南警察署へ発見通知を提出する。

第2節 調 査組織

調 査主体

調 査機 関

調 査担当者

調 査 員

作 業 員

調査協力機関

山梨県教育委員会

山梨県埋蔵文化財セソク ー

中山誠二（文化財主事）

塚原明生、 新津重子、 日向千恵

田中治江、 望月太千代、 小林澄f、 五味京f、 五味当子、 田中つき代

柿島伸世、 柿島つねじ 、 渡辺喜の女、 渡辺かつ子、 土橋敦子、 五味信

子、 池谷ひでじ 、 池谷多称子、 池谷百代 、 池谷太吉、 池谷はつ江、 池

谷たつ子、 池谷松子、 小林あさ子、 池谷くめ子 、 河野まさ子、 長田久

美子、 渡辺礼子、 桜井里子、 中込秀夫 、 中楯みな子、 佐野生子、 宮川

治子、 平川恵三 、 丸山孝子、 羽中田恵子、 坂本穂波、 広瀬千江美、 斉

藤つね子、 山下政司、 渡辺澄雄、 木ノ瀬いつ子 、 田中正江、 田中弘子

中込敬子 、 土橋ナミェ、 鮫田黎子 、 斉藤多喜子、 池谷美恵子

（順不同）

中道町教育委員会
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第II章 遺跡概況

第1節 遺跡の位置と周辺の環境
上野原遺跡は、 山梨県東八代郡中道町右左口地内に所在する。 甲府盆地南縁に東西方向に横

たわる曽根丘陵上の中でも最上部に位置し、 標高350 m前後を測る。 遺跡の南側には御坂山塊

に連なる日蔭山、 滝戸山などが迫り東方に西川、 西方に七覚川が甲府盆地にむけて北流してい

る。 このため付近は御坂山塊から北西方向になだらかに傾斜する北斜面となるが、 日照条件に

恵まれた台地状地形の上に遺跡は存在する。

本遺跡の所在する中道町は、 曽根丘陵とその北側を西流する笛吹川の氾濫原に地形的に 2 分

され るが、 この丘陵地帯には数多くの遺跡の存在が知られている。 本遺跡をのせ る西川ー滝戸

川左岸の丘陵上だけ をみても、 丘陵先端部から御坂山塊へ向けて米倉山A · B遺跡、 女沢遺跡、

金沢天神遺跡、 下向山遺跡、 向山遺跡など先土器時代から古墳時代前期にかけての遺跡群が連

なり、 さらに小平沢古墳、 天神山古墳などの前期古墳が存在する。 一方、 本遺跡周辺の丘陵最

上部においても城越遺跡、 村上遺跡、 後呂遺跡など縄文時代中期から後期を中心とした集落跡

が認められ 、 後背地にある御坂山塊と前面に広がる丘陵上の豊富な動植物資源を墓盤とした縄

文人の営み が看取できる。 また、 付近には後期古墳も幾つか点在する他、 奈良• 平安時代の遺

跡が本遺跡東方の村上遺跡、 心経寺清水遺跡、 心経寺J:之原遺跡などで知られている。

遺跡の所在する周辺の地域は、 駿河湾沿岸と甲府盆地を結ぶ古くからの道、 中追往還が存在

している。 この古道が文献などに登場し特に重要視されてくるのは戦国期以後のことで専ら戦

略的な理由によるが、 江戸期にはこの右左口は宿場としても繁栄をみ せている。 し かし 、 一方

では歴史時代以前の段階でこの古道が重要な役割をすでに担っていたことは、 土器文化の流れ

や出現期の古墳の存在からも想像することができよう。

以上の様な歴史的環境の中に位置する本遺跡は、 1 9 7 1年有料道路甲府・精進湖線建設工事

に伴って発掘調査されている。 この時に発見された遺構は縄文時代前期末 ～ 中期にかけての住

居址22 軒の他、 配石遺構、 埋甕、 土拡などを多数含む。 今回の調査対象地域の一部は、 その地

点から10m程南側を平行して走っており、 該期集落の様相と規模を再確認する上でも童要な地

域である。

参考文献
中逍町史編纂委員会 『中道町史』 J: 1975 

山梨県教育委員会 『昭和52年度（笛吹川沿岸土地改良事業地内）埋蔵文化財分布調査報告

書』 1978

磯貝正義ほか 『角川日本地名大辞典19 山梨県』 1984 角川書店
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第1図 遺跡位閥図
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第2節 調査区域の設定と調査方法

本遺跡の調査範囲は、 約4. 5 m幅で全長380 mにもおよぶため道路などによって分断される

地点で便宜的に区分けを行った（第2 図）。 A 区は西川左岸の段丘上に位置し、 B区はかつて

精進湖線有料道路建設に伴って調査された地域に乎行した長さ120 m程の区間をいう。 C区は

国逍358号線によって分断されるがB区の西側延長線上約150 mの区間を当てる。 D区は、 C

区から南西方向へ屈折し、 谷部へ向って下るまでの60mの区間とする。 E区はC区から南方へ

50m程離れた飛地で、 面積100而ほどの狭い地区である。

調査は対象地域全域の表土を削除し、 遺構確認のための精査を行った後、 遺構の検出された

B区、 C区に ついてグリ ッ ド方式による調査を実施した。 グリ ッ ドは各区東端を基点とし、 南

北の軸をアルファ ベッ ド(A · B · C)、 東西の軸を算用数字(1 · 2 … )を用いて表記した。

A区からは縄文時代中期の土器片数点が検出されたものの、 遺構は全く確認されなかった。

B区および C区の東側には、 縄文時代中期を主体とする住居址、 土拡群が検出され、 1971年に

調査された同 一の集落跡と考えられる。 これよりやや離れたC区西端では、 縄文時代前期後葉

の住居址1軒が確認されているが、 これと近いD区では遺構、 遺物の発見がない。 E区では、

は、 1971年調令範囲

第2図 上野原遺跡調査区域位置図(1 /5000) 
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第 3図 調査区域内(1/1500)
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縄文時代中期後葉の配石遺構などが検出されている。 したがって、 第1ll章は、 遺構、 遺物の発

見されたB区、 C区、 E区について詳述する。

上野原遺跡全体における基本層序を明らかにしておきたい。

遺跡は、 北西方向へゆるやかな傾斜をな すが、 調査対象地域内では甚本層序に大きな変化は

認められずほぽ安定している。 甚本層序は以下のとおり第 I 層より VI 層に分けられる。

第 I 層：表土。 黒色を呈し 、 粒子の粗い耕作土。

第1I層：暗褐色土。 遺物包含層。

第皿層：暗褐色土。 V層下のロ ー ム層に比べやや軟弱で

色調は赤味をおびる。

第1V層：黒褐色土。 1 mm大の白色粒子を含む。

第V層：黄褐色ロ ー ム層。 プロ ッ ク状に剥離するやや軟

第3節 基本層序

弱な ロ ー ム層。

第VI 層：黄褐色ロ ー ム層。 赤色スコリアを多く含む硬質

のロ ー ム層。

本遺跡の主体となる縄文時代中期の遺構はIll層中から掘

り込まれ、 深い 遺構は VI 層上面まで至る。 II 層では遺物は

包含されるものの遺構プランを確認することは困難である。

この遺跡を含めた曽根丘陵は、 第四紀に基盤が形成され、

上面が風化火山灰層に覆われている。 これらの火山灰層の

分析は第N章第1節で詳しく述べることにする。

- 7 -

IIl
 

z
 

Vl
 

第4図 基本層序



第 III 章 遺構 と 遺物

第1節 B 区の遺構 と遺物
B 区 の 遺構 は 、 縄文 時 代 の住 屈址、 土拡、 単 独 埋 甕、 竪 穴状遺構、 時期不 明 の溝状 遺構 に よ

っ て 構 成 さ れる。 遺構 の分布 は 同 区 中 央 部 よ り西側に集 中 し、 東 側 に よ るほど 薄くなる煩向を

示す。 住 居 址が集中する地域は 同 区 のほぽ中 央 部のB- 1 7 -B - 27 グ リ ッ ド で、 5 号 住 、 7 号

住 - 1 3 号 住 、 1 5 号 住 、 16 号 住が重 複 しながら存在する。 1 2 号 住 よ り 西 側 にやや 間 を あ け てB 区

西 端 に は 3 号 住 、 4 号 住、 6 号 住 居 址が存在する。 一方、 1 1 号 住 居 址 よ り東 側 の地点で は 、 土

拡 、 集 石、 埋 甕が散 在 するが住 居 址 は 認 められない 。 溝状遺構 は 、 1 号 溝がB - 1 -B - 4 グ

リ ッ ド 、 2 号 溝がB - 4 - 8 6 グ リ ッ ド お よ び A - 6 グリ ッ ド 、 3 号 溝がB - 18 グ リ ッ ド 、 4

号 溝がB - 28 グ リ ッ ド に 各 々 存 在 する。

縄文時 代の遺構調査後、 B- 28、 B - 29、 B- 30 グリ ッ ド に おい て 先 土 器 時代文化 層までの

掘り下 げ、 該期 遺構、 遺物の確 認調在を行っ たが検 出 さ れなかっ た。

1 .  住 居 址 と 出 土 遺 物

(1 )  3 号 住 居 址 （ 第 5 · 7 - 9 図 、 図 版 3 )

（ 位 置 ） B - 31 -B - 32 グ リ ッ ド に 位 置する。 4 号住、 6 サ 住 と 重 複 する。

（ 形 状 ・ 規 模 ） 東 西 に 長い 楕 円 形プラ ン と推定さ れる。 住 居 址 北側 は 調査 区 外へのびるた

め 規 模 は 明 らかではないが、 東 西 約 6 m を測る。

（ 床 面 ・ 壁 ） 東 壁 は 4 号 住 居 址、 南 壁 は 6 号 住 居 址との里 複 に よ っ て 確 認 さ れ な かっ た 。

残 存する 西 壁と 東 壁 の 1 部 は 、 壁 邸 約40cmを測る。 床面は全体 的 に 平 坦で、 周 溝 は 認 められ ない。

（ 炉 ） 住 居 址中央部 よ りやや北西

に 扁 し て 存 在 する石囲い 炉で あ る 。 炉

石は、 北側 お よ び 西 側で確 認 さ れ たが、

南 ・ 東の 2 辺では検 出 さ れなかっ た。 西

側の炉石は 50cm x 20cm x 20cm程の柱状の

石を横 に 倒 し て 使 用 し ているが、 北側で

はこれ よ り小 さ い石を 3 個配し ている。

焼 士 は 炉の中心 よ り南側で認 められ た。

（ そ の 他 の 施 設 ） 本住 居址に確 実

に 伴 う と思われる ピ ッ ト は 7 つであるが、

南墜 よ りにも 1 - 2 本の存在が想定さ れ

る。 これらの内、 壁際に存在するものが

柱 穴と考 えられ、 最小で40cm X 70cm、 最

大で70cm x 1 1 0 cmの楕 円 形プランを星 し、

深 さ は 床 面 よ り50cm - 80cmを測る。

p

1
 

- " 

d' 
ー

p`

―. <! 

I 層 黒褐色土
n 層 黒褐色土＋焼±
皿 層 僻．土
ll' 層 暗負褐色土
V 層 暗褐色土

1 m 

第 5 図 3 号 住 居 址 炉
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第 8 図 3 号 住 居 址出土 土 器 (1 )  
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第 9 図 3 号 住 居 址出土 土 器 (2) 
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（ 出 土 遺 物 ） 第 8 - 9 図 が出土 土器である。

1 .  覆 土 中出土。 屈 折 底 を有する深 鉢 形 土 器 。 上半 部 を 欠 損するが、 底 部 径 9 cm、 屈 折 部 径

17cmを測る。 胴 部 に低 隆 帯による 円 形の区 画を施 し 、 そ の他の部分を R L 縄文が覆 う 。 色調は

茶褐色、 焼 成 良 好 。 胎 土中に長石、 金 雲 母を含む。 2 . 覆土 中出土。 1 と 同 様 屈 折 底を有する

深 鉢 形 土 器 。 胴 部 施 文方法も l と類 似する。 色調は賠褐色、 胎 土中にやや粗い 長石を多 く 含む。

3. 覆土中出土。 深 鉢 形 土 器 口 縁 部 。 円 板 状の把 手をもち 、 口 縁 直 下と把手 部に沈 線による文

様 帯を 有 する。 色調 は 把 手 部が黒褐色、 そ の他が 淡 褐 色 を 呈 する。 4. 覆土中 出 土。 深鉢 口 縁

部 。 口 縁 直下にみ み づ く 状 把 手を付加 し 、 有 刻 の 隆 帯が 胴 部に向っ て 垂 下する。 色調は淡褐色。

胎 土に石英 • 長 石粒を含む。 5 - 8 も覆土中出土 土器であるが、 5 が浅い 鉢 形 土 器 口 縁 部、 6

- 8 が 深 鉢 形 土 器 胴 部で あ る。 以上の 土器の内、 6 は藤 内 式 土器、 そ の他は井 戸 尻 式 土器に比

定 される。

土器以外では、 土製 円 盤 l 点 （第1 07 図 1 ) 、 凹 石 3 点 （第 1 1 4 - 1 1 5 図 7 - 1 0 ) 、 打 製 石 斧

1 点 （第 1 08 図 2 ) が 出 土 し ている。



（ 第 7 · 10 - 12

図 、 図 版 3 · 10)

(2) 4 号 住 居 址

B - 31 - 32 グ リ ッ トぐ

6 号 住と重

残 存する 東

壁か ら 推定すると直 径 5 m 程の

円 形 乃 至 楕円形を呈すると考 え

ら れる が 、 詳 細は不明である。

床 面はほ ぽ 平（ 床 面 ・ 壁 ）

3号 住と ほ ぽ同 ー レ ペ ル

である。 壁 は 北 半 分 が 3 号 住 、

6 号 住との切 り 合 いで確 認でき

なか っ た。 残 存する 東 壁の 壁 高

は、 確 認 面 よ り 40 - 50cm. を測る。

3 号 住 、

（ 位 置 ）

に位置 し 、

複する。

（ 形 状 ・ 規 模 ）

坦で、
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炉址と判 断できる施（ 炉 ）8-。
設は確 認 さ れなか っ た。

2:m 

4 号 住 居 址 遺 物 出土状 況第 10図

6 号 住との菫 複のため明 ら か に し3 号 住 、同 住 居址 に 伴 う ピ ッ ト 数は、（ そ の 他 の 施 設 ）

ピ ッ ト 6 、 10 - 16 、 19 、 20が 考 え ら れる。 直 径 50cm. 前 後の円形 ヒ° ッ ト が 多く、 重複得 な いが 、

のために 連 継 し た も の も 存 在する。 深 さ は床 面 よ り約 50cmである。

出土遺 物は、 住 居 址南側 に 集中 し 、 床 面 よ り20cm程 浮いた状 態で検 出 さ れた（ 出 土 遺 物 ）

も のが 多い。 第 11 · 12図は、 本住 居址の伴 出土器である。

深 鉢 形土器 口 縁 部。 山 形 突 起の下に み み づく状把 手を有する。 色 調は暗 褐 色 、 胎土に 長ー

深 鉢 底部。 底部径は10cm.を測る。 色 調は茶褐 色で胎 土中 に 長 石 粒を 含 む 。2. 石粒を多く 含 む 。

ロ 縁部断 面 形 が S 字状に 大きく屈 曲 する。 最 上 部のく び れ 部に み み づく状 把

ロ 縁部に 隆 帯 貼 付 に よ る 文 様 帯を も ち 、 頸部隆 帯下に R L 縄文を施す。 色 調は賠

褐 色 、 胎 土 に 長石粒を 含 む 。 外 面 に 若 干の煤 が 付 着 し 、

深 鉢 口 縁 部。

手を有する。

3. 

2 次焼 成 に よ る 細か いひ び が 表 面 に 認

ロ 縁

その下 方 に 断 面 三角 形 の 有 刻 隆 帯 が 垂 下す る 。 胴部には隆 帯 に よ

ロ 縁部径 20cm、 胴部最 大 径 21cm、 現 存 高 35 cmを 測 る 。 色 調は暗褐

ロ 縁 部が内屈 し 、 頸部が や やく び れ 、 胴部が 樽 状 に 膨 ら む 。深 鉢 形土器。

部 文 様 は 4 単 位 と 考 え ら れ 、

る 曲 線 的な文 様 が 施 さ れる。

色 、 胎土中に 長石粒を 含 む 。

4. め ら れる。

33号土拡付近 よ り出土。 深 鉢 形土器胴部下半部。 胴部中央 に5. 

乎 行 四辺形の区画 帯 、 胴下半部に 楕 円区画を施 し 、内部に 半 赦 竹 管 に よ る 押 し 引 き文を施 文す

ロ 縁部に 隆

9 が藤内式、 その他は井戸尻式に比定さ れる。

ロ 縁 が内 彎 し 、 胴 下 半 に 向けてゆるやかに く び れる。

5 が新道式、

- 13 -

帯 と 沈線 に よ る文様帯を も つ。 以上の内、

深 鉢 形土器 口 縁部。6. る。
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第11図

10cm ゜
(2) 4 り• 住居址出上 土 器第12図

（第 7 · 13 · 14図、 図版3 · 10)6 号 住 居 址(3) 

4 号 住居址によって切られる。3号住、B -32グ リ ッ ドに位置する。（ 位 置 ）

他の住 居址との屯複と 西 半 分 が 調 脊 区 外 に あるため形状 ・ 規模は 不 明 であ（ 形 状 ・ 規 模 ）

る。

南 東 壁 が わ ずかに検4 号住 の 床 面 よ り 若 干 高 い。 壁 は 北 西、床 面 は 3 り 住、（ 床 面 ・ 壁 ）

出されたのみで、 壁 高は約 20cmを測る。

石囲い埋 甕 炉。 東側の炉石はぬ き と られている。 炉 石は長さ30-40cm、 幅15-30cm （ 炉 ）

ほ ど の扁 平 な 石を配してい る。

ピ ッ ト は4 号住 と の切 り 合いのため確実に 本住居址に伴うものは 明 らか（ そ の 他 の 施 設 ）

に し 難い。

第14図が本住居址炉体土器である。 深 鉢 形土器上半部で 口 縁部を欠くが 全体

- 14 -

（ 出 土 遺 物 ）
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第13図 6 号住居炉

9 , , , , 1,0cm 

第14図 6 号住 居 址 炉体土器

の器形は 内 彎する 口 縁と屈折 底部を有するものと

考え ら れる。 文様構成などか ら 縄文中期 中葉 井 戸

尻式に比定される。 現 在 高 17cm、 最 大 径部44cmを

測る。

(4) 5 号 住 居 址 （第15 - 18図、 図版 4 · 10 )

（ 位 置 ） A - B - 23 - 25グ リ ッ ドに位置する。 7 号住、 9 号住に よ っ て切 ら れる。

（ 形 状 • 規 模 ） 北半分が調査区 外へのび南側が 7 号、 9 号住に よ っ て破 壊されるため確実

な形状お よ び 規 模は 不 明である。 残 存する壁 か ら 推 定すると 直 径 7 . 5 m程の 円 形 乃 至 楕 円 形 プ

ラ ン を呈すると考え ら れる。

（ 床 面 ·. 壁 ） 床 面は、 西側にわ ずかに傾斜するがほ ぽ 乎 坦を示す。 壁 高は、 確認 面 よ り20

- 30cm程である。

-
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第15図 5 号住居址 炉

. 
（ 炉 ） 住居址の中央部 よ りやや西に扁 し

て存在する。 形 態は 埋 甕 炉で、 炉の掘り込 み

は長軸 130 cm.、 短軸 100 cm. の楕 円 形を呈 し、

25cm. の深さを測る。 埋 甕 炉は こ の 掘り込 みの

最 下部に位置 し 、 焼 土 層が これ よ り上 層に堆

積する ことか ら 、 土器は後に炉体土器と し て

の役 割を失 い 、 地床 炉と し て使用されたもの

と 思 われる。

（ そ の 他 の 施 設 ） 本 住居址に伴 う ピ ッ ト

は 1 1個 存在するが、 9 号住居址 内 ヒ°
ッ ト 3 、

8 も 5 号住居に含まれる 可 能 性 がある。 50 -

70cm. の 円 形を呈す る ものが主体を 占 め、 深さ

70 -90cm. を測る。

（ 出 土 遺 物 ） 第17 ·18図が出土土器である。

1. 炉体土器。 隆 帯に よ る抽 象文と 竹 管 背

面の 押 引 き に よ るキ ャ ク ヒ゜ ラ 文をもつ深鉢形士

器胴部で、 外 面 無文部は指 頭 痕が残る。 内 面

は 2 次 焼 成の た め 器 面に ひ びが走り、 弱 い 。

ー . ..

- · < 

- 15 -
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色 調 は 茶 褐 色 で 胎 土 中 に 石 英 粒 を 含 む。 2. 深 鉢 口 縁 部 で 隆 帯 に よ る 区 画 内 を 竹 管 背 面 の 押

引 き 文 で 充填す る 。 把手 部 は 玉 抱 き 三 叉 文 を 施す。 3. 4 単位 の 山 形 突 起 を も つ 深 鉢 で 、 突 起

部 側 面 に 蛇体 装 飾 と 双 孔 を 有 す る 把手 を 配す る 。 文 様帯 は 、 口 縁 部 と 胴 下 半 部 に 集 中 し 、 組 み

:
 

/
]

 

゜
1 4 • , , , , , 10cm 

第 17 図 5 号住 居址 出 土 土 器 (1 )  

- 1 7 -



10cm 

第18 図 5 号住 居址出土土器 (2 ) 

゜

紐状文様や隆帯による弧状文、 渦 巻文な どが特 徴である。 4. 内屈する口縁と 内 彎する 底部を

もつ深 鉢。 口縁部に 2 単位の山形小突 起を有し 、 胴部には ペ ン 先状工具による弧状の押し 引 き

文が施され る。 5. 形状が3 · 4 と類似するが大形である。 隆帯による 曲線文と沈線による 円

文、 三 叉文を施す。 6. 山形突 起をもつ深 鉢で、 口 縁は直立する。 粘 土紐による組み 紐状文を

垂 下する。 7 · 8 は 深 鉢 胴J:部。 頸部で屈 折し 、 上部は 外 反する。 9 · 10 · 12 は屈 折 底をもつ

深 鉢破 片。 9 · 12 は胴部に隆帯による U 字状文をもち、 10 · 12 は縄文を施す。 14. 深 鉢把 手部

で、 猪状の動物が表 現され る。 13. 深 鉢 上 半部。 低 隆帯が垂 下し 縦 区 画を形成する。 区 画内に

は蛇行沈線文と綾 杉状沈線が 施される。 以 上の土器中 1 · 2 は藤内 式、 13は曽利 N 式、 その他

は 井戸尻 式に対 比 され るものであるが、 住 居址の使 用 時期は炉体 土器から藤内式期と判 断され

る。 13は、 9 号住に伴 うものであろ う。

土器以 外では、 石 鏃 6 点 （ 第 111 図 3 - 8 ) 、 多孔 石 l 点（第 119 図 4 ) 、 磨 石 1 点 （第 115

図 13) 、 土製 円盤 9 点（ 第 107 図 2 - 10) 、 打 製 石 斧 5 点 （ 第 108 図 3 - 7 ) が 出 土してい る。

(5) 9 号 住 居 址 （ 第16 · 19 - 21 図、 図 版 4 )

（ 位 置 ） B - 23 - 2 4 グ リ ッ ド に位置し、 5 号住、 7 号住を切る。

（ 形 状 ・ 規 模 ） 南側がわずかに調査 区 外 へのび るが、 長軸 5 m50cm程の楕 円形 プ ラ ソ を星

すると推 定され る。

（ 床 面 · 壁 ） 床面は平坦でよく踏み 堅められている。 壁の残存状 況は 良 好で、 壁 高は 2 0 -

30cmを測 る。 西側一部を除 いて周溝 が 巡 っている。

（ 炉 ） 石 囲い炉が住 居址中央部東側に扁して存在す る。 炉 石は、 長さ60cm、 幅30cm、 厚さ

- 18 -



15cm程 の 礫 を 四 方 に 配す る 。 石 囲 い 炉 よ

り 痰 壁 部 に か け て 人 頭大 の 礫や 多 孔 石 を

内 部 に 長 径40cm、

深 さ 40cm の 円 形 ヒ
°

ッ ト を も つ た め 一 見 複

式 炉状 を 呈 す る が 焼 土 層 は 石 囲 い 炉 部 の

み で検 出 さ れ 、 奥 堅 側 の ピ ッ ト 内 で は 確

認 さ れ な か っ た 。

つ き た て て 石 を 配 し 、

ピ ッ ト は 12 個 存在（そ の 他の 施 設 ）

7 号 住 に 伴そ の 一 部 は 5 号 住 、す る が 、

卜ッ。ヒ

1 · 2 · 4 · 5 · 8 · 1 1 の 6 本 と 判 断 さ

れ る 。 大 半 が 長 径 50cmの 円 形 を 呈 し 深 さ

は 60 - 1 00 cm を 測 る 。

第 20 · 21 図 が 本 住 居 址（ 出 土 遺 物 ）

出 土土 器 で あ る 。

う も の と 考 え ら れ る 。 主 柱 穴 は 、

、, _ 

b' 

a 
-- b' 

I 酌褐色土＋焼土 ( f/i性 し ま り 弱 ）
D 焼土灼
皿 昭·貿褐色土（ プ ロ , ? 状を呈す ）
N 陪褐色土 （ カ ー ポ ソ焼土粒を若干含む ）
V 焦掲色土 （ 粘性 、 し 文 り弱 ）
W 弧＇褐色J:
w 黒色土

b ·-

, ' ' ' ' '  10cm 

Im 

(1 ) 9 号住居址 出 土土器

門

門

« 芯 •' -Vt,f.' '•' :, ・ ・
fi(匂\ ''・；怜

I 
. ,. 寄: ,i; 'な

叫\;阻応＇， 町． や訊：, dぇ•；占\L ·'-1;苓冗，, ,,, 知..... ・ ・・ , , .
＼ヽ＼や庶．． が;.谷沢'· 染，存

’も＇
応底；· .a混?.'.!仔．匂、 '.-''町{．． ． ．．． ． ． ． ． ·ゞ./o:,< .>,._ 'C O-c·''·,·... 

9磁吠贔腔
炉

f知
糾柑gi .
～ヤi

. /iい●入ヽ
3 , ．}

羹．
｀

第20 図9 号住 居 址 炉
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1 .  床 面 直 上と炉内出土の深 鉢 胴部片。 平行する 隆 帯 が 垂 下し縦区画をなし 、内部にヘ ラ 状

工 具に よ る綾 杉状文を施す。 3 · 6 · 8 は、 1 と同様 低 隆 帯に よ る区画内を綾 杉状沈 線 や 粗い

条 線で充 填する 深 鉢破 片である。 4 . 蛇 行 沈 線文を垂 下し縄文を施 す 深 鉢 口 縁部。 5 . 地 文に

条 線を も ち 、 粘土紐に よ る 蛇 行 懸 垂文を施す。 出土土器は、 5 を除 いてすべて 曽 利 N 式に比定

される。

土器 以 外では、 凹石 2 点 （ 第 1 1 6 図 2 1 · 25 ) 、 磨石 3点 （ 第 1 1 6 図 22 - 24) 、 多孔石 3点（ 第

1 1 9 図 5 - 7 ) 、 石鏃 2 点（ 第 1 1 1 図 1 0 · 1 1 ) 、 打製石斧 I 点 （ 第 1 08 図 1 3) が 出 土して い る。

(6) 7 号 住 居 址 （ 第 22 - 25 図 、 図 版 4 · 10)

（ 位 置 ） B - 22 - 23グ リ ッ ド に位置し、 5 号 住 、 8 号 住 、 9 号 住と菫 複する。

（ 形 状 ・ 規 模 ） 他の住 居址との重複 が 激しく、 住 居址南側 が 調査区外にの びる ため全体の

形状 ・ 規 模は不明 である。

（ 床 面 ・ 壁 ） 床は南西方向にや や 低くなる が 、 概ね平 坦を保つ。 壁は東 壁の一部のみ残 存

し、 壁 高は 1 0cm程である。

（ 炉 ） 石 囲 い 炉で、 長さ30 - 50cm、 厚さ1 5cm程の棒状の礫を六 角 形 に 配する。
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8 号 住 居 址 （第26 - 30 図 、 図 版 4 · 1 1 )(7) 

B - 21 - 23 グ リ ッ ド に位置する。 北 西部が 7 号 住 居址と重 複する。（ 位 置 ）

南 側 が 調査区外へ の びる が 、 直 径 約 7 m の 円形 プ ラ ンを呈すると推定 さ れ（ 形 状 ・ 規 模 ）

る。

床 面は 西 側 が や や 低くなる。 壁は重 複部分を除 いては比 較 的 良 好 な 残 存 状 況（ 床 面 ・ 壁 ）

を示し、 壁 高 20 - 30cmを測る。

石囲 い 埋甕炉で、 長 さ 30 - 50 cm 、 厚 さ 15cm程 の 棒状 礫を 六 角 形に 配する。 内 部に 屈（ 炉 ）

折 底を も つ深 鉢を炉体 土器とする。

本住 居址に伴 う ヒ° ッ ト は 7 個 存 在する。 柱穴と判 断 さ れる も の は ヒ° ッ ト（ そ の 他 の 施 設 ）

ヒ° ッ ト 4 では柱を固3 - 6 の 4 本で、 直 径 70cm 前 後 の 円形 プ ラ ンを呈し深 さ 60 - 70cmを測る。

ピ ッ ト 6 では 2 本 の 柱穴が 認め ら れ 、 柱 の 建て替 え が 行定したと考 え ら れる礫 が 検 出 さ れ た。

われ たと推定 さ れる。

また、 住 居址 北 西 よ りに埋甕が 検 出 さ れ た。 埋甕は正位で埋設 さ れて お り 、 土器内には 口 縁
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D
 

I 睛繕色土
（ 饒土、 土塁の上慕羅片が

餡没 した状霞で土讐内郵
に入 り 込む ）＇ 賀襴色土

（ 焼士T含む ）

lm ゜
第28 図 8 号住居 址埋甕

�' 

y , , , , 100cm 

第 29図 8 号住居址 出 土 土 器 ( 1 )  
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゜ 1.0cm 

第30図 8 号住居址出土土器 (2) 

部破片が陥 没 し た 状 態で入り込 んでいた。 この埋 甕は 7 号住炉の東側に位置 し ている た め、 7

号住居址に伴う 可 能 性も否定で き な い 。

（ 出 土 遺 物 ） 第29 · 30図が本住居址伴出土器である。

1 .  炉 体土器。 内 彎 口 縁と屈曲 底部を有する深 鉢形土器。 1 1 縁部に隆 帯による n 字 文を重 弧

状に付 加 し、 胴部中段に平行する隆 帯が 5 単位垂下 し 胴下部で連 結する。 さらに胴下部では 同

様の隆 帯が平行あるいは蛇行 しながら垂下する。 口 径約 23cm、 最 大 径45cm、 現 存 邸30cmを測る。

色 調は 明 褐 色 、 胎土中に長石 粒、 雲 母を含 む。 2 · 3. 内 彎する 口 縁部をも つ深 鉢 口 縁部。 隆

帯と 沈線による大 柄の文様が施され、 玉 抱 き 三 叉文や三 叉文が特 徴的である。 2は 山 形の小 突

起をも ち、 色 調は暗 褐 色を基する。 3は塔状の把 手がつくが、 破 損 し て い る。 4. 小 型の 鉢 形

土器。 口 縁部が外 反 し 、 頸部に 2 本の平行 沈線、 胴部に R L 縄文を施す。 口 径 1 2cm、 器高 7 cm 

を測る。 5. · 6 は深 鉢 把 手 破片である。 5 は貫 通 孔を 1 つも ち 外 面はヘ ラ 状 工具による刻 み 目

が施される。 6 は 内 部が中空となる把 手で、 内側にみ み づく状の双 孔、 外側に 1 孔を有する。

7 . 埋 甕 。 口 縁部が 内 彎 し 、 胴部が樽状にわず かに膨らみをも つ。 口 縁 直下の側面に把手が認

められ る。 胴部には有刻の隆 帯によって大 き な弧状区画や楕 円 形区画がなされ、 内 部を渦巻文、

三 叉状 沈線や綾 杉 状の刻 みをもつ隆帯で充填する。 色調は茶褐 色で、 外 面に 2 次 焼 成が認めら

れる。 1 1 . 深 鉢 胴上部。 低 隆 帯と 平行 沈線による文様を有する。 これ ら の土器の 内、 5 は 藤 内

式に、 その他は井 戸 尻式土器に比定される。

土器以 外に、 土製 円 盤3点（第1 07 図 1 2- 14) 凹 石3点（第1 1 5 - 1 1 6 図 1 8- 20) が出土 し

て い る。
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(8) 1 0号 住 居 址 （第3 1 - 34図）
（ 位 置 ） B - 19 -20 グ リ ッ

ド に位 置し 、 13 号住 、 15 号住と
重複する。

（ 形 状 · 規 模 ） 確認面で既
に 炉址のみ が残 存している状 況
で 検 出されたため、 形状 ・ 規模
については 不 明 である。

（ 床 面 ・ 壁 ） 13 号住 覆土中
に掘り 込 ま れているが、 床面、
壁 、 ピ ッ ト 等の確認は 困 難であ
っ た 。

（ 炉 ） 石 囲 い埋甕 炉。 炉石
は 南 側と西側のものが残存し 、
長 さ40cm. 、 幅 30cm. 、 厚さ 15cm.程
の 扁 乎な石を炉 石としている。
炉 体土器は 深 鉢 口縁部のみ を使
用 している。

（ 出 土 遺 物 ） 炉址のやや上層
よ り 、 炉体土器と ほ ぽ 同 時期の土
器が出土 している。

1. 炉 体 土器。 キ ャ リ バ ー形に
内彎する口縁をもつ深 鉢で 、 口縁
部は無文、 頸部は平行する 隆帯が
5 本巡 る。 口径46cm. 、 現存 高20cm.

を測る。 色 調は 茶褐 色 、 胎 土に長
石粒を多く含む。 2 . やや内屈す
る深 鉢 口縁部。 口縁部は無文、 頸
部は 粘土紐による平行文と蛇行文
が巡る。 色 調は 黒 褐 色 。 3 . 胴 下
半部に半 戟 竹 管による条線が施さ
れ る深 鉢 底部。 色 調は茶褐 色 、 胎
土中に長石粒を多く含む。 4. 深
鉢 胴部 、 上部に 隆帯と キ ャ ク ピ ラ
文、 下部に平行沈線文を施す。 5.

深 鉢 胴 部 。 円 筒形を呈し 、 半 戟 竹
管による平行沈 線を縦横 交 互に施
す。 6 - 9 は 同 様に隆帯による懸
垂文と地文の条線を特徴とする。
こ れらの土器の内、 4 は藤内式 、
その他は曽利 I 式の特 徴を有する。

土器以外に土製 円盤 3 点（ 第 107

図 15 - 17)、 石鏃 2 点（ 第 1 1 1 図 12
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（ 炉 ） 住 居址 中央 部よりや

や北側に 扁 して 存 在 する石 囲 い

炉であ る。 炉石は 北 • 西の 2 辺

のみが残 存 し 、 他の 2 辺 は 既に

ぬき とられて いる。 炉石の大き

さは 長 さ約60cm 、 幅 約50cm 、 原

さ 10 -20cm程の扁 平石を横につ

き 立てる状態で使 用 し 、 コ ー ナ

一 部分の間 隙を 人 頭 大の礫で充

填する。 炉構築時の掘り方 は 1

辺 100 cm程の隅 丸 方 形を星 し 、

深さ45虚を測る。 基 底 部 は ほぽ

平 坦 であ る。

（ そ の 他 の 施 設 ） ヒ° ッ ト は

1 1 個 存 在するが柱 穴 は 壁 際 を め

A
I

 

A

ー
_

’ 

、, 349.628 

-

q
 

-·
Q
 

ヽ
a
 

I 陪褐色士 （ 粘性あ り ）＂ 焼土
圃 貨褐色土

N 暗褐色土

l m 

ぐる ビ ッ ト 1 · 2 · 6 · 7 · 10

1 1と判 断 される。 柱 穴 は 直 径70 -90cm 、 深さ80cm程の 円 形 ヒ° ッ ト であ る。 ヒ° ッ ト 8は これより

やや規 模が大き いが、 掘り込み は 浅い。

（ 出 土 遺 物 ） 出土状態 は 第35 図 上 部の図 面によるが、 大 半 は 床 面よりやや浮い た 位 置 で出

土 している。 出士土器 は 、 第37 · 38図であ る。

I .  深鉢形土器。 胴 部がやや膨らみ 、 頸 部で屈 折 して 口 縁 部が外 反する。 口 縁 部 に貫 通 孔を

もつ 山 形 突 起 を4 単 位 、 そ の間 に小 突 起を4 単 位 付 加する。 文 様 帯 は 口 縁 部 および 胴 部に施 さ

れる。 口 縁 部 文様 は 隆 帯による楕 円区画を巡らし 、 内 部を太い 沈線で埋 める。 突 起 端 部には 沈

線による 渦 巻 文が施 文 される。 胴 部には 低 隆 帯によるわらび 手状文様と地文に条 線 を有する。

ロ 径27cm 、 底 径 8cm 、 器 高 36cmを測る。 色調 は 暗褐色、 胎土中に細かい 長石粒を多く含む。 2 .

深鉢 形土器。 胴 部が樽状にやや膨ら む。 胴 上 部を隆 帯による渦 巻 文 、 平 行 沈 線など で施 文 し 、

胴下部 は R L 縄文をこ ろがす。 胴 部 最 大 径26cm 、 底 径 15cm 、 現 存 高 33cmを 測る。 3 . 深鉢形土

器。 口 縁 部に山 形 小 突 起をもち 、 底 部から 口 縁 部 へ 直 線 的に外 反する。 胴 部 には ク 、ン状エ 共に

よって 条 線が縦 方 向に施 される。 �1 径 約24cm 、 現 存 高20cmを測る。 器 面 は 粗く 、 胎 士中に長石

粒 を 含む。 色 調 は 茶褐色。 4. 深鉢形土器。 頸 部がゆるやかにくび れる。 器 外 面 に蛇 行 沈 線 文

が垂下し 、 地文に ク シ状工 具による条線 を斜走する。 口 径 16cm 、 現 存 高 12. 5 cmを測る。 色調は

淡褐色。 胎 土中に石英 、 長石粒を含む。 5. 深鉢 形 士 器。 形状は 3 と類 似するが平 縁であ る。

ロ 縁 部より沈 線 を垂下させ 、 地文に粗い 条線を斜走する。 11 径 18cm 、 底 径 7 cm 、 器 高 19cmを 測

る。 色調は 淡褐色。 6. 深鉢胴 上 部。 外反 口 縁を有 し 、 頸 部下が 内 円 する。 口 縁 部 は 無 文で、

胴 上 部に粘土紐貼 付による渦 巻 文 、 ジ グ ザ グ 文 が 施 文される。 地文には 半 戟 竹 管による 沈 線が

縦 走する。 �l 径 13cm 、 現 存 高 13cm を 測る。 色調 は 茶褐色を晶 し 、 外 面に煤状炭化物が付 着する。

第36図 1 1 号 住 居 址 炉
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7, 深 鉢形 土 器 。 頸 部 が ゆ る や か に く び れ る 。 胴 部 を 低 隆 帯 に よ る わ ら び 手 状 の 区 画 を し 、 内

部 を 半 戟 竹管 に よ っ て 条 線 を 施 す 。 口 径 約 26 cm 、 現 存 高 23 cm を 測 る 。 色 調 は 暗褐 色 で 、 胎 土

中 に 細 か い 雲 母 、 長 石 粒 を 含 む が 精 選 さ れ て い る 。 8 深 鉢 形 土 器 。 口 縁 部 に 三角 形 小 突 起

を 有す る 。 低 隆 帯 に よ っ て 口 縁 部 に 楕 円 文 、 渦 巻 文 を 施 し 、 胴 部 へ も 隆 帯 を 垂 下す る 。 外 面

は ヘ ラ ケ ズ リ 痕 を 残 す。 色 調 は 茶 褐 色 で 、 胎 土 中 に 金 雲 母 を 含む。 9 頸 部 が 屈 折 す る 深 鉢 形

土器。 頸 部 に 粘 土紐 貼 付 に よ る 格子 目 文 を 施 す 。 色 調 は 茶 褐 色 。 胴 部 最 大 径22cm、 現 存 高 20cm

10 

第 37 図 1 1 号 住 居 址 出 土 土 器 (1)  
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ロロ 縁 部に 2 条の沈線が巡るが、 胴 部は粗く ヘ ラ ケ ズ リ 痕を残す。浅 鉢形土器。を測る。 IO.

深 鉢 胴上 部 破片。 隆 帯 による渦 巻文

＜ ぴ れ 部に指 頭 痕をも つ隆帯を横走し、

径 30cm 、 底 径 7 cm、 器高 13cmである。 色調は暗 褐 色 。 11.

深 鉢形土器。 形状は 7 に 類 似する。を特徴とする。 12.

その上 下 に 同 様の 隆 帯を縦 走する。 地文は ク シ 状 工 具による条線が施される。 色 調は淡褐 色 。

半 載 竹管による斜行 沈線をも つ深 鉢 口 縁部。 14 - 18は、 太い沈線と 低 隆 帯による渦 巻文、

これら の 土器は 曽 利 III -

13. 

S 字文などを特徴とする。 14 - 16、 18が深 鉢、 17 が 浅 鉢破片である。

IV 式の特徴を示す。

土器以 外では、 土製 円 盤 7 点（第107 図 18 - 24) 、 石 鏃 l 点（第1 1 1 図 14) 、 打 製 石 斧 3点（第

108 図 14 - 16) 、 石錘 1 点（第112 図）、 凹石 ・ 磨石 4 点（第117 図29 - 32) が出土している。
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（ 第39 - 41図、 図版 5 )
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1 2 号 住 居 址(1 0) 

乙B 348. 706 

2 m ゜
12 号 住 居 址第39図

B - 24 - 26 グ リ ッ ドに位置する。（ 位 置 ）

すでに壁 が 削平されており詳 細は 不 明（ 形 状 ・ 規 模 ）

である。

（ 床 面 ・ 壁 ）

，
 a．
ー

ニ
、

ほ ぽ 平 坦であ床 面の残 存状 況は悪いが、- tt b -

る。

石囲い炉。 炉 石は西 • 南部の 2 辺のみ が残 存 し

長さ30 - 40cmほどの扁乎な石を使用してい る。 炉の掘り込

み は 長軸70cm、 短 軸 55cm程の楕 円 形で、 深 さは25cmを測る。

（ 炉 ）b . — ー ・ b'
3位 700

: !=:� 饒土粒を:%□□〗

―

I m  
本住居 址 に 伴うと考えられる ヒ°

ッ ト

は 7 個 存在する。 柱 穴は ピ ッ ト 1 - 3 · 7 が推 定され、 直

- 31 -

（ そ の 他 の 施 設 ）

12 号 住 炉第40図



三�〗l�Ffffi〗�f�長({�J�:�!�it ))
第41図 1 2 号 住 居 址出土 土 器

径 50 - 60cm、 深 さ70cm程であ る。 ピ ッ ト 4 は 70 X 60cmの楕 円 形を呈 し 、 深 さ40cmを 測る。

（ 出 土 遺 物 ） 第41 図が出土 土器であ る。

1 .  深 鉢 口 縁 部 破 片。 口 縁 下 に 楕 円状の区 画 を も ち 、 平 行 沈 線で充 填 する。 2 · 3 は 、 隆 帯

に よ る 区 画 内 を沈 線 で充 填する深 鉢 胴 部 破 片である。 4. 内 彎 する 口 縁を も つ 深 鉢 破 片。 外 面

に R L 縄文を施す。 1 - 3 は 藤 内 式 土 器 、 4 は 井 戸 尻 式 土 器 に 比定され よ う 。

土 器 以 外では 、 磨 石 l 点 （第 1 1 8図 35 ) 、 打 製 石 斧 2 点 （第 1 08図 1 9 · 20) が出土 し て いる。

(1 1 )  1 3 号 住 居 址 （ 第42 -45図 、 図 版 5 · 1 2 )

（ 位 置 ） B - 1 9 - 20 グ リ ッ ド に 位 置 し 、 10 号 住 、 1 5 号 住 、 1 6 号 住 、 3 号 溝と重 複 する。

（ 形 状 ・ 規 模 ） 南 半分が調査区 外へのびるが、 直 径 B m 程の 円 形の プ ラ ン を呈 すると考 え

られる。

（ 床 面 · 壁 ） 床 面 は 東 側が若 干 低く なるが、 ほぼ 平 坦であ る。 壁 は 東 側 一 部を 欠くが、 壁

高 は 10cm程であ る。

（ 炉 ） 埋 甕 炉。 炉の掘 り 込み は 直 径 50cmの 円 形を呈 し 、 深 さ 15cmを 測る。

（ そ の 他 の 施 設 ） 本住 居 址 に 伴 う ヒ°
ッ ト は 13本存 在 する。 柱 穴 は 直 径 50cm程の 円 形の掘 り

込 み で深 さ50cmを 測る。 柱 穴 の重 複 例 も 存 在し 、 2 - 3 回 の建 て 替 え も 考 え られ よ う 。

（ 出 土 遺 物 ） 第44 · 45図が本住 居 址出土の土器である。

1 .  炉体土 器。 深 鉢 形土器 胴上部。 隆 帯 に よる三 角 形 区 画 、 平 行 四 辺 形 の 区 画を施 し 、 隆 帯

に沿 っ て 連 続 爪 形 文を施文する。 更 に そ の内 部 に は 沈 線 に よ る ジ グ ザ グ 文や玉 抱き 三 叉文が付

加 される。 色調は暗褐色で、 胎 土中に金 雲 母 を含む。 2. 深 鉢 口 縁 部。 内 彎 する 口 縁で、 頸 部

に有 刻 の低 隆 帯を巡らす。 色調は暗褐色。 3. 深 鉢 胴 部。 指 頭圧 痕を有する 隆 帯を 2 条垂 下す

る。 地文 に R L 縄文をこ ろがす。 色調は 明褐色を呈す。 4. 深 鉢 胴 部。 地文 に 条 線 を施 し 、 隆

帯 に よ るわらび 手状文様を付加する。 色調は暗褐色。 5. やや 内 彎 する深 鉢 胴 部。 平 行 沈 線 、

蛇 行 沈 線が垂下 し 地文に縄文を施こす。 6. 頸 部に向 っ て ゆるやかにくび れる深 鉢 口 縁 部。 沈

線 に よ る楕 円 形 縦 区 画 文を施 し 、 内 外を R L 縄文で埋 める。 色調は 黒褐色。 胎 土 に 細かい 長 石

粒を含 む。 7. 深 鉢 胴 部。 低 隆 帯 に よ っ て 縦方向の区 画 言 し 、 内 部を蛇 行 沈 線と綾 杉状沈 線で

充 填する。 色調は 淡褐色。 これ らの土 器の内、 1 は 新 道 式 、 2. 井 戸 尻 、 3 - 7 1ま曽利 式に比

定されるが、 住 居 址の使 用 時期 は 新 道 式 期 に 限定でき よ う 。

土 器 以 外では 磨 製 石斧 1 点 （第 1 10図 1 ) 、 石匙 1 点 （第 1 13図 1 ) が出土 し て いる。
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第 42 図 13 号 ・ 15 号 住 居 址
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! ill暗褐色七 （ 粘性 し ま り な し ）
I 娩土＋ 踏褐色土 I 
旧 睛褐色士 （ 熱笈 し て プ ロ ッ ク N U 

状を ＇＆す ）
N 笥褐色 I. ゜三lm 
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ー
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第 43 図 第 44 図
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第 45図 13号住居址 出土土器

(1 2) 1 5 号 住 居 址 （第 42 · 46図 、 図 版 5 )

（ 位 置 ） B -18 -19 グ リ ッ ド に位置し、 13号住居址と重複する。

（ 形 状 ・ 規 模 ） 南半分が 調在区外にのびる が 、 直 径 4 m 程の円形 乃 至 楕円形 ブ ラ ンを呈す

ると推定される。

（ 床 面 ・ 壁 ） 床 面はほ ぽ 乎 坦で、 堅 緻である。 壁 高は13号住床 面 よ り 5 m 程 低 い。

（ 炉 ） 炉の施 設は調査区外へのぴると考 え ら れる が 確 認されなか っ た。

（ そ の 他 の 施 設 ） ヒ°
ッ ト は 5 本確 認され ヒ°

ッ ト14 -16は直 径 30 - 40cmの円形 、 ピ ッ ト13·

17は長軸 1 m 程の楕円形を呈し、 深さ約50cm.を測る。 床 面 匝 上には焼土が 堆 積 し 、 火 災住居の

可 能 性 が ある。

（ 出 土 遺 物 ） 1 .  深 鉢 口 縁部。 隆 帯に よ る弧状区画と菱 形区画文が見 ら れ 、 そ の内部に連

続 爪 形文が 施される。 2 · 3 · 5 · 6 は隆 帯に よ る区画と竹 管 背 面の連続 押 引 文を特 徴とする

深 鉢破 片である。 1 · 2 · 5 · 6 が 新道 式 、 3 · 4 が藤内式に比 定され よ う 。

- 34 -



第46図 15 号 住 居址 出 土 土 器

(1 3) 1 4 号 住 居 址 （ 第47 · 48図 ）
ヽ

A 
348 306 14 仔

1 4 住

2 m  

第47図 14 号 住 居 址 · 31 号 土拡

゜ 10cm 

__ ,: 

（ 位 置 ） B - 29 -

30 グリ ッ ド に位 置 し 、

西 側が31 号 土拡 によ っ

て 切られる。

（ 形 状 ・ 規 模 ） 大

半が調査区 外に あ るた

め 詳細 は不明である。

（ 床 面 ・ 壁 ） 床 面

は 西 側にやや下がるが

ほ ぽ 平 坦であ る。 壁 高 は確認 面より10cm程を測る。

（ 炉 ） 検 出 され な か っ た。

（ そ の 他 の 施 設 ） 確 詔 された ヒ° ッ ト は1 つ で直 径 50cmの 円 形を基 し 、 深さ10cmを測る。

（ 出 土 遺 物 ） 第48図が覆土中 出 土 土器である。

I .  深鉢 口 縁 部。 口 縁 部に低い 山 形 突 起を有 し 、 そ の外 面に橋状把 手 をも ち 、 胴 部には連 鎖

状 隆 帯が垂下する。 色調は暗褐色。 2. ロ 縁下に連 鎖状 隆 帯が巡る 浅 鉢 口 縁 部。 3. 地文に縄

文を施 し 、 菱 形に無文部を残す 深鉢 口 縁 部。 4. 隆 帯による楕 円 区 画 内 を 連 続 爪 形文で埋 める。

4 は藤 内 式 、 1 --"' 3 は井 戸 尻 式に対比されよ う 。

第48図 14 号 住 居 址 出 土 土 器
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(1 4) 1 6 号 住 居 址 （ 第49 - 5 1 図 、 図 版 5 )

＼
 

y .l
 ,

d
 

ー•
V

" 349 206 -· B' 

pi t  I 
p; , 1 

2.m 

第49 図 1 6 号 住 居 址

（ 位 置 ） B - 20 - 21 グ リ ッ ド に位骰し、 1 3 号 住 居址と重複する。

（ 形 状 ・ 規 模 ） ほとん ど が 調査区外に あるため詳 細は不明で ある。

（ 床 面 ・ 壁 ） 床 面は西側にむ けてや や 下 がる が ほ ぽ 平 坦 で ある。 壁高は20cmを測る。

（ 炉 ） 北 壁 か ら 1 30 cm程 南 側 に位置する石 囲 い炉で ある。 南 側を除く 3 辺の炉石 が 残 存し、

コ の字 状を星する。 炉石は長さ50 - 70のや や 扁 平な炉を横につきたてて使 用 し て いる。 炉の掘

り込みは、 直 径 約 90cmの円形を呈し深さ45cmを測る。 覆土中層に焼土の堆積 が 認め ら れ る 。

（ そ の 他 の 施 設 ） 7 本の ヒ°
ッ ト が 壁 際を巡る。 ヒ°

ッ ト 2 はや や 大 形 で 1 00 X 70cmの楕円形

ピ ッ ト で ある。 他は直 径 40 - 50cmほ どの 円 形を呈し、 深さ60 - 70cmを測る。

（ 出 土 遺 物 ） 第5 1 図 が 本住居址 出土土器 で ある。

頸部が ゆ る や か にく び れ 、 口 縁部が 外 反する 深 鉢 形土器胴 上部。 口 縁 下に 1 条の沈 線 がめ ぐ

I
笞

り、 胴部縦区画内を綾 杉 状 沈 線と蛇 行 沈 線

器 ー＿― - 文が 垂下する。 色 調は暗 褐 色 で 、 胎土中に

長石、 石英を含 む。 曽 利 N 式 に 比定され よ

B' う 。

A
 B' 

Z
 

16 り·ffり ＇

B 349 206 

9 , , , , lf>cm 

I 暗褐色士 （ 焼I.I, (-を若千含む ）

り 焼土
皿 暗黄褐色 U I屈 し ま り 若干あ り ）

N 暗褐色士

第50 図 1 6 号 住 居 址 炉 第5 1 図 1 6 号住 出土土器
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2. 土 砿 と 出 土 遺 物

( 1 ) 1 8 号 土 砿 （ 第52 · 7 2 図、 図 版 7 · 12 )

（ 位 置 ） B - 2 7 グリ ッ ド に位 四 し 、 19 号 土拡 を 切る。

（ 形 状 ・ 規 模 ） 長 軸 1 60 C1Tl X 短 軸 1 30 cm程 の 楕 円 形プラ ソ を 品し 、 壁 商 は 50cm を 測る。 土

拡 東 側から深鉢 完 形 土 器が逆 位で出土し て いる。 底 は ほぽ 平 坦であるが、 わ ず かに 中 央が 高く

る 個 所もある。

（ 出 土 遺 物 ） 第7 2 図 3 が出土 土 器である。 口 縁 部が 内 彎し 、 胴 部が 円 筒 形 の 深鉢 形 土 器で

ある。 口 縁 部に 1 ヶ 所 貫 通 孔 を もつ 山 形 把 手 を 有する。 口 縁 部 無 文 帯で頸 部 に は 楕 円 形 区 画 文、

胴 部には 隆 帯による わ らび 手状文や楕 円 形 区 画 文が縦 方 向に施 される。 区 画 内 部には 竹 管 背 面

／
 `

v
.
I

 

―
◇
 / :

 

＇
 

.148 406 
A ·- — . A' 

I JM !!.\褐色I·.
（ カ ー ポ ン を 多 1,1:1こ 含む ）

D 1M '!.\褐色:I: + 黄褐色 I

゜ lm 

第 52 図 18 号 ・ 19 号 土 拡
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に よる連 続 爪 形文や 刺 突 文 、 沈 線 による三 叉 文や渦 巻文 が 充 填 される。 器 高 は 55cm 、 口 径 29cm 、
底 径 17cmを測る。 色調は 賠褐色 で、 胎 土 中 に 雲 母 、 長 石粒を含む。

(2) 1 9 号 土 拡 （ 第52 ·72 図 、 図 版 12)

（ 位 置 ） B - 27 グ リ ッ ド に 位 置 し 、 18 号 土 拡と重 複する。
（ 形 状 ・ 規 模 ） 長 軸 180 cm 、 短 軸 100 cm程の長 円 形を呈する。 壁 高 は 18 号 土拡より低く 、

30cm程で あ る。 北 側 覆 土上府から土器と30 -40cmの礫 が検出され た。
（ 出 土 遺 物 ） 第72 図 4 · 5 が出土 土器である。 4 は 円 筒 形の深鉢 形 土 器 で 口 緑 部から 3 段

A · 一

A · 一

A · — 

l 黒褐色I:
Il 黄褐色土 （ 粘性が強 く しま りある ）＂ 暗褐色七

\ ) 
＼呈

—. !( 

゜ 1 m 

祁 53 図 23 号 士 拡
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の 文 様 帯 を も つ 。 上 ・ 中 胴 部 は 隆 帯 に よ る 区 画 文 が 形 成 さ れ 、 内 部 に 沈 線 に よ る 渦 巻 文 、 三 叉

文 を 施 す 。 胴 下 部 で は 隆 帯 と キ ャ ク ヒ
゜

ラ 文 に よ る 所 謂 抽 象 文 が 施 文 さ れ る 。 器 高 は 56 cm、 口 径

37cm、 底 径 19cm を 測 る 。 5 は 内 彎 口 縁 を 有 す る 深 鉢 形 土 器 で 口 縁 部 に 山 形 の 小 突 起 を 有 し 、 そ

の 外 面 に 橋 状 の 把 手 を 付 加 す る 。 隆 帯 に よ っ て 三 角 形 や 弧状 の 区 画 を し 、 内 部 に 連 続 押 引 き 文

や 三 叉 状 沈 線 を 施 す 。 色 調 は 茶 褐 色 。 胎 土 に 石 英 、 長 石 粒 を 含 む 。

(3) 2 3 号 土 砿 （ 第 53 · 72 図 、 図 版 1 2 )

（ 位 置 ） B - 47 グ リ ッ ド に 位 置 す る 。

（ 形 状 ・ 規 模 ） 南 側 が 調 査 区 外 に あ る た め 全 体 の 形状 は 不 明 で あ る が 、 短 軸 1 80 cm程 の 西

洋 ナ ツ 形 を 呈 す る 。 内 部 に 3 ヶ 所 の 浅 い ヒ
°

ッ ト を 有 し 、 土拡 中 央 部 や や 南 側 に 正 位 の 埋 甕 が 埋

設 さ れ て い た 。 セ ク シ ョ ン か ら こ の 埋 甕 は 23 号 土 拡 埋 没 後 に 設 置 さ れ た と 判 断 さ れ る 。

（ 出 土 遺 物 ） 23 号 土拡 に 伴 う 出 土 土 器 は 存 在 し な い が 、 下 限 を 知 る 手 掛 り と な る 埋 甕 に つ

い て 記 述 す る 。 埋 設 土 器 は 第 72 図 7 で 、 頸 部 が ゆ る や か に く ぴ れ 、 口 縁 部 に 向 か っ て 大 き く 外

反 す る 。 沈 線 に よ る 縦 長 の 楕 円 形 区 画 内 を 「 ハ 」 の 字 状 沈 線 で 充 填 し て い る 。 口 縁 部 分 を 欠 く

が 、 現 存 高 42cm、 底 径 1 1 cm を 測 る 。 そ の 特 徴 か ら 曽 利 V 式 に 対 比 さ れ る が 、 本 土 拡 は こ れ よ り

古 い 時 期 に 掘 り 込 ま れ た も の と 判 断 さ れ る 。

(4) 3 5 号 土 砿 （ 第54 · 55 • 73 図 ・ 図 版 7 · 1 3 · 1 9 )

（ 位 置 ） A - B - 20 グ リ ッ ド に 位 置 し 、 1 3 号 住 居 北 壁 と 接 す る 。

（ 形 状 ・ 規 模 ） 直 径 1 20 cm程 の ほ ぽ 円 形 を 呈 し 、 壁 は 10cm程 の 麻 壁 で あ る 。 底 部 直 上 か ら

2 個 体 の 完 形 土器 が 横 に 倒れ た 状 態 で 出 土 し て い る 。

（ 出 土 遺 物 ） 本 土 拡 か ら 出 土 し た 土 器 は 第 73 図 8 · 9 で 図 示 し た 土 器 と 覆 土 中 層 か ら 出 土

し た 小 型 磨 製 石 斧 （第 1 1 0 図 2) と 打 製 石 斧 l 点 （第 109 図 22 ) が あ る 。

第 7 3 図 8 は 土 拡 東 側 か ら 出 土 し た 深 鉢 形 土 器 で 、 口 縁 部 に 4 単 位 の み み づ く 状 把 手 、 耳 状 把

手 を も ち 把 手 間 に も 小 突 起 を 有す る 。 口 縁 部 に 隆 帯 に よ る 三 角 形 区 画 文 、 胴 部 に 4 段 に わ た っ

て 楕 円 形 区 画 文 が め ぐ り 、 区 画 内 を 平 行 沈 線 文 で 埋 め て い る 。 器 高 50cm 、 口 径 44cm、 底 径 1 5 cm

を 測 る 。 色 調 暗 褐 色 、 胎 土 中 に 長 石 粒 を 含 む 。 9 は 円 筒 形 の 深 鉢形 土器 で 、 口 縁 部 に 貫通 孔 を

2.m 

第 54 図 35 号 - 38 号 土拡

有 す る 山 形 突 起 を も つ 。 胴 部 に は 連 続 爪 形 文

を 刻 ん だ 隆 帯 を Y 字 状 に 配 し 、 胴 下 半 を 縄 文

で 施 文 す る 。 器 高 5 1 cm 、 口 径 30cm、 底 径 1 5 cm

を 測 り 、 色 調 は 茶 褐 色 を 呈 す る 。

こ れ ら の 土 器 は 、 縄 文 時 代 中 期 中 葉 の 藤 内

式 に 対 比 さ れ る 。
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(5) 3 6号 土 砿 （ 第 54 · 56 図、 図 版 8 · 13)

（ 位 置 ） 35 号 土拡の東側に位置し 、 13号住 居址の北壁を切 る。

（ 形 状 ・ 規 模 ） 長 軸 130 cm、 短 軸 110 cm程の不整形を品し 、 北側 及 び 西側に テ ラ ス を有す

る。 底部は ほ ぽ 乎 坦で壁高50cmを測る。

（ 出 土 遺 物 ） 第73図10 · 11、 第75 図 2 5が本土拡出土土器である。

10はやや内彎する深 鉢 口 縁部で、 口 縁に山形突 起を有する。 文様は連鎖状 隆帯による対弧状

文が特 徴的である。 色 調は 暗 褐 色、 胎 土は 長 石、 石 英 粒を含む。 11は樽状 に やや膨ら ん だ胴部

をもつ深 鉢形土器で、 口 縁部を欠 損する。 胴部には 「 ハ 」 の字 文を刻 ん だ 隆帯によって 円 形や

三 角形 区 画 がなされ 、 内部を渦 巻文、 平行沈線文などで埋めている。 現存高約 50cm、 胴部最大

径 40cm、 底 径 2 0cmを測り、 色調は 茶褐 色を呈する。 いずれ も、 縄文時代中期中葉の井 戸 尻 式に

比 定され よう。

(6) 3 7 号 土 砿 （ 第 54 · 56 · 73図、 図 版 8 · 13)

（ 位 置 ） 36 号 土拡の東側に位置する。

（ 形 状 • 規 模 ） 直 径70cm前後の円形 プ ラ ン を星する。 壁高は 約 50cmを測る。

（ 出 土 遺 物 ） 第73図12 に示した土器が覆 土中より出土し ている。

12 は、 内 彎する 口 縁とやや膨らみ をもつ胴部をもつ深 鉢形士器である。 口 縁部に半 円形の突

起を 5 つも ち、 隆帯が 口 縁部から頸部く び れ 部まで垂 下する。 胴J:部 に は連鎖状隆 帯が巡り、

(7) 3 9 号 土 拡 （ 第57

· 74 図、 図 版 8 · 13)

（ 位 置 ） B - 18 · 

19 グ リ ッ ド の境界 に位

置し 、 13号 住 居址 壁を

切 っ て存在する。
（ 形 状 • 規 模 ） ロ

径70cm前後の不整 円 形

をする。 探さは80cmで

壁はほ ぽ 垂 直に立 ち 上
lm る。 底部は平坦で、 そ

の直 上より完形土器が

:,: :,:, 
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胴部には有 刻の隆帯に

よる文様が施 文され る。

現存 裔42 cm、 口 径33cm

を測る。 色 調は 茶 褐 色、

胎 土中 に 長 石を含む。



横 倒 しの状 態で 出 土 し ている。

（ 出 土 遺 物 ） 第74図13が本土拡出土土器である。 やや外反 し た 口 縁を有する深 鉢形土器で、

ロ 縁 部は 隆 帯によるわ ずかな装 飾を除いて無文である。 頸 部は粘土紐貼 付による乎行 隆 帯の間

に蛇行する隆 帯を施す。 胴 部 にはわ らび 手 状 懸 垂 文を3 単位で付 加 し 、 地文にヘ ラ 状 工 具に

よる条線をも つ。 器商は32cm、 口 径 25cm、 底 径 1 0cmを測る。 色調は淡褐 色で器面が風化 し 、 内

面 胴下部に煤状 炭 化物が付 着する。 胎 土中に長 石、 石 英 粒を多く含む。 この土器は、 曽 利 I 式

に比定 さ れよう。

(8) 40号 土 砿 （第58 • 74図、• 図版 8 · 13)

（ 位 置 ） B - 18 グ リ ッ ドに位骰 し、 3 号 溝に上部を切 られる。

（ 形 状 ・ 規 模 ） 長軸 100 cm、 短軸60cm.の楕 円 形を呈する。 底 部は ほ ぽ 乎 坦で、 西側に 1 段

テ ラ ス を有する。 壁は西側をの ぞいては直 壁で、 壁 高 70cm.を測る。 底 部 直上よ り 土器が横 倒 し

の状 態で出土 し ている。

（ 出 土 遺 物 ） 第74図14が 本土拡出土土器である。 口 縁 部が内屈 し、 頸 部がくび れ、 胴 部が

樽状に膨らむ 深 鉢形土器である。 口 縁 部は無文帯で頸 部には平行する隆 帯と 蛇行 隆 帯が巡る。

胴 部には粘土紐貼 付による懸 垂文が 4 単位で施され、 地文に半 載 竹 管による条線が縦 走する。

外 面の文様には煤状 炭 化物を付 着するが、 色調は暗褐 色である。
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"' OJ (9) 44号 土 砿 （ 第59図）
I 

（ 位 置 ） B - 13 グ リ ッ

ドに位置する。

（ 形 状 ・ 規 模 ） 直 径90

cmの 円 形 プ ラ ン で墜 高は20

A I I V If I ざ ＼ - \ 
mと 浅 い 。 底部は ほ ぽ 平 坦

で、 断面 形は皿状を星する。

覆土 上 層より土器 口 縁部が

出土している。

（ 出 土 土 器 ） 第74図 15

I I が出土土器である。 内 轡す
エ

A 35 1  508 A る 口 縁部をも ち 、 粘 士 紐 貼

付による重 弧 文、 円 文、 連

l 昭褐色土 （ 粘性ややあ り 、 赤色 鎖 状文などの文様を施す。
粒子若干含む ）

井 戸 尻式に比 定されよう。
l m  

第59 図 44 号 土 拡
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(1 0) 58号 土 i広 （第 60· 76 図 ）

（ 位 置 ） B - 16 グ リ ッ ド に位置する。

（ 形 状 ・ 規 模 ） 直 径 1 1 0 cm程のほ ぼ 円 形を呈する。 壁は直 壁で、 深さ40cmを測る。

（ 出 土 遺 物 ） 第 76 図 30、 31 が 出土土器である。 30は隆 帯 に よ る区画 文を 施 し 、内部を 乎 行

沈 線 文で充 填する。 31は抽 象 文を特 徴とする深 鉢 破 片 である。 共 に 藤内式 に 比 定され よ う 。

(1 1 )  8 2 号 土 砿 （第61 図 ）

・（ 位 置 ） B - 9 グ リ ッ ド に位骰し、 83サ土拡の 西 に 存 在する。

（ 形 状 · 遺 物 ） 値 径 30cm程の Iリ 形を呈し璧 高は10cmを測る。 底部はほ 間 平 坦である。 覆 士

上 層 よ り深 鉢 口 縁 部が 出土して いる。

（ 出 土 遺 物 ） 内 屈 する い 縁を も つ深 鉢 n 縁部で、 双孔を有する橋状把手を も つ。 出土土器

は井戸 尻 式 に 比 定され よ う 。

(1 2) 8 3 号 土 砿 （第 61· 76 図 ）

（ 位 置 ） B - 9 グ リ ッ ド に位置する。

（ 形 状 • 規 模 ） 長軸 90cm 、 短軸 70cm ほ どの楕 円 形を基 し、 壁 高は20cmを測る。 底部はほ ぽ

平 坦で、 覆 士 中 よ り土器 片 お よ び 礫 が 出土して いる。

（ 出 土 遺 物 ） 第76 図 34 が 出土して いる。 低 隆 帯 に よ る渦 巻文 、 連 鎖 状 文な ど が 施される。

他 に 口 縁部に 刻み fl を巡 ら す 深 鉢 口 縁 も 出土して い る が 、 井戸 尻 式 に 比定される。

土器以 外では、 打製石斧 l 点 （ 第 109 図 23) が 出 土して いる。
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第 62 図 93号 土 拡

(13) 9 3 号 土 砿 （ 第 62 · 74 図 ）

（ 位 置 ） B - 7 グ リ ッ ド に 位 置 す る 。

（ 形 状 · 規 模 ） 直 径 1 00 cm程の円形 プ ラ ソ を 呈 し 、 壁 高 50cm を 測 る 。 覆 土 土 屑 よ り 深 鉢 底

部が 逆 位の状 態で出土 し て い る 。 ま た 、 土 器 下部か ら 自 然 礫 が 3つ 出土 して い る 。

（ 出 土 遺 物 ） 第 74 図 1 6 が 本 土拡の出 土 土 器であ る 。 大 形の深 鉢 形 土 器 底 部で、 胴 下半 に 条

線 が 施され る 。 現 存 高 17cm 、 底 径 1 4. 5 cmを 測 る 。 色 調 は 茶褐 色で、 胎 土 中 に 長石粒 を 多量 に 含

む 。 器 面 は 、 著し く 風 化 して い る 。

(14) そ の 他 の 土 砿

表 1. B 区 土 砿 一 覧

形 態 規 模 C 虚�） 位 似番 号 砿 底 備
平 面 形 断 面 形 長 軸 短 軸 深 さ （ グ リ ッ ド）

1 3 楕 円 形 Jill. 状 1 50 1 1 0 30 平 坦 A - B  - 27 2 1 土 、 24土 と
重 複

1 4  （楕 円 形） 皿 状 100 C ? )  30 平 坦 A - 2 � 3 

1 5  楕 円 形 111L 状 230 1 70 1 5  I 平 坦 B - 1 
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形 態 規 模 ( cm )  位 置
番 号 砿 底 備 考

平 面 形 断 面 形 長 軸 短軸 深 さ （グ リ ッ ド）

1 6  円 形 皿 状 1 00 1 00 1 0  平 坦 B - 30 

1 7  不 整楕 円 形 皿 状 1 70 1 00 30 平 坦 B - 3 1  

20 隅 丸 方 形 皿 状 1 90 1 70 25 平 坦 B - 1 5 
小 穴 1 

2 1  楕 円 形 皿 状 1 20 70 30 平 坦 A - 2 1  井 戸 尻 式

22 楕 円 形 不 定 形 1 70 ( 1 30) 40 テ ラ ス 有 B - 6 2 号 溝 と 重 複
井 戸 尻 式

2 4  （ 円 形） 皿 状 1 50 ( ? )  30 平 坦 A - 26 1 3土 と 重 複

30 不 明 不 明 曽 利 V 式

3 1  不 整 形 不定形 ( ? )  1 80 40 2段の テラス B - 30 1 4任 と 重 複
井 戸 尻 式

32 （楕 円 形） 皿 状 （ ？ ）  90 30 平 坦 B - 3 1  33土 と 重 複

33 楕 円 形 皿 状 1 00 80 40 乎 坦 B - 3 1  4 住 と 重複
新 道 式

34 楕 円 形 丸 底 80 70 1 5  乎 坦 B - 20 
小 穴 1 

38 円 形 円 筒 形 50 50 35 平 坦 A - 1 9  曽 利 H 式

4 1  円 形 皿 状 1 00 1 00 30 平 坦 B - 2 1  藤 内 式

42 楕 円 形 皿 状 1 1 0 80 30 乎 坦 B - 2 1 

43 円 形 皿 状 70 70 ( ? )  乎 坦 B - 2 1  

45 円 形 丸 底 1 25 1 25 45 平 坦 B - 1 5  

46 不 整 楕 円 形 円 筒形 1 00 80 40 平 坦 B - 1 4 
小 穴 2 

47  （ 円 形） 丸 底 1 60 ( ? )  20 平
小 山 穴

坦 A - 1 4  1 

48 楕 円 形 皿 状 1 20 1 00 1 5  平 坦 B - 14 
小 穴 1 

49  不 整 楕 円 形 皿 状 1 20 90 1 5  平 坦 B - 14 テ ラ ス 有

50 円 形 皿 状 1 20 1 20 1 5  平 坦
B - 1 4 藤 内 式小 穴 1 

5 1  楕 円 形 鍋底状 1 40 1 00 1 5  や や 凹 凸 有 B - 1 3 
小 穴 2 

52 楕 円 形 円 筒 形 60 40 50 乎 坦 B - 1 3  

53 楕 円 形 鍋底 状 1 80 1 1 5 30 乎 坦 B - 1 4 

54 不 整 形 皿 状 1 00 70 1 2  平 坦 B - 1 3 

55  不 整 円 形 皿 状 90 80 平 坦 B - 1 3 

56 （楕 円 形） 皿 状 ( ? )  60 1 5  乎 坦 B - 1 3  

57 円 形 皿 状 90 90 1 5  乎 坦

59 円 形 不 定 形 65 65 1 5  や や 凹 凸 有 B - 1 2 

60 不 整 形 不定形 1 00 80 25 や や 凹 凸 有 B - 1 2  

6 1  隅 丸 台 形 丸 底 65 60 50 ほ ぼ 乎 坦 B - 1 2 
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形 態 規 模 ( cm )  位 置
番 号 砿 底

（ グ リ ッ ド）
備

乎 面 形 断 面 形 長 軸 短 軸 深 さ

62 円 形 皿 状 60 60 20 乎 坦 B - 1 2  

63 楕 円 形 皿 状 45 35 1 0  乎 坦 B - 1 2  

64 円 形 皿 状 40 40 1 0  平 坦 B - 1 2  

65 隅 丸五 角 形 皿 状 60 55 20 乎 坦 B - 1 1  

66 隅 丸 方 形 皿 状 60 55 60 平 坦 8 - 1 1  

67 円 形 丸 底 65 65 20 ほ ぽ 平 坦 B - 1 0 

68 楕 円 形 円 筒 形 80 60 50 平 坦 B - 27 2 号竪穴 と 重複

69 楕 円 形 皿 状 1 20 90 25 平 坦

70 楕 円 形 鍋 底 状 1 40 90 30 乎 坦 B - 26 

7 1 円 形 鍋 底 状 75 75 45 乎 坦 A - 26 

72 （ 円 形） 鍋 底 状 70 ( ? )  30 平 坦 A - 26 井戸 尻式

73 瓢 形 円 筒 形 80 45 40 テ ラ ス 有 B - 25 

74  円 形 円 筒 形 45 45 35 乎 坦 8 - 25 

75 円 形 円 筒 形 45 45 25 乎 坦 B - 25 

76 円 形 円 筒 形 45 45 20  乎 坦 A - 25 

77  楕 円 形 鍋 底 状 90 80 40 平 坦 8 - 8 

78  楕 円 形 す り 鉢 状 1 1 0 80 25 凹 凸 有 B - 8 

79 楕 円 形 皿 状 1 00 80 25 乎 坦 B - 8 

80 楕 円 形 皿 状 1 70 1 00 40 乎 坦 B - 8 井 戸 尻 式

8 1  不 整 形 皿 状 1 00 70 40 乎 坦 B - 8 

84 （楕 円 形） 皿 状 ( ? )  90 40 平 坦 A - 3 1  新 道 式

85 （楕 円 形） ( ? )  70 曽 利 皿 式

87 楕 円 形 円 筒 形 60 55 30  平 坦 B - 26 

94 楕 円 形 鍋 底 状 1 1 0 90 40 ほ ぽ 平 坦 B - 1 6  

95 楕 円 形 皿 状 1 30 80 35 乎 坦 B - 1 5  
小 穴 l
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A 349. 878 

94 七

第71 図 94 号 · 95 号 土 拡

土 砿 内 出 土 土 器 （第72 - 76 図 ）

/'( 

1 - 5 、 7 - 16、 30、 31につい て は 既に記述し て あるので、 そ の他の土器につい て・ 概 要 を記

す。

6. 30 号土拡出土。 側 面に橋状把 手が 4 単 位 付けられる 朝 顔状の深鉢 形土器であ る。 口 縁 部

は 無文で、 胴 部には 低 隆 帯と沈 線に よ っ て 区 画 され そ の内部を ク シ状工 具に よ っ て 刺 突 文を施

し て いる。 現 存 高 44cm、 口 径43cmを測り、 色調は暗褐 色 を呈する。 縄文時代中期末葉の曽利 V

式に比定され よ う 。

17. 85 号土拡出土。 低 隆 帯に よ る大柄 渦 巻文と地文の条 線 を特 徴とする 深 鉢 胴 部 で あ る。 現

存 高 24cm、 底 径 8 cmを 測る。 曽利 III 式に比定される。

18. 21 号土拡出土。 深鉢 胴上部。 口 縁 部 は 内屈 し 、 胴 部には縄文が施 される。 井 戸 尻 式 に比

定される。

19. 22 号土拡出土。 深鉢 口 縁 部で、 口 縁が 「 ＜ 」 の字状に内折する。 沈 線 文、 鋸 歯状文を特

徴とし 、 井 戸 尻 式に比定される。

20. 30 号土拡 出 土。 やや 口 縁 部が内彎する深鉢 形土器。 口 縁下に1 条の沈 線が 巡り、 胴 部に

沈 線 に よ る 弧状文と懸 垂文が施 される。 曽利 V式に比定される。

21. 30 号土拡出土。 やや内彎する深鉢 口 縁 部。 隆 帯に よ る渦 巻文とそ の間 の縄文を特徴とし、

曽利 V式に比定される。

22. 31 号土拡 出 土。 乎 行 沈 線と菱形状の無文部を特徴とする深鉢胴 部 片で あ る。

23. 34 号土拡出土。 深 鉢 胴 部 破 片。 地文に縄文を施 し 「 ハ 」 の字状の刻 み をもつ 隆 帯が 認 め

られる。

24. 33 号土拡 出 土。 横 位の楕 円 形 区 画 が数 段 施 され、 下 部 は 抽象文風の文 様 が 施 される 深 鉢

形土器 胴 部 片で あ る。 区 画 文内には 蛇 行 沈 線と連 続 爪 形 文が充 填 される。 中期前葉猪 沢 式 に比

定される。

25. 36 号土拡 出 土。 深鉢 口 縁 部。 隆 帯に よ り動 物 顔面 様の文様が施 され 、 胴 部には 三 叉状沈
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第 73図 土拡出土土器 ( 2 )  

- 56 -



第74 図 土拡 出 土 土 器 C 3 ) 

線 が 認 め ら れ る 。 井 戸 尻 式 に 比 定 。

10cm , . . ' ' '  

26.  38 号 土拡 出 土。 深 鉢 胴 部 片 、 綾 杉 状 沈 線 文 を 特 徴 と し 、 曽 利 V 式 に 比 定 さ れ る 。

27. 38 号 土拡 出 土。 深 鉢 口 縁 部 片。 隆 帯 に よ る 重 弧 文 を 口 縁 部 に も つ 。

28. 4 1 号 土拡 出 土。 深 鉢 胴 部 破 片 。 隆 帯 に よ る 縦 位 の 楕 円 区 画 文 と 半 戟 竹 管 に よ る 弧状 文 を

特 徴 と す る 。 区 画 内 に は 格 子 状 又 は 平 行 沈 線 が 施 さ れ る 。 藤 内 式 に 比 定 さ れ よ う 。

29. 50 号 土拡 出 土。 円 筒 形 の 深 鉢形 土 器 で 、 胴 部 に 半 戟 竹 管 に よ る 長 方 形 の 区 画 文 が 横 位 に

数 段 巡 る 。 区 画 内 に は 刻 み と R L 縄 文 が 充 填 さ れ る 。 藤 内 式 に 比 定 さ れ よ う 。

32. 72 号 土拡 出 土。 屈 折 底 部 を も つ 深 鉢 で胴 部 に 隆 帯 に よ る 渦 巻 文 、 縄 文 を 施 す 。 井 戸 尻 式

に 比 定 さ れ る 。

33. 80 号 土拡 出 土。 隆 帯 に よ る 縦 位 の 楕 円 形 区 画 と 沈 線 文 を 特 徴 と す る 深 鉢 胴 部 片 で あ る 。

34. 83 号 土 拡 出 土。 深 鉢 胴 部 片 で 、 隆 帯 に よ る 連 鎖 状 文 と 渦 巻 文 を 施 す 。

35. 84号 土拡 出 土。 や や 内 彎 す る 深 鉢 口 縁 部。 舟 底 形 及 び 三 角 形 の 区 画 内 に 連 続 爪 形 文 と 三

叉状 沈 線 で 装 飾す る 。 新 道 式 に 比 定 さ れ る 。

36. 85 号 土 拡 出 土。 深 鉢胴 下 部 。 縦 方 向 の 条線 と そ れ を 横 方 向 に 刻 む 沈 線 が 見 ら れ る 。

- 57 -



�
->

,.
o,

 
.. . 

・
必

,,-.,守
9 べ

•`
ぷ

＾・
__,.

- :
.. -ぷ

っ-ヽ
-:,

 ヽ
え

•
• 

•
•(

•;
• 

·s
 

， 
ぷ

裟
ぶ

な
,.

..
 -�

"
,--»

, . 
、●

.. .
. -

., 
,,

,_, '
.. ,

, ..,
_ぶ

,. _.,
,迂

...
.. ,

,. ,
_ 

. 
_

_
 ... .
 ,.

 
、．．

，、
_,

.
' 

•·. 
、E・

..,,
..

 
.-

-·
. _ _

,、
悴

必
·、.

....
, 

｀シ
-·-

シ,.,,
-、

.
.,. _. ぷ

..,
 ん

．
．．

. 
-

.-,
 ...

 
・ ·

心
・ .,.

·,•
.

.
-

-
;

 ぷ
.

• 
,-

· 會
ふ

"""'
. 

�
 

応
..

,·_;
- ,

 ・
ダ

- ·
,- �

--
---

、ヽ
｀

ゞ 翌
,.

... -
---

�·
-

・ -- ,
c-

· .
· -

· 、
.. ,

 心
ヽ,

. ..
. 

---
、..

• \-;
 ・・

.. 
...

_,,
 ....

. ,
.,,

,_. ,
,_ ,.,.

 . ..
.. , 

心
-·

··
: →

·ヽ-�
·-·

· や
•· -

·· ·
· -.

,,
, ., 

., 吟
-.'

 
...、

-
_ ..

...
. 一—

・・ :
·-

沿
··•

 • 
..

 ;;
J 

な
て'C'

".:.
. •• -

- •. ;
· , :::

: ニ
ご

こ
’ ゞ

·ゞ
·;:�

.
む

，
．＾

｀ ー
_. ·

�-
-

.-_、
·W

竺
..

...
. 一

-- -
-令

：．令
←

、
'冷

.. _.,
,..,

 .. 
,,,

 .. ・
・

・
出

：：を
1

. ...,
,._ぷ

"·
�

-�
,- ,

、c _
.,.,,...

會"
·"

ふ
• ,

'.-
:,· ,

.,
 ベ

： ·

．， ご
‘ご:

: .. :
cや

.· ・-
-<-

--
�...:...

.:·· ""'
、 K租

,\
,,,,.

, —
' · · ,

、 、.
. . .-

--
ぶ

- ·
·-

•
-

-
·,s

· , .
. 

ヽゞ
｝』

ら
・

. 
.

• 
" 

. . 
--

-、
.�

,;;
.. 

・ゴ
い

—
-

-.,
 ぷ

.. ,
 .•.

 .,.,
:-;- .:-,,-

心
.

.,. _.
,,. 

.. 
,,-,

,,. 
• 

.sc
· ,,.

, 
"-

• 
紐

'.,・ ～
・_ _

_.
_ ..

....
 

·-
、 ·,

ーが
一

.
.-

.
.

 
｀ , ...

 "
' '·

•' 
,., · .

 
. 

--•
, , .

. .
. , .

 エ
·.,

, - -,-
,:; , 一

0
4

"
・ベ

・ ・・..
_ . .

. _..,.
 ___

_ 
--�

 . , 翌
奴

""
"·

-�
 如

·-·
···

-----
: .ヽ. .

...
..

...
. ・、一

ー：4
,,

,.;
'; 沿

ふ
一'

·' · c
,o·,

·,,·c.
· .-

.· ·
..·

: ·.,__
--,

 •.. ,
, .,

_ ヽ
:,- 叶

ヽ
. . .

. ..
、 .

. 
. ,,.;

,. 
...

..、
...

., . _,
、

-- ,�
·�

-----
--

-・.
.一

，.
·'

, .:,
� /

·· 
ぶ

丞
｀ ヽ

ぶー
、夕

..
.

· --
.. --

--
- -

.·--
、 : ：

 . _,
 .. ,

 • .
 ヽ
, ,.

ゞ '
·.,

·.,
, ,,

・・ •ヽ
. .

. . ,
 .

.  _ .
. .

 · -·
�

·- ··
、.

...
. ,

 ..
. ... 

, . .
. .

. 
• ..

 , . .
 

. .
. ヽ"

" ·
.. .

.. 
_. .,

,,_,
 __

、
-こ

：・
- . .

. .
..、

..
. ヽ .

- .
.  ,,

.;, 
•. 梵

屯
......

 __
 

,
,.

, 玲
'

.
· -:-

― -
_ .

. . .
. , ....,,_

 -
--,

�.
、.

..
. .

,_ヽ． ．
炉

d
令 ，

- --
--

---
---

--c
-, .

. ゞ
V・

・ ｀
｀

口 ..
. ,,,

_ 
. 翁

砂
__

_
__ _

. _. _
_ __、

,.
_,

__ 
---

、
--

-- -、
. .

 
. ・

:; ,
ぷ・'

- . -
--

.--
, ぷ

..,
..__

-,-..,.
... 

-
. , 

ヽ
·, .

,  
．

ヽ
_...

 ー ，
＇ヽ

，.. 
� 監

沢
・

,,,,
,, _. 

、文
茫

・ミ
；ふ

、,.
,.苓

.--如
...

. 
.,,

. _.、
�

,t
· -: .

:,-
'"

• 
..、

-�
I

,, 
,,<.

-·
 

,.,
 __

_ . .._
•, 

,,,,_
,__

, 
.__

 
｀ゞ

、
__. �

；ヽ 認
｀

ヽ
.ヽ.

_, _. ,
. ｀� 

． ．  い 一
． ＼ 贔 碩 5 .“ ボ

． ．  ， じ
． ．  �  ; ' ” ·� 9ヽ 9 4ー 、． ．  ―  

哀 C \ ＼ バ ー

／ ＇. ， ．  り t• 5 } - ． ． ． ． 翠 ． 切．．  f . A ．  ， ＇ ． ィ ，` ． ．  ` ー ， ． ． ：. i . E \ f 応 ． ． ． ．`
f ぃ · t 3 、 9 ,. . T  

ゞ \̀

” . i 冷 ぷ j ． � ノ ・ '
/ • ― ―. : - ． 9 . . . . . ,.  了 さ J

• ‘ . ‘ . . 4 ” • い 久 バ

� ． ぃ ． ご r べ` ｀ ゞ さ ． ．  ．  ，ヽ ．` ｀

、 、. . . . i . t̀  ？ 9 . ふ ・ ‘ ． ぶ f ． ． ． f 菜 筏 尺
• 9 • •  

； ・ ミ
． 5

] 唸 g 砂 攻 吃 ．[ - ぐ 、̂ , ？ ぶ 心 芯

ぇ

忍 ぐ 刃

ぺ 尼 ぺ 心 � i /
こ i ,

． 9 9ぐ ど 芯 ． t ． フ 5 ● " 汐 仝 ·· { ． J ' : ·

9
•

名
．

：
・

多 ご
． ． ，` 叉二ニニニ

.r,
' , r ,
 二�

.cc
コ

r
;; ;t

=·
::1

�
 

I ,, 
: 

ニ
ニ

:l
i�

 
, l '

. =
,; 

:..--
:::

 
,

'a
., 

. 
,,

' 
I 

'ヽ
・ ,· --=

�
-

; 
i:,

-
-ヽ

· -
•;-

—
--..

'" 
-- ,. 

,, 
I 

,: .-
.:=-

J
. ...,�

..'
-=-,

 
， 

； ,
. \,

 べ.
, ·

. '
,· 、

--
. .

. .
 

.. 
\·",-

._:;
:,·.

 ヽ
乞

，ヽ．、`
，＇-. 

__、、
�

,,_,...
�

.,; 、
：!4

-· .··
· 

\ L.-
,,,

' ,,� ．＾ 
. .

. 
..

. .  一
_;)

�-
--,

・
i!=

尋ニニニコ ... �
 

)'
 

亨
7・ ；

ダ
、クら

乞
'/.:

ブ
心

_{、- �
'"

'·'--
\.文

.-
-ふ

-
=

· 一
.----.

,,
,

， ..
.

.
...

.
 �

-
-

ク
ふ

、
'�

·-
-,-

-'"
心

ぷぷや、
...,.,

べ
ヽ·' C

ぇ�
---

-- .
. . ,.,

 
や

，｀や
�

�
- '-'

"
" >r

·
’• 

；や
�-

一.
:::

··、
.

"-"
 

·'"
""-

ヽ .
..

認
こ二ニミ

、．. ,
 ヽ

-·c-
,<;

{:
< 

"-
; <,.

' 、・
（芯

釦
邸

J
、

翌
困

翠
＄

．．

褐
； i

り
＼ぷ

令
i\•

•. •
 ぷ

｀
江

ッ；;
 -.

:; 

-
輪至

望
('(

ら
、唸

.-:
 手

．’’
”‘

ヤ

忍
怠

ぐ
呟

ぷ
蟷

�'!i.,
} i} '

; ;: 、 翌
： 胄

＃
臨

池
＇ 瑶

¢
亨

叡
ら）

ぶ
函

:;::.·
,;,,,1

p
,:、•· ..

.
.

必
；l·

 心
：．

＇ ぷ
‘ 攻

i
/

·
',

· 鼻

叫
こl 翠

屯
f
、ゃ

公
べ

姻
岱

., 委
笠

,.,
 • •.•

 字
.l

 
ヽや

・；：
． ， 、

芦
I

f
磁

批
棧

V

訳
碍H

,紐唸
今

·良、［
越

息
;Ji)

迄
呈

彗
紺？筐

：；，
査

ぷ
芦

ジ

�
 

t'
1 ＿ヽ

・:
_' ".

;;
i-ガ

f
い、

"' '―-
・..←

 •. 
・

．
1
、

-·,
---'-"'

み,
...

 _
、9

• ·t
. -

"'"'
- ·

-=
,-=:

,-,,:;;
•-=,,

 •
 

ヽ
·-

\;. 
...

. �
-

-...
 ...,,,,.

� ←
 ..,..

_、.
苫

ゞゞ
::::::

ニ:::
::も

I
、 ..

 .,,.
---

9·· 
．ゞ

,
�

-==-
�

玄
、
1

＼ゞ
""

-
"-

=
o,.

, ●
、'

.
-

-
" · ゞ

·
ヽ

、�
....._

-
.._

,,ぶ
'\\

• • ミ
"�

""
、 一

"\
· � .

'\
'

ヽ．
＼ヽ

,.
\ 

• •
 

��
�

�
-

· ,
,  

. •  
ヽ

，＼ 
. . 

‘ ヽヽ
‘ゞ

• �
:. ,,.

- :,•·
 

-··-
· →

否
．‘

ロ

2 7  

邸・ 年
ヅ 忍

,. .,, ぷ
,.,

, ·
\

')'
../

 
t;

:I
必

'OC
; J..

',''
,,.-.,

::• , , •
•. •.

•• 賦
i

柊）
:,

 ャ
9委

！
t ' }

、 ), :. 以
ぶ, ., ,

 ·
··-

- - ベ
．

ぷ
5

ぅ
諮 i竺

：心
l

心
:,, J

"'1
'

,-
. 

・函
炉

ti
J

炉
· . 'i:

努
}

::
i 

を
芦

·
;:.-

. ふ
＇ゞ

つ

げ
迄

W F�
� q

I 

冷渥
1t:

 -'''°"'
ミ．

． ^ 
....

 , ヽ
•咲

·
--\

'
'苫

::,,,
.-,,

,,',註
, . 

:, 
·;;,

;;,
 吟

・・ ・·
=

忍
扮

t'/1
 W

·· と
- ·

! J(
.

、
:

,:如
u�

P.
 合

' 
．＼姦

·a
!:

> , 
1: 宮

�
j

;, 
． ． ． 

"ii
i

. 平
，，，

・‘ゞ,
,,

,,r •
 合

祐・
j-

, 
. ,

 ,..
. . 

t 
1:7'"

 t.(- 毅
,,

:, 
. 

�
.;1t

慕
�i

\,
,,;;; 

炉
．

+· i
';t,. 位

紐
..

 ・
\ 

. .\
· :=

-.• .  ?.\-
;. _:;

 
，

念
.;;

.
. 

. . , ,. . 
·-

.,c'
..

. 今．
．

_..;
 ぃ

·:.-r--
.,

,_
 

. . ；；； ロ

Y
. ''

) U
t玲

ぶ黛
ふぷ

: "
唸

;;う
::;

し
印

召
、か,.,, 

ri�J託
．貨：ぶ

/1
.,

、•"
.c

•'\
、心

...
, 

祝
．ら

；・
VI

ぶ
硲

.... 
""

 
ヽ•ぶ

�,\
ゃg

溶
t,篠忍

t ・セ
.

,-r
· 

.. 
"'I

 1
/

 

忍
=>,''

'、 咄
羹

泌
； 蓉

． ・ ・ ·
.深

的
• '.

ぷ
菟

恥
匁

．＾
＇・

．． ．
ヽ9 や

ヽ
,• ..

、
'"

··
�,'"

 
・

デ
●

●

： ,
. 

み；
迄吟

翠ふ
... 

•. .. •
. .. .,.

、い
翌 徳

. ., 魯
•

"·
"

· 
·,·

. 
呵

．

.. 、.,な
が

:1.
伶

，・m
、' 想

1 淡
• •土

·は
:::'

戸
::.:.

,,. �--
:�ぶ

7.::
1

· .
•  ,,

 ぅ雰
,,-

;"-'J
空

ユ
字

瞑
•••ぞ

•翠
．立

);
c.,

' "
- · .

: 、. 、か
菜

蛉
;:; へう

名
：：：

げ｀
酋

}

笞
:

·· ·
'-'

."c
'/

 
心

/ク
／

/
.: 砂

.
/ ,/

・\
,\

>
、 �..:

: ·
. · ,

 

：・食
必

.-:
·和

’ ・,
.• • ,,
,.;: ;

、9 む
'、

?,
·匁

>
,

ヽ 和
....

... ;
:;_•

···
· 

jf
研

:•
,•, '

,,,.
 ぶ

i:・
..... ・

．：拿
,ヽ •• 

,. ,;
. . 岱

<
,, .

� ぶ
’ 喰

苓
？も

'.:>.
.や

•• 唸
念,

,,
.. 

ぺ
:,

:
. ..

.. . . 
. • 

い‘
‘‘

ヵ .
.. 心

ぷ
· .•

· 、.
、 ．

、
が. 、

、 知
．"1;

,. , 
.. ゞ

:ヽ.(·
·· :を

．·ヽ
.. .,

;c
· 

•. ,
 ぷ.

;、・ぶ
混_.r

·:,>
ヤ

,
,.,

 ·�
·..

.. i
'f'

' 
....

. 
,.

, .
.

.  ,
..

..
.. 

• •
. ,

 ペ
· .·

·ぶ
·

・.,,
,, ·

...
..• ;·

, 涵
ぶ

;,·
·· ,念

' .'、 ；·,r
•,,

呟iゞ
''31房

乎
：松

炭
冴＇を

．：、
，

, . .
, 

／
 

·,:<
· ·· ,

 
炉

../
·.,

. /
 ,_

滋
ヅ

匁
：/

: 
/.,

 .... 
,., .. 

, 
ぷ

,.,..
 ,、イ

,,· 
., ..

 · 
ヤ佑

恥
：,', 

翌
ク

./,
_::応

：,;;
,•

 丸
厖

：1
芍

．唸
{'

諮
始

'
J

澤
ぷ

ヴ
·,、 ンそ

:'J
i,;,

は
; :

裟
娑；

,;· ・' "'
"'

 
'

·,;:、
江

;(
、落

；
・ ふ

ぷ
’ ざ

旭
紋

•:; ヽ
' •

'•l
i:,

i:,-...
、

\'.?'
;で屯

こ
芯·

-· ·
ヽ

.
. •

. :-,,.
, 翌

,.:苔
••

,,;
:,:

 ゞ芍
ゃ.

,.
, . ,

 ・
ヽ•

co
,·

···:
;·、応

'·'"
、'. ,.

•ぶ‘
‘ゞ

認
；・ ミ

沢
． ；

·-
···

··、.
. ..,.

,,
, 

., ゞ
.,:•

,,·,
· ·.·

'·
・ー

・-
-a

---
,·

-
-

-
-"'·

 一 →
ヽ, _:,

�
'-:.,.

;; 一
廷

/:;
;:.

�名
;;;;:

:寄
茫

文
て秀

：：：
ぷ

_
_

_
_

 , ー-'-
·一

. ..
―--

--
-

. "
.. 

"
·-

-
·,•·

·-
·-

· 
. ..

 ,��
:. ぞ

ぷ
吝

均
·,,.

. . .
.. ,

,:;: 
..

 , 
“入

' •.;
'

・；;
, 令

，； 令
ン

ヽ.. ..
. 

·'
ヽ

.
.

. ·,:-,
. 

·".
--..

, 
.. ·

 ・～
・ ヽぶ

；｀

ロニニ三

迄
—·

- · .. 
一 ．．．

号
- --

., 

々
ク

委
ヽ

‘ 琴
う

乏こご
：墨

！
c:. , 

��
. 

足
·

L'
ふ

·ゥ
ぷ

,;::.
命

ヤ
守

ぷ
＄

ぶ
ミ

や

和
),i

i '
':,

;;:
:··

,: 
, 涵

予
.

-
'翠

ぐ
邸

i
1, ゞ

ン
が

で
如

.....
 ,_
茫
... ;,.,. 

，．
 

名
. , .0

; 元
;,,.,.

ぷ
邑

�;;
:W::

 也
·島,

,.、
....

. . -
�

�
 ふ

：：
心

T\
�;r.,,...

,
_ _

_ :
_· 六

翠
苓

窄
,

,__
__

__ 
• 

ヽ
.,,,

,,
_.__

__�
_·,

,�
. 一

...
.● 

-
.. . -

-.
 -

·-
.... ,.

 ..
 

. -
、 -

-
ダ

o, ·
, !.,

'
-

�
"'<

合
ぷ

’ ぷ
� '

ゞ
•..:

-::..
�

、ダ
ぷ

:.\ 
-�-·.. , 

... ·心
.,

a'::
�

;;;
 迄

g
吟

・ -�
ff!:

ダ
2

が
»—

---·
-·--·

 
ー、

、↓
·=-�""'

'"''•
•.,. ―

.. .
. . -

·"
'':."

'. 竺
，ク

""
',_"

ド
-

·•
,O

• 
·<

;,�
-:,.

::.
 主

,c
.-,-

-�
-�

�
-

—
-泌

"''
·'

.. 
..

..
.. 

, 
�

 忘
ベ

9
ニ

ーロ
,

"
●』

..
, 

； :; ,
:,:硲

さ
··-

ーC:.::
'."-べ

さ
ぷ

翠
:.:.-

. ·名名
云

な
._�

·幸
や

．．
．｀

こ，
:::.

.�―
.::ミ

室
.ゞ .,

 拿
;>'.'!!_:=;-,,

疇
；

＃
苓

‘’ 竺
炉

證
笞

姿
，v

N
 "' 

1 0 c m  

褪 7 5 � 廿 羨 EE 廿 仕 器 ( 4 )

 

ー 5 8  -



□
 

ロ 32',
 

．．
 

＼
翌

f ヽ，
11 ．
唸

ゲ9

`.
J
とr..
.疫

＾
芝
し• ·

 

氾[-

:

宍
り蛇 ‘

誓

長
又
翌[ b

,‘.

isr
g.9
 .•
 

ぅ
．

、
r··,̀
·t‘,

 

隠
礼
閉
ふ

苫
心

., •

ド．

だ
ぷ ，’

心
34

m緊
霊

1
t
l・

Ki
 

．て
iヽ

'̀ ,
 

「
• ’
●』

.
.
.
..
..
 -

t-
9•
9ヽ
―

[
9

 ...
 4
 ..
 

V
-．̀
．

J
 

•元 "、' . '. . .  , ,;< ".:· :,: 迄つ ・・ ． ． ． ．、. . 〉ヽ ．.. ,< . . 、 ., .、 . ., • •· • . • · ... ,., ' .  • .. • •  
；·. . , ... . -, ,  . •  汽 ．

• ヽ ．、： 心因<' ' X•'i;坦 .. • , Cc.•,,.• 
\'; .c.:c:,, 雰"tZ.戸：凡':.'a\"L· ·" 心c,�.,,�,, - ·· 'ごぶ•今玉 ·

,• ,.=エご邸ごr●"'・元吐：字：A
七全芦・ :'Z苓ご芯;;;.::;;,

戸四 -ご::-0，,:,,,=、．，
, c ,' r.' <J'な、�-,·グ，． ， ｀ヽ

·. . .... . ,. 
ゞふ、貨忍羹箋、 夜
芯：、心‘・ ペ喝ぶ｀ •ゞ•ゞ 窯
、さとべ·-.:·, .·, 芯登迄:\:、応·"-'
忘::' I -. .、、ふ
,, 翠：：·沢．． ：•こ・ • •. ヽ •••” ●●,.·、,•. . •  ,,<_ .. ·,<''ゞ�ヽ
： , ... ,.. ベXヽヽ 翠攣ふ杯‘ぷ衷. . .  西· ヽ•,\• 、‘‘忍: ·�· ·\炉'翠
心 ふ沿 ．、 > · "'、し L ヽc •,、9、 ·,. , ,
心宝安... 函；；；1 ヽ:,；；；:i:."'t--S:-..:Jとぬ：：

;z:;;;--:=i/'.r.::�" 、二=ギ；；窓；
戸如.:,- if英字＃年岱睾：翠 琵苓虞響
贔応杜喜夏：＇言：桑、ヽ翠望、: 忍 l� 談淡�:忍ふ登涵ゞ炉•• ぶ•.,

Sぷ. ,'::: 哀芯 伶 哀 令·恐ぶ·、、:,-.、ぐぷ
·. , ... . ..  , ,. ' ::  ぷ'"立い和· 、 ...ざ

如-如？辛必 ピ竿玄；；；:<;;,,;,:;i 
如:.;.�字笠ごぽ字之印お盆高

とえ:�苫窯芍玄茫さ乞屯ベ,l")'.咋寄炉
疇 V双ヽざ -·� ·· -· ,; •\ 

・ベぶ. , · ,,翠姿ベ•ざ．し> i-· 

·ゞ：：：ミぶ誓，:'.忍 パ
29 

1.0cm 

( 5 )  土 拡 出 土 土 器第 76 図

単 独 埋 甕3. 
1 号 単 独 埋 甕 は 1 号 溝 と 2 号 溝 の 中 間 8 -

4 グ リ ッ ド 、 2 号 単 独 埋 甕 は A - 7 グ リ ッ ド 、 3 号 - 5 号 単 独 埋 甕 は A - 8 グ リ ッ ド に 位 置 す

る 。 い ず れ も 住 居 址 群 と は や や 離 れ た 場 所 で 検 出 さ れ る 点 が 特 徴 的 で あ る 。

B 区 の 中 で も 東 側 に 集 中 す る 。単 独 埋 甕 土 拡 は 、
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第7 8図 l 号 埋 甕

( 1 )  1 号 単 独 埋 甕 （第7 8 · 7 9図、

図版1 4)

直 径55cm程のほ ぽ 円 形の土拡 内に

正 位の状 態で埋設 されていた。 土拡

の深さは約25cmを測る。 土器の 内 部

には長さ75cm、 最 大幅60cm、 厚さ 15

cm程の扁 平な石が突 き 立てられた様

な状 態で入り込 ん で い た。

（ 土 器 ） 頸部にわ ず かにくびれ

をも つが全体的には朝 顔 状に開く深

鉢形土器である。 頸部に 4 単位の X

字状の把 手が 付 加され、 胴部に 低 隆

帯による 大 柄 渦 巻文が施 される。 渦

巻文部や胴下半部には ク 、ン 状 工 具に

よる条 線が施 文 さ れる。 J 1 縁 部分は

-
B
 

げ

>. 
ー·
A

B · 一 ― . ,r 

lm 

9 " ' . . ' l、fJcm
第7 9図 1 号 埋 甕 土 器

欠 損するが、 現 存 高 51cm、 底 径 10cm

を測る。 色調は 淡 褐 色 である。 縄文時代中期後半 曽 利 IIl 式に比 定されよう。

(2) 2 号 単 独 埋 甕 （第80 · 8 1 図）

直 径 30cm程 の 円 形 の 掘り込み部に 、 正 位 の 状 態 で 土 器が埋設 さ れてい た 。 土拡 の 壁はほ ぽ 土

器の形 に 沿って立 ち上がり、 壁 高は約 15cmを測る。

- 60 -
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第 80 図 2 号 埋 甕
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第8 1 図 2 号 埋 甕 土器

（ 土 器 ） 埋設土器は 口 縁部がやや外 反する深 鉢形土器で、 頸部に粘土紐 貼 付による蛇行 文

が巡る。 この蛇行 隆 帯文は数 ヶ 所でと ぎ れるが、 この端部は渦 巻文 と なり、 そ の部分から粘土

紐の貼 付による懸 垂文が施される。 口 縁部は無文であるが、 胴部は L R 縄文を縦 方 向に 回 転さ

せている。 色 調は暗褐 色で、 胎土は精 選されている。 縄文時代 中 期 後 半の 曽 利 II 式に比 定され

る。

(3) 3 号 単 独 埋 甕 （ 第83 · 84 図、 図 版 14 )

5 号埋 甕の西側に併設されている。 土拡は 直 径約6 0cm.の 円 形 プ ラ ンを呈し、 深さは約30cm.を

測る。 拡底は ほ ぽ 乎 坦で断面 形は鍋 底 状を示す。 土拡西側は攪 乱を受けてい る。 土器は逆位の

j > 吋

.,
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\ , , 暗賀褐色 f: ( し 玄 り 弱血蒻 ）
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第83 図 3 号 埋 甕
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の状態で埋 設 さ れ 、 胴下半 は 欠 損 し

て い た。

（ 土 器 ） 胴 上部で 2 段のく び れ

を も つ深 鉢 形土器で、 頸部と胴部が

内彎する。 口 縁部分 は 外 反し、 端部

に至 っ て内屈する。 口 縁 端部には 4 単

位の山 形 小突 起 がつき、 口 縁部下に

は 縦 列 沈 線 文 が 巡る。 2 段のくび れ

部に は 有 刻の隆 帯 が 巡 り 、 そ の間の

頸部を無文で残す が 、 口 縁部突 起下

のみ は 双孔を有する 小把 手 が 付 加 さ

れる。 胴部は 有 刻 隆 帯に よ る十字文、

弧文、 沈 線に よ る 渦 巻文などを施 文

する。 口 径 48cm.、 現 存高 47cm. を 測る。

色 調は 暗 褐 色で、 胎 土に長石粒を 多

量に含 む。 縄文時代中期 中葉井 戸 尻 式に比定 さ れ よ う 。
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第 83 図 3 号 埋甕土 器
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第 85 図 4 号 埋 甕 土 岱

(4) 4 号単独埋甕 （第 84 · 85 図、 図 版14)

5 号 埋甕 の 南側に位置する。 土拡の形態は長軸 100

cm、 短軸80cm の 不 整 楕 l'J 形を呈し 、 深さ30cmを測る。

底部はや や 凹 凸をも ち、 東 側に や や 傾斜する。 埋甕

は正位で、 土拡北部に設 置され、 土拡南側には人頭

大の 扁平石が集められている。

（ 土 器 ） 深 鉢形土器胴 下 半部で 底部を 欠く。 胴

下部は無文であるが、 胴 中位には 「 ハ 」 の 字状 の 刻

み をもつ隆帯に よ って区 画 文を施し 、 そ の 内 部を縦

列 沈線文などで充 瑣する。 現存 高 約30cm、 最大径35

cm、 底 径 23cmを測る。 色 調は 暗 褐 色 で、 胎土中に金

20cm 

雲 母、 長石粒を含 む。 縄文時代中期中 葉 の 井 戸 尻 式に比 定され よ う。

(5) 5 号単独埋甕 （ 第86 · 87 図 、 図 版14 )

3 号 埋甕 の東側に併設され る。 土拡は 直 径 約70cm の ほぽ 円 形を星し 、 深 さは 2 0cmを測 る。 土

拡底部はほぽ平坦で、 断面形は皿状を基 す る。 埋甕は逆位で埋設され、 土器の 西側には60 cm X

30cm x 10cm の 扁 乎な礫 が土器に倒れかかる状態で検出された。

（ 土 器 ） 渦 巻文を主 体的に施した塔状把 手を 4 単位有 す る 深 鉢形土器で、 把 手 の 1 つは既

に 欠 損している。 所 謂水煙文土器で、 胴部がゆ るやかにく び れ、 ,-1 縁部が 内 彎する。 把 手 の 内

部は 中 空で、 内 外面に通 じ る孔を数 ヶ 所 有する。 塔状把 手 間 の 口 縁には 渦 巻文をもつ 中 空 の 小
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第 86 図 5 号 埋 甕

- 63 -

突 起 が付加され る。 胴部には 隆帯

に よ る懸 垂 文 や わら び 手状 の 文様

が 施され、 地 文は 5 単位の ク シ状

T一 共に よ る条線が 施される。 現存

邸32 cm、 口 縁部 内 径 2 4cmを測る。

色 調は 賠 褐 色、 胎土中に長石粒を

多く含 む。 縄文時代 中 期後葉 の曽

利 l 式に比 定され る。

l m  
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第87 図 5 号 埋 甕 土 器

4. 集 石 遺 構

1 号 集 石 （第88図 、 図版9) H' 

（ 位 置 ） B - 11 -12 グ リ ッ

ドの境界に位誼する。

（ 形 状 · 規 模 ） 直 径75cm.程

の 円 形 プ ラ ン を星 し、 深さ25cm
A , �-----w ,  に I I 

を測る。 拡底は ほ ぽ 平 坦で断面

は皿 状である。 集石は10cm程の

拳 大の 自 然 礫を土拡北側に 扁 し

て検出され た 。 土器、 石器等の

人 為的な遺物は出土 し て お らず、 B '" 
A 

帰 属時期に つ い ては不 明である。 350 1 78 

5. 竪 穴 状 遺 構

(1 )  2 号 竪 穴 （第89 ·90図）

（ 位 置 ） B - 26 - 27 グ リ ッ

。 Lm 

第88図 1 号 集 石

ドに位謹する。

（ 形 状 · 規 模 ） 大 半が調査区 南に位置するた め全体の形状 ・ 規模は不 明 であるが、 東 西 方

向 3 m 30cmを測る。 北壁部を68号土拡によって切られる。

（ 床 面 ・ 壁 ） 床 面は 西側で 1 段下がるが ほ ぽ 平 坦である。 壁はゆるやかに立 ち 上り、 壁 高

は約30cmを測る。

（ 出 土 遺 物 ） 第90図が出土 土器である。

1. 浅 鉢 口 縁部片。 口 縁部が 内 屈 し 口 縁 端部に刻 み LI を有 し 、 屈折部分に連鎖状 隆 帯を施す。

胴部は無文で、 色 調は暗 褐 色を呈する。 胎 土には粗い石 英 粒を含 んでいる。 2. 深 鉢胴部片。
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「 ハ 」 の字 状 沈線文、 三 叉文な ど が有刻 隆 帯と 沈線に よ る文様を施す。 沈 線文には平行 沈線、

屈折 底を有する深 鉢 破片。 低 隆 帯に よ る見られる。 色 調は暗 褐 色 、 胎 上に長石 粒を含 む 。 3.

浅 鉢胴部片。 胴楕 円区画文を施す。 色 調は 茶 褐 色を星 し、 内 面に煤状 炭 化物が付 着する。 4.
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部に R L 縄 文を施 す。 色調は茶褐 色で、 胎土に長石、 石英粒を含む。 出土土器は縄文時代中期

中葉 井戸尻 式に比 定 され よ う。 他に打製石斧 l 点 （ 第 108 図 2 0) が出土している。

6. 溝 状 遺 構

1 号 溝、 2 号 溝は B 区の東端に位直し 、 3 号 溝が B区

中程の B - 17 - 18 グ リ ッ ド 、 4 号 溝は B区西側の 8 - 2 8

グ リ ッ ド に位置する。

( 1 )  1 号 溝 （ 第 91 図、 図 版 6 )

A - 4 、 8 - 1 - 4 グ リ ッ ド に位閥する。 長さ12 m、

幅80 - 130 cmを測る。 溝 底はほぽ 平坦で北 側へやや傾斜

する。 壁 翡は約15cmを測る。 出土遺物が検出され ず、 時

期、 用 途については不 明 である。

(2) 2 号 溝 （ 第 92 図、 図 版 6 )

A - 6 、 8 - 4 - 5 、 C - 5 グ リ ッ ド に位置する。 L

字 状に 直 角に 屈 折する。 東 溝はさらに調査 区 北 側へ、 南

溝は西側へのび る。 確認された範 囲では、 東 溝の長さ 9

m50cm、 幅 約 2 m、 南溝の長さ 7 m、 幅 約 2 mを測る。

南溝西側で幅が膨らむ部分は攪 乱によるものと考 え られ

る。 溝 深は30虚と浅く、 溝の断 面は東溝がすり鉢状、 南

溝が皿 状 を 星する。 東溝では溝のほぽ中央部に30 - 100 

m程の扁 平な 自 然 礫を縦方向に配してい る。 南溝では北

側壁に沿って2 0 - 50cm程の扁 乎な石を一 列 配し 、 その南

側に裏 込め石と考 え られ る 拳大の礫を配してい る。 本溝

状遺構は 石積 み 上部の多くがすでに破壊されてい るが、

本来は畑の地割等に伴 う 石 積 み とそれ を構築する時の溝

状の掘り込み と推 定され る。 使 用 時期については不 明 で

ある。

(3) 3 号 溝 （ 第 93図、 図 版 6 )

調査 区を斜めに横 断する。 11 号住、 13号住を切 って構

築されて い る。 溝 幅は 2 50 cm前後で、 2 号 溝と同 様に中

央に縦の石 列 が 1 段認められた。 石積の表面は北 側と考

え られ 、 南側には裏 込め石が検出された。 溝 底はほぽ 乎

坦であるが、 石 列の北側は 1 段低い。 付近は南から北へ

向ってゆ るやかに傾斜する斜面をなすが、 この溝も 2 号
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C 区の 遺 構 と 遺 物

C 区東端と西端部に縄文時代の遺構が検出されてい るが、 その間には遺構は存 在しない。

区東端の遺構は、 住居址 l 軒、 土拡15基、 竪 穴 状遺構 l 甚である（第6 図）。

第 2節

B - 28、8 - 26 、B - 24 、B - 22、B - 20、B -1 8、B -16 、B -14 、B - 7 -1 2、ま た 、

B - 3 0、 B - 3 5グリ ッ ド において ロ ー ム 層の掘り下げを行 い 、 先土器時代の遺構、 遺B - 3 2、

物等の確認調査を行な っ たが発見されなか っ た 。

住 居 址 と 出 土 遺 物

1 号 住 居 址 （第94 - 96図、 図版 3 )

·
,_
1-、

1

1

 

(‘
 

B - C - 2 - 4 グリ ッ ド に位置する。 11 号 、 1 2号土拡と 重 複する。

南壁が調査区外にのびるが、 直 径 5 m 30cm前後の ほ ぽ 円 形を呈する。

床 面は ほ ぼ乎坦で良く踏み 堅め ら れてい る。 壁は土拡との重 複部分を除 い て

（ 位 置 ）

（ 形 状 ・ 規 模 ）

（ 床 面 ・ 壁 ）

良 好な残 存 状 態を示し、 壁 高は約30cmを測る。

石囲い炉。 住居址中央よりやや北東に 扁して設置される。 長さ30 -50cm 、 幅約20cm（ 炉 ）

程の棒 状 乃 至 扁乎な石を 6 個 配する。 全体的には 5 角 形をなす。 炉の掘り込 みは、 約3 0cm.の深

さで、 底部は ほ ぽ 平 坦である。

- 6 8  -
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l 什炉

I .'!I褐色 le (貨色粒 (-を 含む 0 Z m  
9虹 し ま り 弱） I I 

D 陪褐色七＋賠貨褐土
（粘n、 し ま り 、 J IM よ り やや浩）

第94図 1 号 住 居 址

直 径40cm程 の 円 形 ヒ°
ッ ト（ そ の 他 の 施 設 ）

が 6 個、 直 径 I 0 - 30cmの 円 形 ヒ°
ッ ト が 1 3 個 確 認

ヒ°
ッ ト 1 · 7 · 1 0 · 1 3 · 1 5 ·

1 7 は 主柱 穴と判 断 される。 柱 穴 部の掘り込み は

50 - 70cmの深さを 測る。

第96図 が本住 居 址 出 土 土 器で（ 出 土 遺 物 ）

あ る。

探 鉢 胴 部 破 片 。 平 行 する 隆 帯と 沈 線 によー

R

ー

A

ー

この 内 、された 。

― , ,' 

る文 様 を 施 す 。 色調 は 淡褐色。 胎 士 中に石 英、
-q

 
上部に半 戟

竹 管 押 引 き 文が 巡り、 蛇 行 隆 帯 が 垂 下する。 地

文に ク シ状r 共による 条 線 を施 す 。 色調は 茶褐

鉢 胴 部 片 。2. 長 石粒を 多 く 含 む 。
ー ,·

l 黒褐色 I·. (炭火物を 多 く 含む）
I 陪褐色le (焼 c h ー ボ ／ を含tr)
罰 焼土
N 暗賀褐色 I. (焼le、 カ ーボン含む）

Im 
深 鉢 口 縁 部 片 。

ロ 縁 下に沈 線による 三 叉 文や 平 行 する 刻 み を施
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3. 色、 胎 土 中に長 石粒を含む 。

1 号 住 居 址 炉第95図
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2 が曽利 式に比定されるが、 他の出土土器 片や炉の形 態な
ど から 住 居 址 の使 用 時期は井 戸 尻 式期と考 え られる。

土器以外の出土 遺物では磨 石 4 点 （ 第 1 1 4 図 1 - 3 · 5 ) 、 凹 石 1 点 （ 第 1 1 4 図 4 ) 、 打 製
石 斧 1 点 （ 第 1 08 図 1 ) が あ る。

す。 出土土器 は 1 · 3 が井 戸 尻 式 、

（ 第 97 図 、 図 版 3 )2 号 住 居 址(2) 

一

•
 :
l"d
s
 

，
も

統／

C区西 端B - 33 - 34 グ リ ッ ド に位 置 する。

(Op; 1 5 

©—.. 

．
 

`
'.)"
d
S
 

4
 

O .pu
 

Q ., , 3 

A゚-35 

A
 

EP .l
 

（ 位 置 ）

パp. .
 

E
l
 

�y・も

一

u'
d
S
 

(
C
公
o
m
1

塁
鼻

q
5
」
Z.
t
ヽ
モ
ー

R)
廿a
攣
嵐
詈
＞

(
C
心
し
し

国
，

g
ャ
ぉ
廿
攀）
廿
心
暉
嘗
Z

（
き
r
璽
[
"
云
蕊）

g
ヤ
廿
心
楓

4"
心

攣
[

(
6
`
0

5

畠）

S
如
ヤ
+
心
攣
書
4"
心
攣
瓢
一

（

烹

3
ぷ
蕊）
廿a
9＿

F.
 

RE
 

E P. K  

, ,  一 一, b. • . •  .. 一 I

芯テl 黒褐色土 （やや粘性あ り ）
＇ 焼土 （かた い プ ロ ッ • l
ID 黄褐色土 （ざらざら している）
N 黄褐色土 （ブロ , 9 状にかた＜

熱をうけている）

E P.A  324. 328 

p; c  3 EP. B 

2m 
炉

2 号 住 居 址

- 70 -

第 9 7 図
pit 6 



（ 形 状 ・ 規 模 ） 北 壁の一部は調 介 区 外にのびる が 直 径 4 m 50 cmの不整円形を 呈する。

（ 床 面 ・ 壁 ） 床 面はほ ぽ 平 坦で堅 緻である。 壁はほ ぽ 直 立に立 ち 上 がる部分 と ゆる や かに

立 ち 上 がる部分 が ある。 壁高は約50cmを測る。

（ 炉 ） 炉址は住居址のほ ぽ 中央に 存 在し、 地 床炉である。 直 径 60cmの ほ ぽ 円形で、 深さ25

cmを測る。 覆土の中程に焼土が 堆 栢す る 。

（ そ の 他 の 施 設 ） 柱穴 と 考 え ら れる 匝 径20cmの円形の小 ヒ° ッ ト が 5 個 壁 際に巡る。 柱穴の

深さは30cm程で、 ヒ° ッ ト 間 の 間 隔は 150 - 250 cmである。 また 西 壁 際に75cm x 50cm - 50cmの楕

円形 ヒ° ッ ト が 検 出され た が 、 こ れは貯蔵穴等の施 設であ ろ う 。 ピ ッ ト 6 の北 側 お よ び 南 壁 か ら

50cm x 30cm x 10cm程の扁乎 な 礫 が 壁に立て 掛 け た状態で出土して い る。

（ 出 土 遺 物 ） 炉東 側の床 面 直 上 よ り深 鉢 底部付近の土器 片 が 出土した が 、 風 化が 激しく、

実測、 拓影 が不可 能であ っ た 。 形 態は胴下半部が 外 反する諸 磯 b - C 式土器 と 考 え ら れる 。

土器以 外に、 4 面を使 用 し た 磨石 l 点 （第 1 14 図 6)、石鏃 1 点 （第 1 1 1 図 1)が 出土している。

2. 土 砿 と 出 土 遺 物

形 態
番 号

平面形 断面形

1 楕円形 鍋底状

2 楕
イ整

円形 皿 状

3 不整形 皿 状

4 楕円形 鍋底状

5 （楕円形） 皿 状

6 （楕円形） 皿 状

7 （楕円形） 皿 状

8 楕円形 皿 状

， 楕円形 皿 状

1 1  （円 形） 皿 状

12 （楕円形） 不定形

25 4円
嘔

形 不定形

表 2. C 区 土 砿 一 覧

規 模
拡 底

長軸 短軸 深さ

120 95 50 平 坦

150 105 10 平 坦

130 120 25 平 坦

120 90 60 平 坦

( ? )  80 40 平 坦

140 ( ? )  30 平 坦

1 10 ( ? )  40 平 坦

90 80 20 乎 坦

(150) 70 30 平 坦

75 ( ? )  20 乎 坦

160 90 50 テ ラ ス 有

100 100 30 テ ラ ス 有

26 楕円形 すり鉢状 1 10 80 40 平 坦

27 楕円形 皿 状 160 1 15 15 平 坦

28 楕円形 皿 状 135 1 10 20 平 坦

29 （楕円形） 皿 状 ( ? )  90 20 平 坦
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位 置
（グ リ ッ ド） 備 考

B - 1 

B - 1 

B- 1 -2 井戸尻式

B - 2 9 土と 重複

B - 2 6 土 と 甫複

B - 2 5 土、7土と 重複

B - 2 6 士 と 菫複

B - 1 

B - 1 4 土と 重複

B - 2 

B - 3 l 住 と 重複

B - 5 

8- 4 -5 

B - 5 

B - 5 1 号堅穴 と 重複

B-C- 5 ” 
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3. 竪 穴 状 遺 構
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第99 図 1 号 竪 穴

( 1 ) 1 号 竪 穴 （ 第99 · 100 図）

（ 位 置 ） 8 - 4 - 5 グ リ ッ ドに位置する。

i 

（ 形 状 ・ 規 模 ） 大 半 が 調査区南側にのびるた め全体の

形 状 ・ 規模は不 明 であるが、 南北幅は 4 m30cmを測る。

（ 床 面 ・ 壁 ） 床 面は西側に向って傾 斜する。 壁 高 は南

側で10cmを測る。

（ 出 土 遺物 ） 第100 図 が出土土器である。 断面 が 非 常

第100 図 1 号 竪 穴出土土器
に 薄 手で、 外 面に 貝 殻 条痕 文を施す。 内 面には指 頭痕 が 残

される。 縄文時代前期 初 頭の土器と考えられ る。

第 3 節 E 区の 遺 構 と 遺 物
E 区は C 区の南50 m 程の一 角に位置する。 調査区北側から 1 号配石お よ び10号土拡が検出さ

れた。

1 . 土砿 と 出 土 遺 物

( 1 ) 1 0号 土 砿 （ 第72 · 1 02 図）

（ 位 置 ） 1 号配石の南 3mに位置する。

（ 形 状 ・ 規 模 ） 40 - 45 cm.  程の不 整 円 形を呈し、 深さは10cm.程である。

（ 土 器 ） 第72図 2 が出土土器である。 外 面に ク シ 状 工 具に よ る綾 杉 状 文をも つ諸 磯 c 式土

器であ る 。 現 存高 1 5は、 底 径 12.5 cm を 測 る 。
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2. 配 石 遺 構

( 1 )  1 号 配 石 （ 第 103 · 104 図 、 図 版 9 )

配石 の 範 囲 は 4 m 50cm x 3 m の 楕 円 形 を 呈 す る 。 拳

大か ら 人 頭大 の 自 然 礫 を 使 用 し て い る 。 配 石 は 西 側 が

高 く 、 東 側 が 1 段 低 く な る 。 配 石 下部 は 不 整 形 の 浅 I, ヽ

掘 り 込 み が 、 そ こ か ら 北 側 に の ぴ る 溝 に 切 ら れ る 状 態

で存在す る 。 こ の 掘 り 込 み は 長 軸 2 m 50cm 、 短 軸 2 m

20cmほ ど の 規模 で 、 深 さ は 10cm程 で あ る 。 底 面 は 直 径

10cm程 の 小 ヒ° ッ ト が 、 蜂 の 巣状 に あ け ら れ 、 凹 凸 が 激

し い 。 土拡 墓等 の 施 設 は 検 出 さ れ な か っ た o

Lm 

1.0cm 

第 103 図 1 号 配 石 出 土 土 器
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（ 出 土 遺 物 ） 第103図が本遺構出土土器である。 1は 「 ハ 」 の 字 状 沈線を施 し た 深 鉢胴部

である。 2 は 沈線による渦 巻文を特徴とする。 1 は 曽 利 V 式、 2 は 井 戸 尻式 に 比 定される。
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第 4 節 そ の 他 の 遺 物

1 . 遺 構 外 出 土 土 器 （ 第 1 05 図 ）

追 構 外 の 出 土土 器 に つ い て 主 な も の を 記述 す る 。

表 土 中 出 土 。 深 鉢 胴 上 部 。 口 縁 部 に 山 形 の 小 突 起 を 有 す る 。 有 刻 の 隆 帯 や 連 鎖 状 隆 帯 に

よ る 文 様 と 三 叉 状 沈 線 が 特 徴 的 で あ る 。 色 調 は 暗 褐 色 で 、 胎 土 は 精選 さ れ て い る 。 2. B 区 A

- 1 0 グ リ ッ ド 出 土。 屈 折 底 を 有 す る 深 鉢形 土器。 胴 中程 が ゆ る や か に く び れ 、 胴 上 部 が 開 く 。

胴 部 に 有 刻 の 乎 行 す る 隆 帯 が 縦 に 走 り 、 屈 折 部 付 近 に 低 隆 帯 に よ る 円 文 を 施 す。 地 文 は 縄 文 で

あ る 。 現 存 高 29. 5 cm、 底 径 1 1 cm を 測 る 。 色 調 は 暗 茶褐 色 で胎 土 中 に 長石 を 含 む 。 3. B 区 B -

1 8 グ リ ッ ド 出 土。 内 況 口 縁 を 有 す る 深 鉢 形 土 器 で 、 口 縁 部 は 無 文 で残 す 。 頸 部 に 平 行 す る 隆 帯

と 蛇 行 隆 帯 を 巡 ら し 、 胴 部 は 隆 帯 に よ る 懸 垂 文 と 地 文 の 条 線 を 施 す。 現 存 高 20cm を 測 る 。 色 調

は 暗 褐 色 で 胎 土 中 に 長 石 粒 を 含 む 。 4. 表 土 中 出 土。 胴部 が 内 舟 す る 鉢 形 土 器 。 胴 上 部 に 蛇 行

隆 帯 が 巡 り 、 胴 部 に U 字 状 隆 帯 が 施 さ れ る 。 地 文 は 半 戟 竹 管 に よ る 条 線 が 縦 走す る 。 現存高 1 65 

cm を 測 り 、 色 調 は 茶 褐 色 を 呈 す る 。 5. B 区 A - 1 5 グ リ ッ ド 出 土。 胴 部 が ゆ る や か に く び れ る

深 鉢 形 土 器。 口 縁 部 に 円 形 竹 管 の 刺 突 文が巡 り 、 胴 部 に 円 形 竹 管 刺 突 を も つ 隆 帯 に よ る 区 画 が

な さ れ る 。 区 画 内 に は 蛇 行 沈 線 文 が 垂 下 し 、 地 文 に ク ツ 状 工 具 に よ る 条 線 が 斜 走す る 。 6. E 

区 出 土。 胴 上 部 が ゆ る や か に く び れ 、 口 縁部 が 若 干 内 應 す る 深 鉢形 土器 。 口 縁 下 に 沈 線 が 巡 り 、

胴 部 に 楕 円 形 の 沈 線 区 画 を 縦 に 施 す 。 現 存 高 21 cm。 色 調 は 暗褐 色 で あ る 。

' ' ' ' ' '  10cm 

第 1 05 図 グ リ ッ ド 出 土 土 器
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2. 土 製 品

(1 ) 土偶 （ 第106 図 1 · 2)

1 .  表土中出土。 土偶脇 腹部分。 曲線的な沈線文と 刺 突 文を施す。 2. 15号住居址出土。 土

偶 腹 部 および 臀部の破片である。 土偶前面の中央にはペ ン 先 状 工 具 押 引 き によって正 中線が表

現される。 右 腹には同 様の手 法による同 心 円 文と 三 叉状の文様が見られる。 脇 腹 か ら臀部にか

けては ペ ン 先 状 工 具 押 引 き による 曲線的な乎行線や 円文、 渦文などが施される。 現 存長 7 cm、

幅 6 cmを測る。 色 調は、 暗 褐 色で長石 粒 を 胎土に含む。

(2) 土 製 耳 飾 （第106 図 3 )

表土出土の土製 耳 飾である。 直 径 2cmの ド ー ナ ッ ツ 状の耳 飾で、 断面 形は 臼 状に中央がゆる

やかにく ぴれる。 貫 通 孔の 内 径は1 . 2 cmを測る。 施文は全く認められず、 色 調は 明 褐 色である。

◎
口

゜ 10cm 

第 106 図 土 製 品

(3) 土 製 円 盤 （第107 図、 図版 15)

本遺跡出土の土製 円 盤は、 4 1点存在する。 この 内、 有文のものは23点、 無文のものは 18点で

ある。 直 径は 3 cm - 6 cmの範囲に含まれる。 これらの土製 円 盤は全て土器片再 利用のもので、

当 初 か ら土製 円 盤として製 作され た と考えられるものはない。 円 盤側面 が丁寧に磨 か れている

ものは、 3 • 5 · 7 · 12 · 17 ·25 -28 ·32の11 点で、 他は雑な側面 磨 き を見せている。 断面は

ほ と ん ど が ゆ るやかな カ ー プ を なすもので、 有文のものは全て縄 文 中 期 の土器と考えられる。

無文のものに つい ても厚さ、 胎土等の特 徴 か ら中期以 外のものと 限 定で き るものは 存 在しな い 。

遺構別にみると 5 号住居址覆土中か ら 9 点、 11 号住居址か ら 7 点と出土数が多く、 この 2軒で

全体の40 %を 占 める。 形状は 円 形ないし楕 円 形に収 束するが、 17のみは長 円 形を呈する。 厚さ

は 大 半 が 1 cm 前後であるが、 7 のみは1 . 5 cmと 極めて厚い。 逆に 薄 手のものは 10、 36で o. 6 cm 

程度である。
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41 点について出土位置 、 直 径 、 厚 さ 、 重 量の 順に記述して お く 。

1 ; 3 号住 出土 · 6 cm · 1. 2 cm · 63. 2 fJ 、 2 ; 5 号住出土 ・ 3 cm ・ 1 cm ・ 1 1. 0 9 、 3 ; 5 号

住出土 · 4 cm ・ 1 cm ・ 2 1. 5 9 、 4 ; 5 号 住 出土 · 4 cm ・ 1 cm · 23. 5 fJ 5 ; 5 号住 出土 · 4 cm

· o. 9 cm · 24. 7 fJ 、 6 ; 5 号住出土 · 4. 5 cm · 1  cm ・ 29. 1 fJ 、 7 ; 5 号住出土 · 4. 5 cm ・ 1. 5 

cm · 56. 6 fJ 、 8 ; 5 号住出土 · 4 cm ・ 1 cm · 25. 9 9 、 9 ; 5 号住出土 · 4 cm ・ 1. 2 cm · 30. 89 、

10 ; 5 号住出土 ・ 3. 5 cm · O. 6 cm ・ 10. 4 fJ 、 1 1 ; 7 号住出土 ・ 3 cm · 0 9.cm ・ 12. 3 fJ 、 12 ; 8 号

住出土 · 3. 8 cm ・ 1 cm ・ 27. 3 fJ 、 13 ; 8 号住出土 ・ 4. 5 cm ・ 1. 1 cm · 32. 6 fJ 、 14 ; 8 号住 出土 ・ 3. 2 

cm ・ 1 cm ・ 14. 3 fJ 、 15 ; 10 号住出土 · 4 cm ・ 1 cm ・ 21. 5 fJ 、 16 ; 10 号住出土 ・ 3. 5 cm ・ 1 cm ・ 17. 5

g 、 17 ; 10 号住出土 · 3 cmX 2 cm · O. 8 cm · 8. 0 fJ 、 18 ; 1 1 号住 出土 ・ 2. 5 cm ・ 1. 2 cm ・ 12 .1 fJ 、

19 ; 1 1 号住出土 ・ 3. 5 cm ・ 1. 1 cm ・ 2 1. 4 fJ 、 20 ; 1 1 号住出土 · 4 cm ・ 1 cm ・ 28. 5 fJ 、 21 ; 1 1 号住

出土 ・ 3 cm ・ 1 cm ・ 14. 3 fJ 、 22 ; 1 1 号住 出土 ・ 3 cm · 09 cm ・ 12. 5 fJ 、 23 ; 1 1 号住出土 · 5 cm · 1 cm

27. 6 fJ 、 24 ; 1 1 号住出 土 · 4 cm ・ 1 . 2 cm ・ 24. 2 fJ 、 25 ; 18 号土拡出土 ・ 4 cm · 0. 7 cm ・ 18. 1 fJ 、 ·

26 ; 76 号土拡出土 ・ 3 cm ・ 1. 1 cm ・ 12. 5 fJ 、 27 ; 85 号土拡出土 ・ 3. 5 cm ・ 1. 2 cm · 20. 9 fJ 、 28 ; 表

土 · 5 cm ・ 1 cm ・ 33. 7 fJ 、 29 ; 表士 ・ 3. 5 cm ・ 1 cm ・ 19. 7 fJ 、 30 ; 表土 ・ 3. 5 cm · O. 9 cm ・ 14. 7 fJ 、

3 1  ; 表土 ・ 3 X 3. 5 cm ・ 1 . 2 cm ・ 19. 9 fJ 、 32 ; 表土 ・ 5 cm ・ 1 cm · 39. 8 fJ 、 33 ; 表土 ・ 3. 5 cm ・ 1. 2 

cm ・ 17. 9 fJ 、 34 ; 表土 · 3 cm ・ 1 cm ・ 15. 2 fJ 、 35 ; 表土 ・ 3 cm、 · O. 9 cm ・ 12. 0 fJ 、 36 ; 表土 . 4 

cm · o. 8 cm ・ 16. 8 fJ 、 37 ; 表土 · 5. 3 cm ・ 1 . 3 cm · 4 1. 7 fJ 、 38 ; 表土 ・ 3. 3 cm ・ 1. 5 cm ・ 19. 7 fJ 、

39 ; 表土 ・ 4 cm ・ 1 cm ・ 25. 6 fJ 、 40 ; 表土 ・ 3 cm ・ 1cm ・ 18. 0 fJ 、 4 1 ; 表土 · 4 cm ・ 1. 5 cm · 36. 2 fJ 。

3 .  石 器

( 1 )  打 製 石 斧 （ 第 108 · 109 図 、 図 版 16)

原形の推定できる 欠 損の少ない も の30 点を図 化した。 他に剥離な ど に よ っ て原形をと どめて

いない打製石斧 も 相当数 存 在する が 、 こ こ では 割 愛する。

30 点の打製石斧を短冊 形 、 撥 形 、 分銅 形に分類すると、 短冊 形を示す も のが 1 、 2 、 6 - 9 、

1 1 - 13 、 16 - 18 、 20 -24 、 26 -30の22 点 、 撥 形 が 3 、 4 、 19 、 25の 4 点 、 分 銅 形 が 5 、 10、 14、

15の 4 点である。

最 も 出土量の多い短冊 形 打製石斧の中で も 刃部形 態 が 円 刃と斜 刃の 2 種 類に細分できる が 、

直 刃の も のは 存在しない 。 斜 刃の も のは1、 6 の 2 点で、 円 刃 が その 大 半を 占 めている。 短冊

形とい う 同 一 形 態の石斧であ っ て も 刃 部形 態に応 じて異なる 用 途·機能 が 存 在 して い た も のか

も しれない 。 特に 6 は 、 短冊 形に 含めたが 、 基部に扶りを も ち 、 側 面を使 用 した も のと考 え ら

れる。 長 さ は 10 - 13cmの も のが 多く、 最 大で 18. 6 cmを測る。 刃部幅 は 4 - 5 cmの も のが 多い 。

重量は 100 - 130 9 ほ ど が 多 く 、 200 9 を超 える も のは 2 点に限 ら れる 。

撥 形 は 全体の 13 %を 占める が 、 刃部形 態 は 円 刃と直 刃の 2 種に分け ら れる。 円 刃を も つ も の

は 3 、 4 、 匝 刃を示す も のは 19 、 25である。 長 さ は 9 - 10cmで、 短 冊 形 よ り や や 小ぶりである。

刃部幅 は 4 - 4. 5 cm程で、 重 最 は 70 -90 9 に集中する。

分銅 形 は 、 身の中程に扶 り を も つ も のであるが 、 甚部と 刃 部幅 が 極 端に異なる も の ( 5 ) と
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両者 が ほ ぽ 同 じ 幅 を 示 す も の ( 10 、 14 、 15 ) の 2 種 類 が あ る 。 長 さ は 8 - 10cm程 を 測 り 、 重 さ

は 各 々 に バ ラ つ き が あ る 。

打 製 石 斧第 109 図

打 製 石 斧 一 覧

番 号 出 土位 置 形 態 贔月 基（ば部） 幅 刃
(cm部)幅 刃 部 形 ＂ 石 材

1 1 住 短 冊 14. 2 4. 2 4. 4 円 刃 1 19. 0 粘 板 岩

2 3 住 II 1 1. 2 3. 1 4. 4 ” 1 18. 3 泥 質 ホ ル ン フ ェ ル ス

3 5 住 揆 10. 2 3. 3 4. 5 ／／ 91 .  8 細 粒 砂 岩

4 5 住 ’’ 9. 5 3. 1 4. 5 ” 84. 8 細 粒 砂 岩

5 5 住 分 銅 8. 5 3. 5 6. 8 ’’ 1 14. 2 粘 板 岩

6 5 住 短 冊 1 3 .  2 2. 5 3. 6 斜 刃 98. 5 泥 質 ホル ン フ ェ ルス

7 5 住 II ( 1 1. 2 ) 5. 2 4. 7 円 刃 170. 0 泥 質 ホ ル ン フ ェ ルス
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番 号 出 土位 置 形 態 fem� 基 部
）
幅 刃 部 幅 刃 部 形 重

墨 石 材(cm (cm) 

8 7 住 短 冊 ( 1 1 . 4 )  3. 7 1 06. 3 泥 質 ホル ン フ ェ ルス

， 7 住 分 銅 1 0. 8 4. 2 5. 6 『J 刃 176. 8 極 粗 粒 砂 岩

1 0  7 住 短 冊 1 1 . 8 5. 1 6. 0 ” 1 13. 3 粘 板 岩

1 1 7 住 ,, 1 0. 4 4. 0 5. 5 ,, 1 0 1 .  5 泥 質 ホル ン フ ェ ルス

12 8 住 " 1 2. 2 5. 2 4. 9 n 128. 5 細 粒 砂 岩

13 9 住 " 1 0. 6 5. 0 209. 9 細 粒 砂 岩

14 1 1 住 分 銅 1 0. 3 3. 8 4. 8 円 刃 78. 0 細 粒 砂 岩

1 5  1 1 住 ,, 9. 1 2. 8 4. 0 " 38. 7 粘 板 岩

1 6  1 1 住 短 冊 ( 1 0. 7 ) 4. 0 4. 6 " 95. 2 砂 質 粘 板 岩

17 1 1 住 ,, 1 2. 0 3. 1 5. 0 斜 刃 95. 8 泥 質 ホル ン フ ェ ルス

18 14 住 ,, 1 3. 6 ( 3. 5 ) 5. 2 円 刃 202. 7 細 粒 砂 岩

1 9  12 住 揆 1 0. 6 2. 7 5. 0 " 72. 3  泥 質 ホル ン フ ェ ルス

20 2 号 竪穴 短 冊 1 2. 2 4. 3 4. 6 ” 129. 3 泥 質 ホル ン フ ェ ルス

2 1  1 6土 ,, 1 1 . 5 3. 1 4. 0 ,, 90. 9 泥 質 ホル ン フ ェ ルス

22 35 土 " 1 2. 1 4. 1 5. 4 " 179. 8 細 粒 砂 岩

23 83 土 " 9. 3 5. 1 5. 1 ,, 137. 8 細 粒 砂 岩

24 85 土 ” 8. 9 3. 35 3. 8 斜 刃 69. 1 泥 質 ホル ン フ ェ ルス

25 A-21G  揆 9. 0 I .  9 4. 2 匝 刃 67. 4 粘 板 岩

26 表 土 短 冊 1 8. 6 4. 0 5. 2 l' l 刃 177. 2 細 粒 砂 岩

27 表 土 ,, 1 1 . 9 5. 0 ” 1 1 1 . 4 細 粒 砂 岩

28 表 土 II 9. 8 4. 2 5. 1 ,, 136. 8 粘 板 岩

29 表土 " 8. 1 4. 2 4. 8 斜 刃 123. 8 粗 粒 砂岩

30 表 土 " 8. 6 4. 2 4. 6 ,, 74. 7 中 粒 砂 岩

(2) 磨 製 石 斧 （ 第1 1 0 図 、 図 版 18)

磨製石斧 の 出 土 例 は き わ め て 少 な く 13 号住居址 お よ び35 号 土拡出土の 2 点 が あ る 。 他で は 1 0

号 住 で 甚部 破 片 1 点 が 出土 し て い る。

1 は 長 さ 13. 35cm、 幅 4. 75 cm、 原 さ 3. 5 cmの乳 棒状磨製石斧 で あ る。 刃 部 は 円 刃 で 両 側 に 刃

部 が つ け ら れ 、 甚部 は 一 部 欠 損 す る。 重 さ は 350 9 を 計る。 2 は 小 型 で 薄 い定角 式 磨製石斧 で
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口
第 1 1 0 図 磨製石斧

l血

ある。 全体的 に 丁寧 に 磨かれて おり、石材 も 非常 に 硬

い 珪 質 岩を用 い て いる。 刃 部は 直 刃 で 一部 が 欠 損 し

て いる。 長さ 5 .6 cm 、 幅 3 .6 cm 、 重さ 34 .6 fJ を計る。

機能 と し て は 、 1 が 木材の伐 採 や 資 材の荒 割 り 等 に

使 用 され た と 考 え ら れる が 、 2 は 横斧 と し て 資 材の

2 次 加 工 等の用 途 に 使われた も の と 推定される。 ま

た 、 2 は 底部に 2 個体の土器を出土した35 号土拡か

ら 出土した も ので 、 土拡墓の副 葬 品の一つ で ある 可

能 性 も あ ろ う 。

(3) 石 鏃 （第 1 1 1 図 ）

石鏃の出土例 は 16 点 存 在す る 。 3点を除 い て 全 て

黒 曜石を石材 と し て お り 、 他 に は チ ャ ー ト 質の も のが 利 用 され て いる。 形 態 は 14の三 角 鏃 以 外

は す ぺ て 凹 基 無 茎 鏃 で ある。 基 部の扶り方は 大 半 が 三角 形状をなす が 、 13のみ は 扶り が 深く U

字状を呈する。 全体 的 に は 側 面 が 虹 線 的 になる も の と 、 や や 膨 ら みを も つ ク イ ブ が 存 在す る 。

後者の ク イ プ は 相 対 的 に 大 形の も のが 多い。 大きさは 、 完 形の も の で最小が長さ 1 .65 cm、最大

で 3.55 emと かなり差 が ある が 、 多くは 2 cm前 後の も ので ある。 重量 は 大 形の も のを除 け ば 1 fJ 

以 下の も のが 大 半を 占 め る 。
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第 1 1 1 図 石 鏃
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(4) 石 錘 （ 第 1 1 2 図 ）

1 1 号住居址で石錘 が 1 点 出土し て いる。 両 端 に 切 目を入 れる切

目 石錘で、 長さ 5. 1 5 cm、 幅 4. 6 cm、 厚さ 1. 3cmを測り、重さ 39. 95 

9 を計る。 石材は安山岩製である。

(5) 石 匙 （ 第 1 1 3図 、 図 版 18 )

6 点 出土した 石匙の 内 遺構に 伴 出した も のは13号住出土の 1 の

みで、 他の 5 点は B 区 グ リ ッ ド で検 出され て いる。

一 こ�
I

� 三;)

� ニニニニニ

こニニ�

6

こ二ニ＞
0 

5 cm 

第 1 1 2 図 石 錘

3
 

==---::: ― 三
5

 

10cm 

第 1 13図 石 匙
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形態はすべ て 横 型で、 1 を除い て は大型 品 で あ る。 1 は押 圧 剥 離による 刃部 加 工が片 側に な

され 、 極め て 丁寧な作りを示す。 他の 5 点は、 刃部が彎 曲し て いるものが 2 点 ( 2 · 5)、 直

刃を呈するものが 3 点 ( 3 · 4 · 6 ) 存在する。 つ ま み 状の小突 起は 1 が やや片 側に扁し て つ

け られ るが、 他の粗 製 石 匙ではほぽ中央部に認められ る。 石 材 は 1 が 黒 耀 石、 2 · 5 が粘 板岩、

3 が砂 質 シ ル ト 岩、 4 が砂 岩、 6 が凝 灰 岩と多彩で あ るが、 黒 耀 石のものは小型精製、 他の石

材では大型粗製の 石匙となる。

(6) 磨 石 ・ 凹 石 （ 第 1 1 4 - 1 1 8 図、 図 版 1 7 )

磨 石 ・ 凹 石の出土量は 打 製 石 斧と共に非 常に多く、 図 示した41点の他に 欠 損 品など40点が存

在する。 これ らの中に は純粋に磨 石 又 は 凹 石とし て 使 用 されたものもあるが、 その両 者の機 能

を兼 ね 備 え て いるものも少なくない。

磨 石は平面形がほぽ 楕 円形と な るものと隅 丸 長方形となるものが多く、 断 面形i、ま 四 角柱状を

呈するものと、 扁平な楕 円形を星するものな どが認められ る。 大きさは 拳大からそれ よりやや

大きいものが H 立つ。 磨 石とし ての使 用 面は 1 面 - 5 面であるが、 磨 り面は 中 央が膨らみ をも

ち 彎 曲 するものが多い。 このことは磨 石を長 軸方 向 に 使 用 したのではなく、 長 軸に 直 交する方

向 の運 動が加わった結 果で あ ると理 解され る。

凹 石で磨 り 面をもたないものは、 図 示したものの内15 点存 在する。 形状は楕 円形を呈するも

のが多く、 打 撃点と考 え られ る凹み 部は 1 面に 1 - 3ヶ 所認められ 、 表 裏の 2 面又は側面を含

めた 4 面が使 用 され るものも少 な く な い。 19はたびかさな る打 撃 に よっ て、 凹部が深い挟りと

なっ ている。 41は 片 面がやはり深い凹部となるが、 その表 面は19の打 撃によるものとは異なり、

なめらかな仕上げとなっ ている。 その意 味では他の凹 石とは異なる石 皿に寧 ろ 近い用 途 で あ っ

たのではないかと考 え られ る。 形態的には、 新 潟 県 沖 ノ 原遺跡 や岩野原遺跡で出土した小型 石

皿と類似する。 特に岩野原遺跡では、 ク ッ キ ー 状炭 化 物 が 詰 ま っ た 状態で出土し ており、 「 捏

ね 鉢 」 または 「 型 」 とし て使 用 されたことが 指 摘され ている。

磨 石と凹石を兼ねたものは、 図 中12 点存在する。 磨痕のあ る 面 と 凹 み 部は 同 一 面にあるもの

も多く、 「磨り 」 と 「 被 打 撃 」 の機 能 が 結 果的に 同 一の石器で行 な われ ていることから、 この

石 器の多様な用 途を窺 うことができる、 また、 12 はさらに 長 軸方 向 両 端に扶りがはいり、 石 錘

状 を呈し ているこの扶りを重 視すれ ば、 魚 網 錘 や編物を編む際 に 使 用 された 「おもり 」 とし て

の用 途も考 え られよう。

(7) 石 皿 • 多 孔 石 （ 第 119 図 ）

石 皿 • 多孔 石は、 ほと ん ど が住 居址内から出土し ている。 1 · 3 が石 皿、 4 - 9 は 多 孔 石、

2 は 石 皿と多孔 石を兼ねている。

石 皿はいず れも中央部が 凹むものであるが 完 形 品は 1 点も存 在し ない。 多孔 石は、 人頭大と

それより小さなものがある。 多くは表面がほぽ 乎ら な 扁平石を利 用 し ており、 表 裏 2 面での使

用 が 顕 著である。 このことは、 打 撃の際のたたき台とし て使 用 された 可 能 性を示 唆し ている。

石 材は、 5 · 7 が デ イ サ イ ト で他は安山 岩製で あ る。
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表 4 磨 製 石 斧 一 覧

番 号 出土 位 置

13 住

35 土

長 さ (cm.)

1 3. 4 

5. 6 

幅 （頃）

4. 8 

3 . 6 2
 

重 量 ( g )

350. 0 

34. 6 

石 材

緑 色 凝灰岩

珪 質 岩

表 5 石 匙 覧

番 号 出 士 位 置 長 さ (cm) 幅 (cm) 咀 最 ( fl ) 石 材

1 13 住 4. 5 2. 8 5. 8 里‘‘‘ 曜 石

2 B区A-1 0グ リ ッ ト
‘ 8. 3 6. 9 67. 6 粘 板 岩

3 B区A-1 0グ リ ッ ド 1 o. 1 8. 1 1 87 .  8 砂質 シル ト 岩

4 B区A-1 0グ リ ッ ド 9. 9 6. 6 62. 9 砂 岩

5 B区A-1 1 グ リ ッ ド ( 1 o. 6 )  7 .  3 68. 3 粘 板 石,_,_,� 

6 B区A-26グ リ ッ ド ( 6. 9 ) 6. 9 65. 3 凝 灰 岩

表 6 石 鏃 覧

番 号 出士位置 長 さ 0m) 幅 (cm) 重量 ( fJ ) 形 態 石 材

1 2 住 ( 2. 2 ) 1 .  5 1 . 0 凹 甚無 茎 黒 曜 石

2 13 住 ( 2. 0 ) ( 1 .  4 ) o. 7 ,, " 

3 5 住 I .  8 1 .  5 o. 7 V V 

4 5 住 1. 7 ( 1 . 2 ) o. 3 " ？ 

5 5 住 2. 2 1 . 5 1 . 2 N 黒 耀 石

6 5 住 3. 6 1 .  8 2. 1 ,, ,, 

7 5 住 1 . 8 1 .  6 o. 5 ＇�＇ V 

8 5 住 ( 1 . 5 )  ( 1 .  6 ) o. 5 ？ " 

， 7 住 2. 8 ( I . 8 ) 1 . 0 凹 甚無 茎 " 

1 0  9 住 炉 2. 0 ( 1 . 3 ) o. 4 " ？ 

1 1 ， 住 2. 2 C 1 . s ) 1 . 0 " 黒 曜 石

1 2  1 0  住 ( 1 . 5 )  ( 1 . 3 ) o. 5 " ,, 

13 10 住 ( 2. 3 )  ( 1 .  5 ) o. 9 V ,, 

1 4 1 1  住 ( 2. 0 )  ( 1 .  6 ) 1 . 9 平 甚無 茎 チ ャ ー ト

1 5  B区S - 6 グ リ ッ ト｀ C 1 . s )  ( 1 .  6 ) o. 8 凹 甚無 茎 黒 曜 石

16 48 土 ( 2. 2 )  ( 1 . 6 ) 1 . 3 ,, ,, 
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番 号 出 土位 置

1 1 住

2 ,, 

3 ,, 

4 ,, 

5 " 

6 2 住

7 3 住

8 " 

， ,, 

10 " 

1 1  4 住

12 ,, 

13 5 住

14 7 住

15 H 

16 ,, 

17 " 

18 8 住

19 " 

20 II 

2 1 ， 住

22 " 

23 ,, 

24 ,, 

25 " 

26 10 住

27 ,, 

28 ” 
29 11 住

30 ” 
3 1  ’’ 

32 " 

表 7 磨 石 凹 石 一 覧

長さ (cm) 重さ (9) 使用 面 種 別

12 . 4 7 12 3 面 磨

1 1 . 2 5 16 3 磨

12 . 1 597 2 磨

9 . 2 638 先 岬噴 凹

10 . 1 637 2 磨・ 凹

9 . 9 364 4 磨

9 . 8 432 3 磨・ 凹

1 1 . 2 439 3 凹

9 .  6 442 3 凹

11 . 4 446 4 窮・ 凹

8 .  8 348 2 凹

6 .  9 498 1 凹

( 8. 8 ) 4 磨 · 凹

5 .  4 108 1 凹

8 .  7 478 3 磨 · 凹

( 6 . 1 )  300 2 凹

10 . 6 5 18 1 凹

7 .  3 684 4 磨・ 凹

10 . 3 300 3 凹

( 6 .  8 ) 402 3 凹

10 . 7 620 2 磨・ 凹

( 7. 4 ) 278 

18 .  3 1284 3 磨

13 . 3 926 3 磨

1 1 . 2 732 4 磨 · 凹

9 . 1 358 2 凹

5 .  1 220 1 凹

16 . 2 1578 3 及び先端 磨

12 . 4 685 5 磨・ 凹

9 .  4 470 2 磨・ 凹

9 .  0 542 4 磨・ 凹

9 .  6 440 4 磨
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番 号 出 土位 置

33 2 号竪穴
34 16 住

35 12 住

36 70 土

37 85 土

38 3 号 溝

39 Bグ区
リ
A、｀-， ド16 

40 " 

4 1 表 採

番 号 出 土位 置
1 4 住
2 10 住
3 1 1  住
4 5 住

5 ， 住

6 ， 住
7 ， 住
8 10 住， 表 採

長 さ (CTTV 重さ (fl) 使 用 面 種 別

( 7. 6 ) 462 2 凹
1 1. 8 . 5 13 4 凹
13 .  8 736 3 磨
1 0. 0 458 3 凹
12 .  9 640 2 磨
9. 0 498 1 磨

( 7. 6 ) 306 4 磨 ・ 凹

( 6. 3 )  3 18 4 磨
( 6. 6 ) 1 58 2 

表 8 石 皿 ・ 多 孔 石 一 覧

長 さ ccrru 幅 （虚） 重量 (9) 使 用 面 凹 の 数

( 8. 5 )  4 1 0  1 

( 12. 6 ) 1 0 18 1 

( 9. 7 )  450 1 

30. 4 2 1. 2 1 2 

1 4. 6 1 9. 0 1678 1 8 

2 4. 4 22. 1 3676  2 表 8 • 裏10

26. 8 17 .  2 4477 1 3 

15 .  0 1 1 . 2 1632  3 側
表1 1  

3 
• 畏 4 

1 9. 8 14. 0 4002 2 表 9 . 裏13
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第N 章 各 説

第1節 上 野 原 遺跡の 火 山 灰層
1 .  は じ め に

本遺跡の位置する 曽 根 丘 陵には、 左 右 口 礫 層 （藤本、 1975)の 上位に P m - I ( 小林 ほ か

1967)を挟在する褐 色 風化火山灰層 （ いわゆる ロ ー ム 層 ） が 広く分 布 して いる。 こ れ ら の火山

灰 層 の 研 究は、 宮 沢 (1964)、 甲府盆 地 第 四 紀 研 究 グル ー プ ( 1969)、 藤本 ( 1975)ら に よ っ

て従 来か ら なされて いる。 町田 ・ 新井 (1976)の 姶 良 Tn 火山灰 ( A T ) 発見以 来 、 ATは先土器

時 代の重要な鍵層として注 H され 、 全 国 各 地での分布 が 多く報告され て い る 。 しかし、 甲府盆

地 周辺での報 告 例は今までほとん どない 。 今 回は本遺跡に お ける AT 層 準を見出す こ とを 目 的と

して重 ・ 軽 鉱物分析を行な っ た。

2 . 試 料 と 方 法

分 析 試 料は本遺跡B 区西 端で採 取された P m- I ょ り も 上位の風化火山灰 試 料24 点である。 た

だ し P m- I との層位関 係は不明である。 試料 採 取位置 ・ 岩 質は第 120 図 に示す。

分析方法は、 適量の試 料を O. 063 mm の分析 飾 ( # 250)で受 けなが ら 流水中で水 洗し泥分を除

去した。 必 要に応 じて超 音波装 置で泥分の分散を計 っ た。 分 析 飾 (# 60)を用 い O. 25 - O. 063 mm 

粒 径 砂分を 抽 出し、 秤量後 テ ト プ ロ モ エ ク ソ （ 比重約 2. 96)を用 い て重鉱物と軽 鉱物とを比重

分離し秤量した。 分離した重 ・ 軽 鉱物を リ ゴ ラ ッ ク に封 じ 、 偏 光 顕微鏡 下で検 鏡し た 。

対 象 砂分中の重鉱物と軽 鉱物の割 合は、 砂分に対する分離後の重鉱物量 （重量 ％ ） で代 用 し

た。 重鉱物組 成は璽 鉱物総数を 甚数とし、 軽 鉱物組 成は風化粒子等を除 い た火山 ガ ラ ス • 石英

• 長石 • 黒 雲 母の総数を 基 数して 算 出し粒数％で表 示した。 なお 火 山 ガ ラ ス の形 態は、 遠藤・

鈴 木 ( 1980)に従 っ て分類した。

3. 分 析 結 果 と 考 察

分 析 結 果は 第 120 図 に示す 。

砂分構 成では、 上方に 向 っ て重鉱物量の漸 減と軽 鉱物量の漸 増 傾向 が み ら れる。

N - II 層では、 A · A'型 （ い わ ゆる バ プル ウ ォ ー ル型） の無 色 火山 ガ ラ ス が 合わせて30 -50

％ 台の出現 率を示す。 ガ ラ ス の形 態 的 特 徴 か ら こ れ ら は 2. 1 - 2. 2 万年前に降 灰 した ATに由来

する ガ ラ ス と 考 え ら れる。 出現 傾向 か ら みて A T の降 灰 脳 準は N 屑 最 上部か ら 皿 層 下部付近と

推定される。

重鉱物組 成では カ ン ラ ン 石 が 優 占 する。 カ ン ラ ン 石は、 VI - N 脳に お い て60 % 台の 高 率 を 示

し 、 11l 層 最下部を境に 上方に 向 っ て漸 減 し40 -50 % 台となる。 こ の カ ン ラ ン 石の変化曲 線は、

砂分中の重鉱物量 変 化と類 似 性 がみ ら れる。 曽 根 丘 陵 地 域の従 来の重 鉱物分 析 結 果では カ ン ラ

ソ石 が 極めてまれにしか報 告されて いない 。 今 回 の分 析で曽 根 丘 陵の火 山 層 中 に カ ン ラ ン 石が
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優 占 する こ とか ら 、 地 表下約 1 . 2 m の火 山 灰 層は、 カ ン ラ ソ石を 含 む 玄 武 岩 質 テ フ ラ で特 徴 づ

け ら れ 、 富 士 火 山に 由 来する 可 能 性 が 極めて強い。 こ れは風化火 山 灰 層 中に黒 色 ・ 褐 色 ス コ リ

ア 片 が 含まれる こ とと も 一 致する。 な お 、 斜方輝 石 ・ 単斜 輝石 ・ 斜長石等の一部 も 富 士 火 山 起

源の鉱物である 可 能 性 が 強い。

A T 層 準 、 カ ン ラ ソ石の変化煩向 、 お よ び 暗 色 帯の存在は、 宮 士 火 山 東方の武 蔵野台 地 立 川

ロ ー ム 層 中の分 析 結 果と極めて 高 い 類 似 性 を示して いる （遠藤 · 鈴 木、 1980 ; 多 聞 寺 前 遺跡

調査 会 、 1982 ; 東 京 天文台構 内 遺跡調査 団 、 1983) 。 従 っ て 曽 根 丘 陵で広く追跡できる 暗 色 帯

（本遺跡IV 附 ） は 、 立 川 ロ ー ム 府 第 2 賠 色 帯 ( B B Il ) に対比されると考 え ら れる 。

v 層は、 転 鉱物風化粒 -f· や イ デ ィ ン グ ス 石化した カ ン ラ ソ石が や や 多く出現して いる こ とか

ら 他 に比して や や 風化が 進 んでいる 可 能 性 が ある。

石英 ・ 角 閃 石 • 黒 雲 母 等の一部は、 後 背 地か ら 運 搬されてきた 二次的 堆 積物に 由 来 する鉱物

と考 え ら れる。 また III 層 上部 - Il 肘に含まれる A . N. 型 ガ ラ ス も 、 二次堆積 ある いは 上 下方向

の攪 乱 作 用 等に よ っ て も た ら された 可能性 が 考 え ら れる。

な お 、 藤本丑雄氏には行 重 な 御 意見をい た だ き 、 資 料 等で も お 世 話に な っ た。

（ 河 西 学）

引 用 文 献

遠 藤 邦 彦 • 鈴 木正章 ( 1980 ) 「 立 川 ・ 武 蔵野 ロ ー ム 層 中の火 山 ガ ラ ス 濃 集 層 」 『考 古 学と 自

然 科 学』 1 3. P. 19 - 30 

藤本丑雄 ( 1975 ) 「 地 質 」 『 中 道 町 史』

小林 国夫 • 清水 英 樹 ・ 北 沢 和 男 ・ 小林武彦 ( 1967 ) 「 御 嶽 火 山 第一 浮石層 ― 御 嶽 火 山 第一 浮石

陪 の研 究 そ の 1 - 」 『地 質 学 雑 誌』 73, P. 291 - 308 

甲府盆 地 第四 紀 研 究 グ ル ー プ ( 1969 ) 「 甲府盆地の第四系 」 『地 団 研専報』 15, P. 254  - 258 

町田洋 • 新井 房 夫 ( 1 986 ) 「 広 域に分 布する火 山 灰 ― 姶 良 T n 火 山 灰の発見とその意 義 ー 」

『科 学』 46, P. 339 - 347 

宮 沢 忠治 ( 1 964 ) 「 曽 根 丘 陵の第 四 系 」 『 山梨地 学』 6.

多聞 寺 前 遺跡調査会 ( 1982 ) 『 多 聞 寺 前 遺跡l 』

東 京 天文台構 内 遺跡調査 団 ( 1 983) 『東 京 天文台構 内 遺跡』

- 96 -



軽鉱物＊＊咀 鉱 物＊

J+3
 

ー
古＋3＋g

スラガ

N

山火

＜
 

!
 

函
遥
苔
祀
←

四 ェ ゞ屯
郎 ＇' n u 

::, � ヽ
研環ぷ渭ヽ

H
賦
蕊
症

こ
葉.
q
苓

(1
Hr
kも、
\
:

卜
}
9

D
)

H‘入
m
入
宍

コ
禎
笠

9
 

認
迄

H/5 

D 

仁コ

D
 

D 

［コ

仁］

口

口

D
 

D
 

D
 

D
 

口

D
 

D
 

D
 

D
 

D
 

�·· ― ―・ ーロ

= - -, I 几二］

l 忙ニコ
I i i I 

亡

仁二

［二ニ］
仁ニコ

にニコ 亡コ

亡ニコ ニ］
［ニコ

にコ

［コ
□.

 

b
 

D
 

b.
 

に二J p 

にニコ

［ニニコ

仁ニコ

亡ニコ

に

に二］

仁ニコ

に二］

に二］

仁二］

仁ニコ
にコ

仁コ

にコ

仁二l
亡二l

10 

゜

p 

,o 

p
 

口

口
口

口

口

日

E
 

日

日

日

E
U.

 

且

且

n
 

I
U

 

n1
 

口

日

B
 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2
 

D B  

B , S  

B ,H 

D B  

B B  
5 oc.M 

。
1 0 0 ぢ5 0  。0 1 %以下

＊ 屯鉱物総数を 基数に算 出
＊＊ 風化粒 子等を除 く 軽鉱物粒数を 基数に 算 出

□□ 軽鉱物 （風化粒＋を除 く ） ビ三］ 風化粒子二 重鉱物暗色帯

B B 黒褐色

［ロ

_:=]

風化火 山灰

D B 賠褐色

S 軟質

8 褐色

H 硬質

97 - 98 

B 地 区 試 料 1/ 4 - 1/ 16 mm粒 砂 中 の 重 鉱物量 ( I-V S ) 厘 ・ 軽 鉱物組 成上 野原遺 跡 、第 120 図



第 2節 縄 文 時 代の集 落の展 開 とその問 題 点

本遺跡は1971 年 に甲 府 ・ 精進湖 有料 道路 建 設 工事に伴って発掘調査が な され、 縄 文 時 代前 期

末 ～ 中期 を 中心 とした集落 址の一部 が確 認 された。 その遺構は住居址22 軒 の他、 多 数 の土拡、

配石遺構、 埋甕を伴 う もので 、 縄 文 集落 の全貌 を推 定 で き る本県で ははじ め ての遺跡として注

目 を 集め た。 こ の調査の成 果 は、 上野晴 朗氏によって 『 中道町史』 に概要 が記 されている。
(1) 

今 回 の調査区域 の中で もB区は、 1971 年時 の調査区から 10 m 程 南 側 に並行して走 っており 、

当 初 から 同一 集落 を構成 す る遺構の存在が予 測 されてい た。 第Il 章 です で に記 述 してき たが 、

縄 文時 代の遺構はB 区及 びC 区東端 に集中し、 東西約 180 m に及 ぶ 集落 規模 であるこ とが明 ら

かとな った。 南 北 の範 囲 は1971 年時 の調査とE 区の配石遺構の存在から 約 150 m と推 定 される。

集落 形 態 は、 住居址が環 状 ま たは馬 蹄 形 に巡 るものと考 え られ、 住居址東端 の更 に東側 に土拡、

単独埋甕、 集石等の墓 域 と推 定 され る空間 が存在す る可 能 性 が高 い 。 配石遺構が集落 の南 端 か

ら 検出されてい る事 実 を考 慮 すれば 、 あるい は住居址群 の外 側 にそのよう な ゾ ー ン が設 定 され

てい たのかも知れな い 。

今 回 の調査で 発見 された遺構は、 住居址16 軒 、 土拡95 甚 、 単独埋甕5 基 、 集石遺構1 基 、 配

石遺構l 基 、 竪 穴 状 遺構2 基 、 溝状 遺構4 本である。 こ れら の遺構につい て時 期 別 に分 類 し、

集落 の展開 を 明 ら かにしてみ たい。 遺構に伴 う 出土土器 は、 縄 文 時 代前 期 前 葉 の土器が最 も古

く 、 諸 磯 式 期 、 新 道式 期 、 藤 内 式 期 、 井戸 尻 式 期 、 曽 利 式 期 と続 く 。 各 遺構の帰 属 時 期 は以 下

のよう にな る。

I 期 ： 木 島 式 並行期 … … … . . . 1 号 竪 穴 状 遺構

n 期 ： 諸 磯 b 式 - C 式 期 … … 2 号 住居址、 10号 土 拡

m 期 ： 新 道式 期 … … … … … …13 号 住居址、 33号土 拡、 84 号 土拡

N 期 ： 藤 内 式 期 … … … • … … . . 5 号 住居址、 12号住居址、 18 号 土拡、 19号土 拡、 35 号 土拡、 41

号 土拡、 50 号 土拡、 58 号 土拡、

V 期 ： 井戸 尻 式 期 … . . . … … … 1 号 住居址、 3号 住居址、 4 号 住居址、 6 号 住居址、 7 号 住居

址、 8 号 住居址、 14 号 住居址、 3 号 士拡、 21 号 士拡、 22 号 土拡、

31 号 土拡、 36 号 土拡、 37号土拡、 44 号 土拡、 72 号 土拡、 82号土

拡、 83 号 土 拡、 3 号 単独埋甕、 4 号 単独埋 甕 、 2 号 竪 穴 状 遺構

- �  ロ尺喜こ図�£厨詞口 丘請二 1 1
第121 図 1971 年 調査 時 遺構配置 図 （上野 1975 )
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第 122 図 縄文時代 中 期 集 落の推 定 範 囲 ( 1 /5000 ) 

VI 期 ： 曽利 式 期 … … … … … … … 9 号 住 肘 址、 1 0 け 住 居址、 I 1 ',)· 住 居址、 16 号 住 居 址、 30 号 土

拡、 39 �·土拡、 40 号 土拡、 85 号土拡、 93 号土拡、 1 号 配 石遺

構、 1 号 単 独埋甕、 2 号 単 独埋甕、 5 号 単 独 埋甕

以 上 で 示し たものの他に I 9 7 1 年時の調在では更に前 期末の 1- 三菩 提 式 期の住 居 址が確認さ
(2) 

れ て いるが、 今調在では発見され て いない。

縄文時代の遺構のなかで最も古い前期 初 頭の遺構は、 C 区東端で確認された 1 号 竪 穴のみ で、

確認部分も僅 か で あ るため果たし て こ れが住 居で あ っ た か 否 かは判 断 す る こ とがで き ない。 県

内では一 宮町から勝 沼町に展 開 す る釈 迦 党遺跡群 や大 月 市原平遺跡、 lei] じ曽根 丘 陵 上では 立 石

遺跡で該 期の集 落跡が発見され て おり、 本 遺跡の場 合も数軒で構成された集落が存在し た 可 能

三菩 提 式 期 の前期 後 葉の住 居は、 極め て性は否 定で き ない。 II 期とし た諸 磯 b 式 - C 式及 び ＋

散 在的で 2 号 住 居址などは 中 期 の集落から 1 50 m 程はなれた位置に存在し て いる。

こ れに対し 中期になると B区 から C 区東端に あ る程度継 続的な集落が営ま れ て く るものと考

えられる。 遺構とし て 確 認され て いる時期では新道式 期から藤内式 期、 井 戸 尻 式 期 、 曽利 式 期

へと続 く 、 中 期 中 葉 以 降と言 う こ とになる。 該期になると住 居址が密集し 、 住 居址 間の重複 関
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係が極めて著し くなるが、 その密集地域は 3号 住 居址 . 4 号 住 居址 . 6 号住 居址 と 5 号 住 居址

• 7 号 住 居址 . 8 号 住 居址 . 9 号 住 居址、 さらに10号 住 居址 . 11 号 住 居址 · 13号 住 居址 · 15 号

住 居址の 3 つの プ ロ ッ ク に大きく分け られ る。 3 号、 4 号、 6 号 住から出土し た 土器はいずれ

も 井戸尻 式 と され る も ので覆 士中の土器から新 旧 関 係を明らかにす るこ と はできないが、 切り

合い関 係か ら 6 号 → 4 号 → 3 号の順に建てられた と 推 定され る。 5 号、 7 号 - 9 号 住の間では、

5 号 → 7 号 . 8 号 → 9 号の順 序で築造されているが、 7 号 と 8 号の新 旧 関 係については 判 断し

がたい。 10号 、 11 号、 13号、 15 号 住の間 では、 13号 → 15 号 → 10 号→ 1 1 号 住の順 序 と なろ う。

住 居址以外の遺構では、 土拡が藤内期以降 急増してくる。 また、 井戸尻式期以降 住 居址東側

に単 独の埋甕が埋設 されてくるこ と も 1 つの特 徴 と いえ る。 土拡の形態では平面形が楕 円形を

呈 す る も のが 最 も 多く土拡全体の45 % を 占め、 つ ぎに 円形 プ ラ ン が続 く 。 断面形は皿状ま た は

円 筒形を呈 す る も のが大半を 占め、 袋状や フ ラ ス コ 状を示 す も のは全く認められ なか っ た 。 土

拡内の遺物出土状態は、 土器片を数点 覆土中に混 入 す る も のが最 も 多いが、 完形深 鉢を逆位に

埋設 す る例 ( 18 号土拡） や土拡底部に完形土器を横 た えて埋設 す る例 (35 号土拡） など極めて

特 異な出土状況を示 す も の も 存在する。 このように一口に 土拡 と 言われ る遺構で も その機能は

様 々 な も のがあったのであろ うが、 土拡の形態的特 徴 と 遺物の出土状況からそれ を類 推 できる

も のは極めて限定されてし ま うのが現状である。 今後拡内に残 る人為的遺物 ば かりでな く 、 炭

化物 や炭化材などの 自 然遺物の検出により重点をおいた 調査によって、 土拡の機 能 別分類をそ

れ ぞれ の遺跡で 明 確にして い く必要があろ う。

以上、 調査のなかで知り えた縄文集落の内部構造について記述してきたが、 より広域的な交

流関 係を示 す資料 と して一 般 的に言われ る黒 曜 石などのほかに 熔 岩の存在が注 目 され る。 熔 岩

は、 石 皿などの材料 と して選 択され る例はあるが、 本遺跡の場 合 石 器の製 品 と してではなく親

指大から拳大の塊 と して遺構内外から出土している。

18点の熔 岩 塊は、 3号 住で 1 点、 5 号 住で 3点、 7 号 住で 2 点、 8 号 住で 1 点、 9 号 住で 2

点、 11 号 住で 1 点、 13号 住 で 2 点、 14 号 住 で 1 点、 他は グ リ ッ ド また は 表土出土の も のである。

これ らの熔 岩は、 気 泡 痕 や 有 鉱 物などによって視覚的に 4 種 類に分類され るが、 同 一 火 山の噴

出物であって も 流出時の条件によってその組 成が異なるため 自 然 科 学的方法による産地 同 定は

極めて 困 難である。 し かし 、 本遺跡をのせ る曽根丘陵から峠を 1 つ隔てた 南側に位置 す る上 九

一 色 村などでは、 家の周囲に配する石 垣に熔 岩を多用 す る例が現在で も 知られており、 地理的

条件から も 本遺跡出 土の熔 岩 も 富 士 山の起 源である 可 能性は高い。 富士山北麓に位置す る郡内

地方では富士 火 山 と 縄文時代の遺跡の増 減が関連す るこ と が、 奈良泰史氏によって論 究されて
(3) いるが、 甲 府盆地で出土 す る 熔 岩の資料はこの火 山地域 と の交 流を示 す 物 的 証 拠 と して重要な

意義を 持つ も の と 考 え られ る。 また、 これ らの熔 岩が製 品 と して存在す る以上に、 熔 岩 塊 と し

て出土する例が多いこ と から も 、 単なる石器加 工の素 材 と は別な存在 意 味 があった も の と 考 え

られ る。 今後、 自 然 科 学的な方 法に よ って産 地 同 定を確定して行 く 必要があろ う。

註

(1) 上野睛 朗 「上野原 遺跡 」 『中道町史』 上 pp 263 - 350 1 975 
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(2) 1 9 7 1 年調査の第 4号住居址

(3 ) 奈 良 泰 史 「 山梨 県東部 （桂川流 域） 縄 文時 代遺跡の研 究 ― 富 士 山 の火 山活 動 と 遺跡一」

『 山梨 考 古』 第 1 4号 p p l 4  - 24 1 9 8 4  山 梨 県考 古学協 会
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智 光 寺遺跡 切 附遺跡 に つ い て

束八代郡境川村藤 岱字 智 光 寺 、 切 附 、 滝河原で施 行され る笛吹川 農業水利 事業は 、 幅 約 7 m、

深さ約 5 mを掘削 し 、 国営管 水路副 幹 線 を 埋設する工 事である。 埋設 溝の片 側には幅 約 5 mの

工 事 用 道路を 仮設するが 、 発掘対象地域には 入 らない。

藤 岱地内の上部にある 智 光 寺 遺跡と切 附 遺跡はわずかに離れているだ け であるが 、 遺跡の時

期は後述 するように違 っている。 エ 市 予 定路線内の発掘事前調在段階においては次のようであ

っ た 。

智 光寺遺跡 A 区 （ 県道鴬 宿 ー 中道線に 沿 って西側） では土師 器及 び土師 質土器と 須 恵器が 若

干 散布 しており、 B 区 （滝 河 原 2 号墳） は発掘予 定 区域に 入 っていなかっ た が 、 発掘 中に破 壊

され た 古墳の一部 が 残 っている 可 能 性 がある こ とがわかっ た ので 、 農 林 省 関東 農 政 局笛吹川 農

業水利 事業所と県 教育庁文化 課と協議 したう え で 、 試掘に 至 っ た ものである。

切 附遺跡では中期縄文 式土器と須恵器 が 若 干 散布 しており 、 ま た 30 m 北には 破 壊 され た 古墳

があり 、 そ こ に 有 頭 石 棒や凹 石な どの石器が多量に集められていて、 縄文時代中期の遺跡があ

ることが 、 ほぼ確実にあると考 え られた。 こ のような状況であっ た ので 、 1 パ ー テ ィ で 同 時に

発 掘 を 行 う こ とと し 、 文化 課に発掘通 知 を 提 出 し 、 10月 15 日 に笛吹川 農業水利 事業所と最 終 協

議 を 現地で行い17 日 に試掘を 開 始 し た 。

智 光寺遺跡と切 附遺跡の概 要は次のとおりである。

智 光寺遺跡A 区では小さい 2 基の配 石遺構と思われ るものがあっ た だ け で 、 遺物も少なかっ

た。 B 区では破 壊され た 後期古墳の石 室の側 壁と墳丘の一部が 検 出され た 。

切 附遺跡では遺構が 検出されなかったが 、 鉄 斧 及 び 鉄 鏃と 管 玉 が 出土 し た ので 、 後期古墳が

破 壊され た 後地であっ たと推 定出来たので あ る。

発掘後 、 昭和60年12 月 2 5日に遺物発見通 知 を 石和警 察 署 長 宛で 、 文化 課に提 出 した。 整 理は

60年度内に済ませ た。 なお遺物は埋 蔵文化財セ ソ ク ー で研究、 教育のために保管、 管理 している。
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智光寺遺跡

1. 調 査 の 経 過

発掘調在 期 間 は 昭和 60年10月 17か ら 同年12月 1 1 日 までである。

発掘面 積 は A区880 而の予 定であ っ たが 、発掘途 中で、 B 区 （滝 河原 2 号 墳 ） の 420 m'を追

加したので合 計 I . 300 m'と な っ た。 B 区を発掘するに至 っ た経 過 及 び 滝 河原 2 号 墳を破 壊 し た

当時の状 況 等 聴 取した こ とを次に記して おく。

10 月 23日 に 2 号 墳 の あ っ た藤岱字 滝 河原 410 番 地の 1 の畑を所 有して いる田中 英 三 氏か ら こ

の畑で耕 作 中に垂 飾 品 等を拾 っ た こ とや 以 前 古 墳 が あ っ たが 破 壊 した こ と、 そ の際 後述する遺

物が 出 土した こ とな ど iltl き取 っ た。 また 2 号墳の西 約 15 m の位置に も 1 甚 あ っ た ら しい こ と、

こ の 2 甚を親 子塚また は ふた ご 塚と呼称した こ と等 も 話していた だ い た。 た だ し 西 側に あ っ た

古 墳 が 破 壊された時 期 は 不明である。

こ の滝 河原 2 号 墳の ある場 所 は 管水 路埋設 予 定 地 外である が 、 土地 所 有者 が 施 工者に 削 平さ

せる こ とを条 件としたため、 2 号 墳 が 破 壊される こ とに な っ たので、 発掘調査を行 う こ とに な

っ た も のである。

次に発掘調査の経 過を記す。

A区 ： 17 日 に管水 路 埋 設 路 線に対して 直 角に 巾 I m の ト レ ン チを約 15 m お きに 8 本掘り 、 表土

の深さを調べてか ら 表 土 だ けを バ ッ ク ホ ー で除 去した。 その後 人 力 に よ っ て掘り下 げ 、 大 小の

礫まじりの氾濫 層 か ら ロ ー リ ン グ して磨耗した乎 安 時 代 後 期 の 国分期の土師 器 片 や 若 干の須恵

器 片 、 中 期 縄 文土器 片 が 出 土し、 10 月 下 旬に配石遺構と考 え ら れる も のを礫のや や 少 な い 層で

検 出 した。 ト レ ン チを更に掘り下げ 、 深さ 1 m に 達したが 氾濫 層 が 続 い て お り 、 遺構の包 含 層

は な か っ た ので、 1 1 月 12 日 に発掘を終了 した。

B 区 （ 滝 河原 2 号 墳 ） ： 切 附遺跡の発掘を一部で続 け な が ら 、 1 1月 1 2日に開始した。 滝 河原 2

号 墳の命 名 は 、 こ れ が 所 在する小字の 「 滝 河原」 を冠頭に付し 、 「 2 号 」 は 既に 山梨 県 遺跡地

名 表 （ 昭和54年 山梨県 教 育 委員会） と境 川 村 誌 （ 昭 和53年 境 川 村） で報 告 れている 滝 川 原

古 墳 が あるので、 こ れを 2 号とした。

5 本の ト レ ン チ で試掘を始めたと こ ろ 、 2 日 目 に集石列と石室の東 側 壁の 上 部を 、 続 い て 墳

丘を形 成 する積石を検 出 した。 集石列 は 石 室の南側で合 計 10列 検 出 し、 いず れ も 方向 は 北 東 一

南西に向く。 長さは l m - 4 m 、 巾 は 30cm.前 後 、 高さは 20cm.前 後で、 拳 大の石を主に使 っ て 、

乱 雑に積み 上 げて 、 墳 丘を形 成する梢石の上に構 築されている。

11月下旬に石室内の土を除 去し 、 石室の側 壁や 天井石 が石室内に落されていた のでバ ッ ク ホ

ー で外へ 搬 出 し、 また石室の南側で石を埋めた 範 囲を検 出 した。 こ れ ら の 作 業と 同 時に墳 丘の

積石を露 出 させまた墳 丘に ト レ ン チを掘り、 墳 端 や 墳 丘の構築状況を確 認した。 石室の調査 が

ほ ぽ終了 し 、 石室の入 n 西 側か ら 廷 ぴる 2 本の列石と墳 丘の積 石 全体を検 出 した時 点 ( 1 2月 8

日 ） で空 中 写 真 撮 影を行 っ た。 最後に石室 や 墳 丘の一部を取り除いて 、 そ の下層を 調査 して発
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掘 調 査を終 了 し た 。

2. 遺跡の位置とそ の環境

所在地は東八代郡境川村藤 岱地内の字 智 光寺 335 番地とその付近 (A 区） 、 及 び滝河原 410

番地の 1 ( B区 ＝ 滝河原 2 サ墳） である。 遺跡は集落の上方に位置し 、 県道鴬 宿 ー 中道線のA

区は西側に、 B 区は東側にある。 その50 m 東を境J I I が西流し 、 境川は笛吹川に 入 り、 さらに 下

流で釜 無川と合流して、 富 士川となり太 平 洋に注 い で い る。 遺跡からは甲府盆地を越えて西に

赤 石 山脈が、 北に八 ケ 岳と駒 ヶ 岳を眺 望することが 出 来 る。 ここの地形は甲府盆地の南東側に

連なる曽根丘陵の輿 ま ったやや北側に傾斜する境川の氾濫原で、 す ぐ 上流は御坂山脈の峡 谷と

なる。 地質は 1 m くら い の 巨 石を包含する砂礫層が深さ数 メ ー ト ル 堆積する （水管 埋設 工 事の

状況） 。 し かし 西に隣接する切 附遺跡付近から南 西は ロ ー ム 厨となるなど付近は起 伏のある複

雑な地形である。

滝河原 2 号 墳は 6 世 紀後半から 7 世 紀 初 頭に比 定され る後期後半に 築 造され たと考 え られ る

横 穴 式 石 室をもつ 円墳であるが、 付近には 同様な後期 円墳が確実なものだけ でも 4 基 知られて

い る （ 第 1 図 ） 。 滝河原 2 号墳の30 m 南には完全に破 壊されてし ま った無名墳が、 100 m 北東

には横 穴 式 石 室 だ け が残 ってい る滝河原塚古墳が、 北西 130 m 切 附遺跡の北には昭和50年頃 完

全に破 壊された子の神古墳 （ 天 井 石と思われ る 巨 石が 1 個 残 存。 馬 具、 土器等が出 土し たとい
社 1

う） が、 東 200 m には墳丘も 石 室も残 って い る毘 沙 門 塚 古墳がある。 なお滝 河原 2 号 墳から

数 メ ー ト ル 離れた場所に高さ 2 - 3 m 、 直 径 5 - 6 m の古墳が 2 - 3 甚あったと言 うが、 今回

第 2 図 智 光 寺遺跡付 近 図
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の発掘ではそ の痕
跡は確認出 来なか
っ た。 また この畑

で表面採 集 され た
遺物については後
述するとおりであ
る。

古墳時代後期の
文化圏の中心は、
盆地南 西 部 から北
東 部 へ 移 動した と
考 え られてはいる

が、 後期の古 墳 群
は境 川 村 内 でも、
小 山 、 小黒坂地 内
や蛇山などに確 認
されている。 し か
しこの時期の境 川
村の集 落遺跡は発

掘 調査され た 手 古
註2

松遺跡、 動 在 家遺
註3

跡 や 小 山 の遺物

散 布地はあ るが あ

まり多 く は知られ

てい ない。 本古 墳

の付 近で最も近い

荊 在 家遺跡でも約

1 .  000 m 離れて い

るが、 分布調杏が

未 だ 充分な されて

い な い 藤岱の集 落

内 には該期の遺跡

が あ る 可 能性はあ

る。

＼

ロ

S P. E 

� -==::  二二/

6 m  

第 3 図 智 光 寺遺跡滝 河 原 2 号 墳遺構図
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S P. C  

2 m  

EP. A 

S P. B 

S P. A 

第 1 ト レ ンチセ ク シ ョ ‘ノ

EP . ..X EP  • ..X 

第 2 ト レ ソチセ ク シ ， ン

第 3 ト レ ン チセ ク ツ ョ ‘ノ

第 1 層 耕作士

SP. C' 
420. 97 m 

第 Il 層 大小の慄 と 砂を含む ロ ー ム 層 （地山）

祁 l 層 耕作土

420. 24 m 

S P. B' 

祁 Il 層 墳丘を構成す る ll'i (積石及び黒褐色 ロ ー ム IM)
第 皿 層 大小の礫 と 砂を含む ロ ー ム 層） （地山）

第 l 屑 耕作土

E P. A' 

S P. N  
420. お m

祁 O 屑 墳丘を構成す る 層 （積石及び黒褐色 " ー ム 屑）

第 4 図 智 光寺遺跡滝河原 2 号墳 ト レ ン チ セ ク シ ョ ン 図 、 エ レ ベ ー シ ョ ソ 図

註 I . 滝河原古墳、 子の 神古墳、 毘沙門塚古頃につい て は 「境川 村誌」 等に報告 さ れ て い る 。 滝河原 古墳の 平面
プ ラ ン は 右側 に袖があ り 、 側壁はやや胴張 り ぎみであ る 。

註 2. 「 及 神遺跡 · 真 福 寺遺跡 ・ 手 古 松遺跡 ・ 市 川 北遺跡 ． 勝 沼 氏 遺跡 ・ 藤岱遺跡」 山 梨 県 教 育 委 員 会 、
関 東 農 政 局 笛 吹 J I I 農 業 水 利事業所 1 9 85.  3 に よ る 。

註 3. 「辻遺跡 と 荊在家遺跡」 山 梨 県 教 育 委 員 会 山 梨 県 遺 跡 調 査 団 1 974. 3 に よ る 。

3. 遺 構 と 遺 物

A 区には小さい配石と思われ るものが二 甚、 B 区には滝河原 2 サ墳が検 出 された。 前者は配

石か否か疑 問があるので、 主に後者について記 述 す る。

滝 河 原 2 号 墳

付近は段 々 畑になっていて、 この古墳を検 出 した場所も北と東に石 垣のある 果 樹 園で、 墳丘

状の地形は全くむられ ない乎 坦地であり、 平な畑 に す るために 埋められた墳丘の一部分と、 削

平する際に破壊をま ぬがれた石室の右側壁の下部及 び 閉塞石の下部だけが残存していた。

�) 墳 丘

古墳は 畑にするために、 明 治時代 末か大正 時代 初めに 破 壊 された。 当時墳丘は高さが 2 - 3 

m、 直 径が 5 - 6 mあり、 上には40cmくらい の石が ゴ ロ ゴ ロ していたという。
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第5 図 智 光 寺遺跡滝 河 原 2 号 墳 全 体図
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土中に入 っ ていて、 その上に30cm - 40cm

の石が積 ま れ ている。 さらに南へ 2 m -

9 mの範 囲には 不 整形な方形に、 また西へ 7 m - 13 mの範 囲に長方形に30cm - 40cmの大きさの

石が埋められ て （ 積 石） いる所がある。 積石の下は 固められ た ロ ー ム の黒 褐 色 腐 食土があり、

石室の西から南にかけ て、 4. 5 mから

2. 5 mの範 囲に、 礫 !M (積石） と 土層で

構 築され た墳 丘 基 底 部 層 が 1 . 2 - o. 3 m 

の深さで検 出 され た。 第 2 ト レ ン チ では

石室の根石 よ り60cm r ま で 掘り込まれて

お り、 地 固めされた上に 10cm - 2 0cmの石

が敷かれ て、 その上に石 室の根石が置か

れ て い る。 石 室から離れ る程地 山 屑は上

り、 4 m離れ ると根石と 同 じ 高 さになる。

（ 第 4 図）

石室の西側と北側では、 小角礫から40

虚くらいの大きい角 礫 ま でが ロ ー ム 腐 食

ガ
勺
|

ナ
|
|

g

ぱm
 

3
 

第 6 図 智 光 寺遺跡滝河原 2 号墳列石図

その下に地 山が続 い ている。 この状況から考 え ると、 ロ ー ム 黒 褐 色 腐 食土との互 層 になっ てい

た よ うである。 これ らの積石が離れ す ぎている所もあって、 これ らが全て墳丘を構成 して い る

とは思 え ない がその他の施 設の一部であることも確かであろ う。 積石を清 掃 して表 面を観 察す

ると、 乱 雑に投 げ 入 れ てある よ うであるが、 3 - 4 個所に直 径 1 - 2 mの円形に並 べられ て い

る所がある。 石室の 西 側には人頭大の石が多い部分、 人頭大の石の平の面を上に し て敷 い てあ

る部分、 拳大の小礫の部分などがある。 またその南側では表面とその下部 （ 黒 褐 色 腐 食土層 と

の境） は離れ る程やや下に傾斜 している。 また第 6 図の よ うに積石の下には石室に 向 っ て 2 列

の列石があり、 その間は約 2 m離れていて、 固められた黒 褐 色 腐 食土になっ ている。 この列石

は石室を積む石を運 ぴ上げる施 設 であっ たのかも し れ ない。

墳丘の匝 径は 積 石 と セ ク シ ョ ン の状況から推 定すると18m前後であろ うか。 高さは全く推 定

出 来ない。

S P. D  S P. E  

第 7 図 智 光寺遺跡滝河原 2 号墳石室 側 壁 図 （数字は積 ん だ 推 定 順 序）
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S P. D' S_P,_D 420 お

（ 口 ） 石 室

,゚ , • SOCII 

第8 図 智 光 寺遺跡滝 河 原 2 号墳
閉 塞 石 セ ク シ ョ ン図

側墜から推 定すると 長さが3. 8 m であるが、 巾

や高さ、 平 面 形状を推 定する資料は検 出 出 来なか

った。 耕 作土を約20cm除 去 し た と こ ろ で西側壁の
一部が露 出 し た 。 側壁は高さ約 1 m前後 2 - 3 段

が残 存、 閉 塞 石は高さ約80cmくらい が 埋 没 してい

たが、 他に壁や底の床 面は全く残っていなかった。 石 室 内は側壁の最 下部より 10cm - 20cm深く

乱 掘されていたので発見された遺物はわ ずかである。 石 室の中に落された石は、 天 井 石 が 2 個

（長さ 1 70 cm X 巾 70cm. X 厚さ40cm.と 1 60 cm x 80cm. x 40cm) と 奥 壁 石 1 個 ( I I O  cm x 1 20 cm) 、

側壁 石 多数 (50cm x 40cm - I 00 cm x 50cm) である。 側壁を積ん だ 順 序を観 察 し 、 崩 し た手 順に

よって付 し た ものが 第6 図である。 先 ず 入 口 と 最 奥 の根 石を据えて石室の長さを決 め、 そ の間

に根 石を入 口 方 向から奥 に 向 って並べ、 2段 目 も 入 口 方 向

から奥 へ、 3 段 目 は奥 方 向から 入 口 方 向へ と 積み、 裏 込の

石を入 れてい る。 基本的にはいわ ゆる菫 箱積みで、 上下の

石の面を合 せ て安 定 した置 き 方を し ているが、 中には小 石

を咬ませて支えていると こ ろ もある。 側 壁の下は土を突 き

固 め、 その下には礫を敷 き 、 さらに そ の下約50cm.は小 礫を

混 入 し た 土でよく地 固 めがなされていて堅 固である。

＜二二> c― ―ー 、

C二）

I O crn  

第9 図 滝 河 原 2号墳 出 土鉄器

閉 塞 石は 内 側に 面を揃え、 やや乱 雑に積 んでいる。 こ の下と前庭部 は 非 常に 踏 み 固 められて

いる。

（ ハ ） 遺 物

鉄 鏃 l 、 灰 釉陶 器 小 片 1 、 須 恵器片 12が 出 土 し た だ けである。 他に滝 河 原 2 号墳のある畑で

垂 飾 品 が表面 採集されてい る。

鉄 鏃と 灰 釉 陶器小 片は 石 室の推 定 床 面より 15cm - 20cm下層から 出 土 し た。 攪 乱によって混 入

したものと考えられ、 こ の古 墳の時 期 決 定 が 出 来る唯 一の遺物である。 鉄 鏃 は 6 世 紀 末 か ら 7

世 紀 初 頭に比 定される。 須 恵器は閉 塞 石の中や墳 丘 中か ら 出 土 し たが実 測 可 能なものがなく、

時期 決 定 も 困 難である。 垂 飾 品 は地主の 田 中英 三 氏 が 昭 和50 年頃 古墳のあった西側で 耕 作 中拾

ったもので、 漉 瑞 製と 思 わ れる勾 玉 5 、 碧玉 製 管 玉1、 水 晶 製 切 子 玉1である（同 氏 保 管）。

また石 室を破 壊 し た 際に、 lJ 約 10 振、 く つわ（青 錆があり金 箔 だ ったという）、 勾 玉約30 個 や

土器片が 出 土 し たと いうが現 在 そ の所 在は不 明 である。
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4. お わ り に
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第 1 0 図 智 光寺遺跡 出土遺物 C s = -1 )4 

二］こ

1 0 cm  

工 事によ っ て 完 全に破 壊され る古墳であ ったので 、 こわしながら遺構の構造 や 構 築方法をも

調査し たのであ る が、 前述のように全 壊 に 近い ものであ っ たので、 全 体像は把握 出 来なか った。

しかし 一部ではあるが、 石室 や墳丘構造が明 らかになり、 構築のためにつくられたとみ られ る

施 設 などが検 出 で きたことは幸であ った。 これ らは今後類 例が発掘されなけ れ ば確定する域に

達し ないが、 今 ま で 比 較 的報告 例が少ない構築方法などの例になるかもし れ ない。 今 後古墳の

発掘調杏の課 題であろ うと思われ る。 また滝河原 2 号墳の発見を契機に付近にも数基の古墳が

あ っ たことがわかり、 一つの古墳群であ っ たことも確認 出 来た。 本 県には未だ知られ て いない

後 期 古墳群があることも示 唆するものであ っ た。
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遠 景

滝 河 原 2 号 墳

滝 河 原 2 号 墳

図 版 1 智 光 寺 遺 跡
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滝 河 原 2 号 墳 列

滝 河 原 2 号 墳 石 室 側 壁 図

石 滝 河 原 2 号墳 石 室

閉 塞 石 滝 河 原 2 号 墳 円 形 石 積

滝 河 原 2 号墳 円 形 石 積 滝 河 原 2 号墳 円 形 石 梢

図 版 2 智 光 寺 遺 跡
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集 石 列 ( B 区 ）

鉄 鏃
（滝河原 2 号墳）

1 号 配 石 遺 楠 ( A 区）

垂 飾 品
( B 区 表 面 採 集 ）

発 掘 参 加 者 土 師 質 土 器 ( A 区）

図 版 3 智 光 寺 遺 跡

- 1 15 -



切 附 遺 跡
1. 調 査 の 経 過

発掘調 査 期 間 は Jl{{ 和60年1 0 月 18 日 から ,,i]年1 1 月 2 2 II までである。

18日に遺構の包 含 /1サを把握するために ト レ ン チ を掘 り 、 バ ッ ク ホ ー で 表 土を除 去してお き 、

本格的な発 掘は 1 1 月 1 1 l I から始めた。 発掘区の東 側 寄 り の狭い場所において 、 表 土 下 約30cm.か

ら60cm.の間で、 中 期 縄 文 式 土 器 片 や鉄 器、 須 恵器片 、 灰 釉 陶 器 片 、 管 玉 等 が 雑多に 黒 褐 色 腐 食

土 ( 2 次 堆 積 ロ ー ム ） から 出 I :した。 この間には 1 0cm. -30cm. の 円 礫 や角礫も不 規 則に混 入 し て

お り 、 土 質は非 常にふかふかとし て軟 弱 で 、 遺構は全く検 出 出 来なか った。 さらにこの下 も同

じ地層 が 続いたが 、 遺 物 が 出 土し なくなっ たので発掘を終 了 し た。

2. 遺 跡 の 位 置 と そ の 状 況

所在地は東八代 郡 境川村藤 岱字 切 附 2 73 番 地他3 筆である。 ここは集落の上方 で 、 県道鴬宿

ー 中道線から西 へ 約 50m入 っ た松 尾山智光寺の北に位 置し 、 智 光寺遺跡から南西50mにある。

ここは北に傾斜 する フ ラ ッ ト な所で 、 2 次 堆積 ロ ー ム に覆われている。 南は農道を隔てて ハ
ー ド ロ ー ム の厚 い 山 である。 発 掘場所と北側 一 帯には縄文 時代中期後半を主とする 土器片 や石

器 が 散布し てお り 、 北30mには 横 穴 式 石 室を も つr-の神 古墳があったが 、 昭和50年頃 破 壊 した

という。 現在は天 井 石 か 奥 壁と 考 え られ る 巨 石 が 1 個 畑の中に残されてお り 、 その上に祠 が安

5
さ
u
c
+

＼
 

50 m 

. . . . 
： ： ： ： 切 附 遺 跡． ． ． 

第 l 図 切 附遺跡付近図
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しかし 古 墳 ら しい 痕跡は全く見 当 ら ない 。置され 、 石棒 や 凹石 が 多数集め ら れ て いる（ 図 版 ） 。

な お位置 や 環 境につい て は智 光 寺遺跡の項を参照され た い。

こ の発掘場所か らは縄文時代や 古 墳 時 代の遺物 が 出 土したが 、 遺構は全く確以 上の よ う に、

地 層の状況な どか ら 判 断する と 、 少 なく と も 管水 路 埋 設 地には遺跡は

なか っ た と 考 え ら れる。 出 士した古 墳 時 代の遺物は、 子の神 古 墳を破 壊し て 、 削 平した際に紛

れ込 ん だ も のか と 考 え ら れる。

認され な か っ た こ と や 、

、
_
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た だ し16はや や 逆るか も 知 れ
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（ 第3· 4 図 ）

古 墳 時 代 後 期 6 世 紀 末か ら

7 世 紀 初 頭の鉄鏃 と 鉄斧であ

る。 鉄鏃の1 と 4 は平根 式で

ある が 他は尖 根 式である。 現

器鉄

2

4
 

状の長さは1が10 .  7 cm 、

3が16 .1 cm 、が12.1 cm 、

6 が15.75 が I I .9 cm、が 4 cm、

8 が17 .4 cmで

ある。 鉄斧は 有 袋 式で長さ10

cm 、 最 大 巾 4 . I cmである。

7 が15cm、C訊、

切 附 遺跡出 土鉄斧

5 G711 

第 3図
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（ 第5 図）

鉄 器 と ほ ぽ 同 時 期の も の で

灰 釉 陶 器須 恵 器
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あろ う。 1 、 3 、 4 が須 恵 器 、 2 が灰 釉 陶 悩である。 1 は胴部の 1 部と底部が欠 損 し ていて現

状の翡 さ 39. 5 cm (推 定 閻 さ 42 cm ) 、 /Jl11J部の最 大 径 40. 1 cm、 n 径 23. 7 cmである。 内側 に は塙 き

目 がない 。 3 は 平 瓶で注 口 部と胴部の大 半が欠 損 していて、 高 さ 8. 9 cm、 胴の最 大 径 13. 2 cmで

ある。 4 は坪部と脚 部の大半が欠 担 していて、 高 さ 10. 7 cm、 口 径 14 .3 cm、 底 径 9. 8 cmである。

2 は 口 縁 部から下 に 施 釉があ り 、 J_J 径 1 2 . 4 cm、 推 定 胴部のi立 大 径が 2 2 . 8 cm<3. う る。

管 玉 （ 第 5 図 ） 緑 色 の碧玉 製で、 そ れ ぞ れ 長 さ と直 径は 6. 8 cm 、 2 . 6 cmと 7 cm、 2 . 2 cm 

と 5 cm 、 I .  9 cmと 5. 3 cm 、 I . 7 cmと 5. 7 cm、 2 . I cmである。 穿 孔は全て片 側からで 、 不 整 円 形

を 晶 し 、 i!'.i: 径は約 4. 1 mm - 0. 5 mmである。

以 上 細 文 時 代と古 墳 時 代の遺 物 が 出 」． し たのであるが 、 遺 構は全く検 出 さ れ なかっ た 。 その

包 含 I団 は攪 乱 層と考 えられ 、 発 掘 し た 狭 い 範 囲 だ け では追 物が何 故 混 入 し た のか把握 出 来なか

った。

＼ 
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